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　――夜、目が覚めると隣りん家かが燃えていた。




「え？」

　窓から見えた光景が理解できず、俺おれはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　白い壁、ピカピカの窓、手入れの行き届いた庭――見慣れた穂ほ村むら家の外観。

　窓の外では、燃えさかる炎がそれら全てを紅あかく照らしている。

　二階の窓からは鮮あざやかなオレンジの炎が覗のぞき、室内から漏もれた黒煙が、もうもうと空へ立ち上のぼっている……って、おい待て。あいつの部屋じゃないか！

「すずみっ！」

　俺は掛け布団を払いのけ、二階の自室から玄げん関かんまで転がるように駆け下りた。

　サンダルを引っかけ、体当たりするようにドアを開け、外へ飛び出す。

　夜中だというのに、家の外は冗談みたいに明るかった。

　ひどい熱ねつ気きと焦こげ臭くさい空気が漂う中、隣家の前ですずみのご両親は互いの体を抱き合うようにして、路上に腰を落としていた。見たところ、大きなケガはなさそうだ。

「だ、大丈夫ですか？」

　俺が駆け寄ると、二人は呆然とした表情のままこちらを見た。

「あぁ、鋼こう平へいくん。わ、私達は大丈夫だよ。でも……」

「こうちゃん、すずみが……」

　二人の言葉に、俺の背せ筋すじに冷たいものが這はい上あがってきた。

　すずみが炎の中に取り残されている。

　気が付くと、俺は穂村家の玄関へと駆け出していた。

「待って、こうちゃん！　行っちゃダメよ！」

「大丈夫です！　俺はこれでも竜りゆうですよ。こんな火なんて、どうってことないです。任せてください、絶対にすずみを助けてきますから！」

　二人に心配を掛けまいと、俺は軽い調子で答えてみせた。

「待ちなさい、違うんだ鋼平くん！　この火事は……」

　すずみの親父おやじさんがまだ何か言いたそうだったが、今はとにかく時間が惜おしい。

　俺は振り返らず、目の前のドアノブへと手を伸ばし――。

　ゴゥンッ！

　ドアが内側から膨ふくれあがり、炎と共に飛び散った。

「うわわ――――っ!?」

　激しい熱と衝しよう撃げきが襲おそいくる。とっさに両手で顔をかばったものの、俺の体は押おし寄よせる爆炎とドアの破は片へんに弾はじき飛ばされ、背中から地面に倒れた。

「鋼平くん！」「こうちゃん！」

　心配そうな二人の声に、俺は「大丈夫です」と手を挙げてみせた。

「すみません、ちょっとビックリして転んだだけですから」

　炎は熱かったし、しこたま打ち付けた後こう頭とう部ぶは少々痛いけど、それだけだ。

　この程度でケガをしていたら、Ⅱ種しゆ乙おつ鋼こう竜りゆう・白しら石いし鋼平の名が廃すたる。

『噓うそでしょ、今のも効きかないわけ？　あんた、いったい何で出来てんのよ!?』

　不意に思い出されたのは、今や見慣れたクラスメートの不満顔。どうも俺の耐たい久きゆう性せいは竜の中でも異常なレベルらしく、よく呆あきれ含みのため息を吐つかれていた。

　……とは言え、今の爆発はすごかった。バックドラフトってやつだろうか、まるで火か竜りゆうのファイアブレスじゃないか。この様子だと、中にいるすずみが危険だ！

「くそっ！　今行くぞ、すずみ！」

　跳びはねるように体を起こし、ドアを失った玄関へ再び駆け出そうとした時、

「わたしに、何か用？」

　聞き慣れたとぼけた声が、家の中から聞こえてきた。

「え……す、すずみっ!?」

「うん、そだよ～」

　激しい炎と煙に巻かれた家の中から、パジャマ姿のすずみが平然と歩み出た。

「良かった……おまえ、無事だったのか。あ、ケガはないか？」

「うん、だいじょーぶだよー。ちょ～っとお腹なかが空すいてるけど～」

　朱色の炎を背にしたすずみは、しっかりした足取りで俺に歩み寄ってくる。

「……すずみ？」

　その時、俺は強烈な違い和わ感かんに襲われた。

　逆光になっていて表情がよく見えないが、いつもまとまらないと愚ぐ痴ちっている長いくせっ毛や、最近発達著いちじるしい柔らかなボディライン、それにお気に入りのクマ柄パジャマは、本当に普段通りのすずみそのものだ。

「おまえ、その目……あ、それに、髪も」

　だからこそ、爛らん々らんと輝く朱色の瞳ひとみと、炎のように鮮やかな朱色の髪が異様だった。

「ん～？　わたしの目と髪が、どうかしたのかな？」

　すずみは不思議そうに首を傾かしげたまま、一歩、また一歩と俺に迫せまって来る。

「でも、不思議な夢だなぁ……どうして香ばしくて美お味いしそうな鶏とりの丸焼きが、こうちゃんみたいな声でしゃべったり、普通に歩いたりしてるんだろーなー？」

「と、鶏の丸焼き？　おい、ちょっと待てすずみ！　今のはどういう意味だ？」

　問い詰めようとする俺の肩を、すずみは両手でガッチリとつかんだ。

「痛ててっ！　お、おいすずみ、放せ！」

　すずみの細い指が俺の肩に食い込む。なんだよ、このバカ力は？

「鋼平くん、逃げるんだ！　今のすずみはおかしい！　この火事は、すずみが吐いた炎で起きたんだよ！」

　本来なら信じ難がたい親父さんの言葉も、すんなり受け入れられた。

　朱色の瞳と髪、肩を握にぎり潰つぶさんばかりの握あく力りよく、唇くちびるから覗く朱あかの『火種』――。

　それらから、俺は一つの結論に達していた。

「神様ありがとう。お腹ペコペコなわたしに、こんな美味しそうな食べ物をくれて」

　心底うれしそうに、うっとりと俺を見るすずみの瞳。それは、すずみが大好物を前にした時に見せる、「キラキラ輝く子供の瞳」そのものだった。

「ちょ……ちょちょちょっと待て、すずみ！　違う！　俺は食い物じゃない！」

　必死に身をよじったけど、俺を捕らえる両腕は本当にビクともしない。

「いっただっきま～～す♪」

　ガブリ。

「うぎゃぁあああああああああああああああああああああああぁぁ――――――っ！」




　肩に感じる激しい痛みに、俺は確信した。

　穂村すずみは、『火竜』へと覚かく醒せいしたのだ。










　　　第一章　竜の学校







『人』と『竜』。

　二つの種族が永ながき争いの果てに和わ解かいし、共存の道を選んでから幾千年。

　両種族は互いに和し、交わり、分かちがたいほどに混じり合った。

　そして『人』と『竜』の中間たる存在、『人間』が誕たん生じようしたのである。

　現代にあっても、人間の中から強き力を持つ者が生まれ落ちることがある。

　人々はその強き者達を、かつて地上を席せつ巻けんした偉い大だいなる祖先への畏い敬けいを込め、彼らと同じ名をもって呼び習わしてきた。

　大地より湧き出いずる『竜りゆう気き』を取り込み、強大な『竜りゆう気き力りよく』を振るう者。

　――すなわち、『竜』と。




「――とまぁ、こういう感じでまとめたんですが、どうでしょう？」

「ん、まぁいいぞ。……だが、ずいぶんと持って回った文章にしたもんだな」

　薄暗い放課後の一年玉ぎよく組ぐみ教室、その教きよう壇だん前。

　俺おれが提出したプリントを確認した刀と塚つか野の剣つるぎ先生は、呆あきれたような言葉と、半開きの黒い瞳ひとみを俺に向けた。目が半開きなのは、直前まで居眠りしてたからだろうけど。

「いやー、最初は『人と竜が混血して、現代の人間の祖先になった。現代も一％ほどの確率で祖先に近い力を持った竜と呼ばれる者が生まれる』って感じで書いたんですけど、先生寝てたんで。起きるまでちょっと書き足そうかなー、と」

「ふわぁ～あ……自分で寝ておいてなんだが、起こせばよかっただろ」

「あはは、まぁそうなんですけど。書き始めたら、なんか面白くなっちゃいまして」

　俺の担任だからって理由だけで、刀塚野先生は「教材ビデオを観せるだけ」の退屈な補習を担当させられていたから、起こすのが申し訳なかったってのもあるけど。

「……なるほど。鳴なる神かみや高たか山やま先生に聞いてた通り、おまえは変な奴だな」

「えぇ？　先生までそんな……自分じゃ常識人のつもりなんですけど」

　生徒の前で平然と居眠りしてた先生の方が、よっぽど変わり者じゃないですか？

「ともかく、今日の補習はこれにて終了だ、お疲れさん」

「あ、はい。遅くまでありがとうございました」

　先生はヒョイと立ち上がり、持っていたバインダーで俺の頭をポンと叩くと、そのまま軽い足取りで教室を出て行った。さて俺も帰ろうと、カバンに手を掛けた時――。

「そう言えば白しら石いし、おまえ通学組だったよな。バスの時間は大丈夫か？」

「あ」

　教室の壁時計を見上げると、少々危険な時間になっていた。




　　　　　◆




「見事に乗り遅れた、なぁ……」

　夕暮れ時のバス停で一人つぶやいてみても、誰が答えるはずもなし。

　バス停の時刻表は、十五分ほど前にバスが去ったことを示していた。

　次のバスは、ない。まさか六時過ぎにバスがなくなるとは思わなかった。

　とは言え、考えてみればさほど不思議なことでもない。

　ここは九く頭ず龍りゆう市の中心から遠く離れ、『富ふ士じ』との国境にほど近い山の中だ。

　うちの学校以外に何もないから、バスの利用者は俺みたいな通学組の生徒くらい。

　それに、うちの生徒の大半は全国各地から集められた県外組の寮りよう生せいだから、バスの利用者はごく少数で利用する時間帯も決まっている。バスが少ないのも道理だろう。

　困ったことに、ここから自宅まではとても歩いて帰れる距離じゃない。

　一つ大きくため息を吐ついて、俺は今下ってきたばかりの坂を見上げた。

　夕日を浴びてそびえるのは、我らが学舎『国立登とう龍りゆう門もん高等学校』。

　日本四大竜りゆう科か学校の一つであり、全国にその名が轟とどろく名門校だ。

　総生徒数は三千余り。その全員が竜であり、全国から選ばれた猛も者さばかり。

　いや、生徒のみならず教職員や学校関係者までもが、刀塚野先生一人を除いて全員が竜という徹てつ底ていぶりだ。そのため朝礼などで生徒が多数集まると、竜特有の鮮あざやかな色の髪が一面に広がり、赤青黄色って感じで非常に華々しい。……おかげで、竜なのに日本人標準の黒髪黒目である俺の方がむしろ目立つ、なんて逆転現象が起きている。

　そういう学校だから、生徒の多くは小学校から竜科学校に通い続けている生きつ粋すいの竜ばかり。俺みたいに高校から竜科に入った生徒なんてめったにいない。

　で、ほぼ唯ゆい一いつの初心者である俺は、入学早々ごく初歩的な補習を受けていたのだ。

　俺一人のために補習を設けてくれた学校側の配はい慮りよは、とてもありがたい。

　……ありがたいんだけど、おかげで帰る手段を失ってしまったわけで。

『バスに間に合わなかったら職員室へ来い。家まで送ってやる』

　教室での別れ際ぎわ、そう言ってくれた刀塚野先生に頼るしかなさそうだ。

　山の夕方は短い。西の空には光が残っていても、山影に入った足下はもう暗い。

　そんな暗い夕暮れの中、えっちらおっちら坂を上り、校門前に差しかかる。

　点ともり始めた街灯の下には、部活帰りらしい生徒の姿が散さん見けんされる。彼らから「何な故ぜ今さら学校に？」って視線を感じつつすれ違っていると、見知った顔が近づいてきた。

　街灯に照らされ、ツーサイドアップにまとめた向日葵ひまわり色の髪がキラキラと光って見える。いつも通り背筋をピンと伸ばし、軽やかな足取りで進む姿はどこか力強い。

「よう、蓮れん華げ。部活の帰りか？」

「そうだけど……鋼こう平へい、あんたはこんな時間に何してんのよ？」

　髪と同色の大きな瞳が、いぶかしげに細められる。

　彼女はⅡ種雷らい竜りゆう・鳴神蓮華。俺のクラスメートで、けっこうな美人さんだ。

　制服を飾る銀の輝き章しようはトップエリートの証あかし。我ら一年玉組の次席にして、学年次席の実力者……つまり、とんでもなく強い。キレイな花にはトゲがあるって感じか。

「補習だよ。まぁ、居眠りしてる刀塚野先生の横でビデオ観てただけ、だけど」

「へぇ？　女子の憧あこがれ『剣王子』と教室に二人っきりだったの？　ラッキーじゃない」

　蓮華は冗談っぽく笑った。……いや、確かに先生は黙だまっていれば美形だと思うよ？　でもね、男は美男子と二人っきりになっても全然うれしくないんだぞ。それに……。

「王子ねぇ？　刀塚野先生が富士の王子様だって噂うわさ、ホントなのか？」

「さぁ、どうかしら？　あたしも先輩から聞いただけだし。でも、富士の出身ってのはホントでしょ？　先生本人も言ってたし、うちの先生なのに黒髪黒目だしね」

　肩をすくめ、蓮華は視線を流した。その先にある『富士』を見るように。

　――独立国家『富士』は、本ほん州しゆう中ちゆう部ぶに存在する王制の小国である。

　標高千五百メートルほどの『富ふ士じ台だい地ち』と、その周辺の森林地帯（いわゆる『富士の樹海』の一部）に跨またがる、森と湖に囲まれた自然豊かな国だ。

　この富士という国、日本と同盟関係にあるが非常に閉へい鎖さ的てきで、日本人を含めた外国人の入国をほとんど許さず、自国民が国外へ出ることも厳きびしく制限している。

　その理由は、富士の国こく是ぜが「『人』の純血を守ること」だからだ。

　国是に従い、富士は建国以来『竜』の血が入ることを許さず、数千年ともいわれる時を過ごしてきたという。これは世界的に見ても非常に珍めずらしい事例だそうな。

　彼らは国是を守るため様々な施し策さくを採っており、その典てん型けい例れいが富士国民の国際結婚全面禁止という法令。違反者は問答無用で国外追放され、二度と戻れないらしい。

　こうした極きわめて高い閉鎖性のため、隣国にもかかわらず一般の日本人が富士国民と接する機会は少なく、富士の実態はほとんど知られていない。総人口すら不明って話だ。

　つまり、富士は日本と最も近い国でありながら、同時に最も遠い国である……はずなのに、何故か我が校には『富士の王子』と噂される人物がいるのだ。謎である。

「――さて、俺はその王子様に運転手を頼まないといけないんだよね」

「あぁ、最終バスに乗り遅れたってわけ？　通学組は大変よね。……けどさ、あんたなんでわざわざバス通なんてしてるのよ？　地元かもしれないけど、不ふ便べんじゃない」

　本当に不思議そうに、蓮華は小さく首を傾かしげた。

　登龍門高校は学費・寮費が共に無料で、学食での食事も無料。

　街は遠いものの、施設内の購買は質・量共に充実していて必要な物は大抵そろう。

　友人達によれば、寮も慣れれば意外に快適とのことだ。

　寮生の蓮華から見れば、俺が自宅通学にこだわっている理由がわからないだろう。

「ん～、不便は不便なんだけど。ちょっと家から離れたくない事情があってね」

　隠すほどのことじゃないけど、人に話すのは少し恥ずかしい理由なわけで。

「……ま、そっちの事情を詮せん索さくするつもりはないけどさ」

　蓮華は真っ正面から俺を見すえ、伸ばした指をビシッと俺の鼻先に突きつけた。

「片手間でやっていけるほど登龍門は甘くないわよ。いくらあんたが常識外れに頑がん丈じようなふざけた鋼こう化か能力の持ち主でも、そんな甘い意識じゃいつか大ケガするわ」

　吐き出された言葉に合わせ、彼女の全身に青白い雷光が走る。

「いい、鋼平？　あんたはあたしの前に立つ壁で、あたしは全力のあんたを叩き潰つぶすって決めたの！　だから、あんたも真剣にやってくれなきゃ困るのよ！」

　多分に怒ど気きを含んでいるものの、彼女の言葉と瞳は真しん摯しだった。だから、

「わかったよ。心配してくれて、ありがと」

　素直にお礼を返すと、蓮華は一瞬目を見開き、すぐに渋しぶい顔になった。

「誰が、いつ、あんたの心配なんかしたのよ!?」

「え？　いやだって、さっき大ケガしないように、って忠告してくれたじゃん」

　蓮華は深々とため息を吐き、がっくりと肩を落とした。

「もういい、帰る。あんたと話してると疲れるわ。……じゃあね」

「あぁ、うん。また明日」

　ヒラヒラと手を振りながら、蓮華は俺の横をすり抜けて行った。

　急にどうしたんだろ？　彼女の背中を見送りながら、俺は一人首を傾げた。

「いやぁ～、罪作りですねぇ、白石くん」

「うわっ！」

　突然背後から声を掛けられ、俺は驚いて飛とび退のいた。

「どもども」

　振り返ると、そこに立っていたのは、楽しげな表情のクラスメート。

　Ⅱ種風ふう竜りゆう・荒あら気き駿しゆん。俺や蓮華と同じ一年玉組の生徒で、銅の輝章を持つ男だ。

「……び、ビックリした。いきなり出てくるなよ、荒気」

「やだなぁ、白石くん。そんな人をお化けみたいに言わないでくださいよ。僕ぼくはただ、日課のお散歩中にお二人を見つけたんで、コソコソッと様子を窺うかがってただけですよ」

　荒気は新しん緑りよくのように鮮やかな若葉色の髪をかき上げ、朗ほがらかに笑った。

　なんだろう。立ち聞きを告白してるくせに、春風みたいにさわやかな奴だ。

「でも大変ですね、バス通学。時間に制約がある移動なんて、僕には絶対無理ですよ」

　そう言う荒気の表情は、少しも「大変」と思っていないように見える。

　……まぁ、関東出身なのに「やろうと思えば自宅通学出来ますよ」と豪ごう語ごしていたこいつの足なら、市内にある俺の家までなんて大した距離じゃないんだろう。

「やや、あちらにも見知った顔が」

　荒気の視線を追いかけると、校門前に一人の少女がたたずんでいた。

　暗い中、さらに遠目ではあるけど、彼女の雰囲気は独特だし、竜には珍しい眼鏡めがねを掛けているのが見えるから間違いはないだろう。

　たたずむ少女の名は、霧生きりゆう雫しずく。彼女も俺達と同じ一年玉組で、その学級委員長だ。

　霧きりと霜しもの二重属性を持つ、学年主席にして一年生唯一のⅠ種である。

「あれ？　たしか霧生さんって自宅生だったよな。なんでこんな時間に」

「さぁ？　ま、本人に聞いてみましょうか？　お～い、霧生さ～ん！」

　歩み寄る俺達に気付いた霧生さんは、不思議そうに小首を傾げた。

　ボブカットにした露つゆ草くさ色の髪がサラリと流れる。動いた拍ひよう子しに制服の肩けん章しようが街灯の光を反射し、キラリと金色に輝いた。金の輝章はⅠ種である証だ。

「霧生さん、こんな時間にどうしたんですか？」

「……迎えを、待ってる。二人は、どうしたの？」
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　静かだけど、よく通る声。この訥とつ々とつとした口調と無表情が、平常運転の霧生さんだ。

「僕は日課の散歩中ですよ。で、白石くんは……」

「バスに乗り遅れて帰れなくなっちゃってさ。先生に助けてもらおうかと」

　俺が苦笑いしながら答えると、霧生さんは少し考えるような仕草をして、

「……良かったら、乗ってく？」

　髪より少し深い色の瞳が、眼鏡越しに俺へと向けられた。

「へ？」




　――そんなわけで、俺は霧生さんをお迎えに来た高級車の後部座席に、彼女と並んで座っている。いやー、すごいね高級車。シートの材質からして違うもの。

「ところでさ、なんで霧生さんもこんな遅くまで学校にいたの？」

「図書館で、本読んでた。面白い本、見つけたから」

「おー、文学少女だね。そんなに夢中になるなんて、どんな本なの？」

「……内ない緒しよ」

　静かに答えた彼女の口元は、珍しく少し笑っているように見えた。

　山道を下る車の中、霧生さんはこちらのおしゃべりに付き合ってくれた。

　まぁ、主にしゃべっていたのはこっちだったけど、静かに相づちを打ち、時折クスッと笑ってくれたりしたから、俺にはけっこう楽しい時間だった。




　しばらくして、霧生家のお車は九頭龍駅前の通りへ差し掛かった。

　九頭龍市は北東に富士との国境を抱える地方都市だ。国境でもある市の北部はほとんどが山地で、市街地もさほど大きくない。とはいえ、駅前はそれなりに賑にぎやかだ。

　暮れ始めていても駅前は山中より明るく、学校帰りの学生や仕事を終えた社会人などの姿も多い。登龍門周辺のような僻へき地ちでなければ、今はそういう時間帯なのだ。

　霧生さんは家まで送ると言ってくれたけど、俺は駅前で降ろしてもらうことにした。

「――あ、じゃあこの辺で」

　俺は霧生さんと、にこやかな運転手さんにお礼を言いつつ、車を降りる。

「ホントに助かったよ、霧生さん。それじゃ、また明日」

「……ん。また明日」

　低い排気音を残して発進した高級車を見送っていると、

「こ～うちゃんっ！」

　聞き慣れた声と共に、俺の背中がポンと押された。誰かを確認するまでもない。

　振り返った先にあったのは予想通り、よ～く見慣れた顔。

　黒目がちな大きな瞳、柔らかそうな頰ほおと唇くちびるがいつものフニャッとした笑顔を作り、くせっ毛の長い黒髪はいつも通りピョコピョコとはねている。

「おう、すずみか。偶然だな」

「おう、こうちゃん。偶然だよ」

　お隣さんにして同い年の幼おさな馴な染じみ、穂ほ村むらすずみが笑顔で手を挙げていた。




　俺とすずみは駅前を離れ、住宅街へと向かっていた。

「――へぇ～、それで送ってもらったんだ。こうちゃんってば運が良いいなぁ」

「あぁ、ラッキーだった。すずみ、高級車はいいぞ。あのシートの座り心地ごこちは絶品だ」

「う～～、いいないいな！　わたしだって補習で疲れてるのに、こうちゃんばっかりずるいよ！　わたしもお高いシートで癒いやされたいよ～」

「うわ、バッカで～。入学早々補習って……すずみカッコワリー」

「なんだよーっ！　こうちゃんだって一緒じゃんかよーっ！」

　直前まで疲れた顔でガックリ肩を落としてたくせに、軽くつつけば瞬時に沸ふつ騰とうしてみせる。このコロコロ変わる表情が、すずみの面白いところだ。

　しかし、考えてみたら、こんな二人の帰り道は久しぶりだな。

「あれ？　どしたのこうちゃん、なにやら顔がお疲れモードだよ？」

「いや、こうやっておまえと帰るのも久しぶりだろ。ちょっと懐かしいな～、って」

「そだね。中学までは行きも帰りも一緒だったのに……ちょっと、さみしいね」

　すずみは小さくため息を吐いて、遠くを見るような目をした。うわ、似合わねぇ。

「それに、朝だって起こしてもらえないんだもん……おかげで今日も遅刻しかけたし」

「それは自業自得だ。いい加減、自力で起きなさい」

「むぅ～っ！　こうちゃん冷たい」

　すずみは寝起きが最悪で、誰かが起こさなければ、まず午前中には目を覚まさない。

　なにせ高校受験当日まで寝坊し、俺と一緒に高校浪人になりかけたというエピソードの持ち主だ。目覚まし時計など、こいつの前では何の効力も発揮しない。

　……さらに困ったことに、すずみのご両親は非っ常～に大らかな人達なのだ。

　母親のなごみさんはすずみ以上にのんびり屋さんの天然さんで、多少はしっかりしている親父おやじさんは仕事で朝が早い。二人に起こされないもんだから、すずみはいつまでも眠り続ける。小学校入学当初、一緒に通学していた俺まで遅刻することが多々あった。

　見かねた俺が時々すずみを起こすようになったんだけど、いつの間にやら穂村一家に「すずみを起こすのはこうちゃんの仕事」と認識されてしまったのだ。

　で、すずみ本人も俺に依存してしまい、それが中学卒業まで続いたってわけ。

「そもそも、俺が起こしてたのがおかしいんだよ。学校も違うんだし、早く慣れろよ」

「うー……そうかもだけど、やっぱり慣れないよ。今までずっと一緒だったんだよ？　こうちゃんと同じ学校行きたかったから、わたしもがんばって北きた高入ったのに、こうちゃんってば登龍門行っちゃうんだもん。……こうちゃんと別々じゃ、つまんないよ」

　すずみが吐き出した本日二度目のため息は、ずいぶんと大きなものだった。

「そう言うなよ。俺だって入りたくて入ったんじゃないんだからさ」

　元々、俺の第一志望校は北高だったし、受験して合格をもらっている。

　しかし、結果的に俺が入学したのは登龍門だ。

　何故かって？

　それは日本の特殊な教育システムである『振り分け入学制度』のせいだった。

　日本の全国民は、生まれた時点で身長・体重と同時に竜気力を測定され、その数値が一定以上であれば竜と認定される。

　この竜の認定は、氏名や性別と同じく、きっちり戸こ籍せきに書き込まれる情報である。

　なにしろ竜の力は強大であり、非常に危険だ。

　だから国が責任を持って彼らを集め、きちんと能力の制御を教育しましょう、という発想のもとに生まれたのが、現行の『振り分け入学制度』なわけだ。

　振り分け入学制度に基づき、竜は就学年齢に達した時点で再度能力測定を受け、その結果に従って各竜科学校へ振り分けられる。この時の振り分け基準は、竜気力などの竜としての能力のみで、学力その他は一切考こう慮りよされない。もちろん本人の意志もだ。

　だから普通の竜は小学校から竜科学校に入るんだけど、俺はちょいと事情が異ことなる。

　何故なら、俺の竜としての種別が『Ⅱ種しゆ乙おつ』だからだ。

　竜の種別は、法律によって『Ⅰ種』と『Ⅱ種』に区分されている。

　基本的に竜の九十九％は、本人の竜気力の強弱にかかわらず『Ⅱ種』と判定される。

　対して『Ⅰ種』は竜気力が一定以上と判定され、さらに特定の条件を満たした者にのみ与えられる称号……らしい。その辺の条件を俺はよく知らない。

　ざっくり言えば、竜の中では『Ⅱ種』が普通で、『Ⅰ種』は選ばれた天才って感じ。

　――で、問題の『Ⅱ種乙』とは、Ⅰ種とは逆の意味でレアな存在である。

『Ⅱ種乙』は、「『Ⅱ種』と呼ぶには竜気力が不足しているが、一定以上竜の能力を示している者」を指す。……ま、要するに『落ちこぼれの竜』ってことだ。

　Ⅱ種乙は低い能力故ゆえに危険視されず、一般人と同じ普通科学校への進学も許される。

　だから俺は中学まですずみと同じ学校に通えたし、高校もそうするつもりだった。

　しかし、あれは三月某日。二人揃そろって北高に合格し、「これでまた一緒だねー」なんてすずみと笑っていた俺の自宅へ、担任の先生が神しん妙みような顔をしてやって来た。

「白石、実は年度末に受けた検査で、おまえの能力が基準に引っかかったらしい。それでな、急ですまないんだが、おまえは登龍門に振り分けられることになった」

　……そんなわけで、俺は登龍門へ通い、すずみは北高に通っているわけである。

　この状況は、すずみだけじゃなくて俺にとっても不本意なのだ。

「――家が隣同士なのは変わってないし、休みは一緒だろ？　それに、たまにはこうやって帰りが一緒になることだってあるわけだし。我が慢まんしろよ」

「それでも、さみしいものはさみしいもん」

　うつむくすずみに、俺も申し訳ない気持ちになる。この思いがあるから、俺は毎日しんどい思いをしながらも自宅から登龍門へ通っている、というわけだ。

　慰なぐさめるようにポンポンと軽く頭を叩いてやると、すずみは俺の手を取った。

　俺の右手を両手で包み込んだまま、すずみは俺の正面に立った。

　自然、足が止まって見つめ合うような格好になる。身長差から見上げる形になったすずみの視線は、まっすぐに俺の両目へと向けられていた。

『言いたいことがあったら、キチンと人の目を見て言いなさい』

　これは母さんから、俺とすずみが受けてきた共通の教えだ。

　それを素直に吸収したすずみは、大切なことを伝えたいと思った時、こうやってまっすぐに相手の目を見るようになった。

　つまり、今すずみが言おうとしているのは、とても大切な事こと柄がららしい。

「――こうちゃん……わたしね、こうちゃんと離ればなれになって、すごく実感してるの。わたしには、どうしてもこうちゃんの助けが必要なんだって……だから」

　そこですずみは言葉を切り、視線を足下へと外した。

　温かく俺の右手を包むすずみの両手が、ギュッと強く握にぎられる。

「お願いだよ、こうちゃん」

　……こんなすずみは見たことがない。いったい何を言おうとしてるんだ？

「わたしに…………勉強教えてっ！」

　視線が上がり、泣き出さんばかりに切実な訴うつたえが、俺の正面からぶつけられた。

「ハァ……だから北高は止やめとけって言ったのに」

「わかってるよ～。でもでも、今さらそんなこと言っても遅いんだよー！」

　ほぼ半泣きのすずみが、血を吐くように言葉をつむぐ。いつしかすずみの両手は俺の襟えり首くびをつかみ、けっこうな力でガクンガクン揺さぶっていた。

　すずみの通う学校――県立・九頭龍北高等学校、通称『北高』。

　毎週一度、全クラス一いつ斉せいに小テストが行われ、その成績が悪かった生徒には容よう赦しやのない補習授業が実施されるという、徹底したスパルタ主義が特とく徴ちようの進学校である。

　これは相当追い詰められてるな、すずみ。……でもさ、まだ入学一週間だよ？

「それに、結局決めたのはわたしだもん。入った以上は全力でがんばりたいんだよ！」

　本気みたいだな。……すずみが自分から勉強のことを言い出すとはね。人間、ちゃんと成長するものなんだな。幼馴染みの成長を目まの当あたりに出来て喜ばしい限りだ。

「わかったわかった。そこまで言わなくても、勉強くらい教えるって」

「ホント？　わーい、ありがとーこうちゃん！」

　一瞬で笑顔に変わったすずみは、両手を俺の襟首から背中に回して、そのままぎゅーっと抱きついてきた。ん～……最近、これが困るんだよね。

　寝る子は育つということなのか。食っちゃ寝が趣味のくせに、何故かすずみのスタイルは平均以上……と言うか、もうグラビアアイドルでもしたら？　ってレベルに発育している。そのくせ俺には昔からのノリで、ペッタペタくっついてくるのだ。

　……うれしいんだけど、困る。年頃の男の子としては悩ましい問題なわけです。

「わかったから離れなさい。勉強は明日にでも見てやるから、とりあえず帰ろう」

「うん！　……えへへ、やさしーねー。だからこうちゃん好きー」

「はいはい」

　ニコニコしながら隣を歩く横顔を見ていると、苦笑いが浮かぶ。

　こんなんだから、いつまで経たっても浮いた話の一つも聞かないんだろう。

　大事な幼馴染みに悪い虫が付かないのはいいんだけど、ここまでモテないのを見ていると、この子の将来が不安になってくる。

　――てなことを本人に言ったら、またも一瞬で表情が怒りに染まった。

「なんだとー！　そう言うこうちゃんだって、全っっっ然っ！　モテないくせに！　悔しかったら彼女の一人も作って……って、いった～～いっ!?　うえーん、こうちゃんがぶった～！　わたしはホントのこと言っただけなのに～～～～っ！」




　しかし、『入った以上は全力でがんばりたいんだよ！』か。

　俺もがんばらないといけない、ってことだな。




　　　　　◆




　そして俺達は、毎週一、二回すずみのお勉強タイムを設けることになった。

　お勉強会の会場は、もっぱら穂村家のリビング。

　すずみが勉強しているのを、サボらないように監視するのが俺の主な役目だ。

　なにしろ俺もすずみも同学年で、しかも授業の進行は北高の方が速い。

　そもそも使っている教科書も違うから、すずみに質問されたところを俺も一緒に考える、という形になってしまうわけで。……むしろ俺の成績が上がりそうだ。

　そんなお勉強会の続いた、ある日のこと。

「二人とも少し休きゆう憩けいにして、お茶でもどう？」

「さんせぇ～～……」

　すずみのお母さん、穂村なごみさんの声と同時に、すずみはテーブルに突つっ伏ぷした。

「ありがとうございます、なごみさん」

　俺がお礼を返すと、なごみさんは普段と同じく柔にゆう和わに微笑ほほえんだ。

「もう、すずみ。ちょっとどきなさい。お茶が置けないでしょう？」

　テーブルの上から動かないすずみに、なごみさんは困った顔をした。

「う～……ひどいよお母さん。疲れたわたしを邪じや魔ま者扱いして～」

「あ、いいですよ、なごみさん。そのまますずみの頭上に置きましょう」

「ちょっと待ってこうちゃん！　それは解決策として下げの下げだよっ！」

「そうね、そうしましょうか」

「え、なんで同意するの？　ちょっ、ホントに置こうとしないで！　お茶は危ないよ！」

「大丈夫だ、すずみ。お茶くらい、俺は浴びても平気だから」

「それはバカみたいに頑丈なこうちゃんだからだよ！　わたしはふつーの人間で、幼稚園時代に軽トラにはね飛ばされて踏み潰されたのに平然と立ち上がって走り回るような常識外のこうちゃんとは違うんだよ！　って、あいた――っ！」




「はぁ～……まったりだよ～」

　お茶とお菓子を楽しんだ後、すずみはすっかり休憩モードに入っていた。

「……おい、勉強再開するぞ」

「えぇ～？　あとちょっと～～。適度な休憩は、勉強の能率をアップさせるんだよ～」

「はぁ……ま～た、もっともらしいことを……」

　さてお説教でもしてやろうかと思った時、すずみがひょいと俺の手を取った。

「あれ？　こうちゃん、また腕のあざが増えてない？　ねね、それも蓮華ちゃん？」

　俺がため息混じりに「正解」って頷うなずくと、すずみは「やっぱりね」って顔で笑った。

　何故すずみの口から、俺のクラスメートの話題が出るのか？　それは、早くもダレ始めた当勉強会の抱える構造的問題から生じた必然だった。……ハァ。

　お勉強会を始めて早三週間。改めて思い知らされたのは、すずみの集中力のなさ。

　だから俺達の勉強会には休憩時間が多い。そして、その長い休憩時間中にお互いの学校での出来事を話すのが恒こう例れい行事になったというわけ。

　で、すずみは俺が話した中で、特に『竜りゆう気き道どう』の授業に興味を示しめしたのだ。

『竜気道』――それは全ての竜科学校で必修の武ぶ道どうである。

　竜気道の試合は空手や柔道に似た道どう着ぎを着用し、特殊な結界の中で行われる。武器の使用はＮＧ、人体の急所への攻撃もダメ。――で、それ以外は大たい概がいなんでもアリだ。

　投げに打撃に絞しめ技わざ……そして名前が示すとおり『竜気力』攻撃もアリ。んで、竜気力攻撃ってのは多種多様、竜によって使える技も威力もまるで違う。

　代表例を挙げるなら、各種ブレス、電撃、怪力、かまいたち、その他諸もろ々もろって感じ。

　試合を結界内で行うのは、これら竜気力攻撃が競技者以外の人間や建物に被害を出すのを防ぐため。言い換えれば、結界なしでは被害が出るほど危険ということだ。

　俺も話を聞くだけなら面白いと思うよ。……聞くだけなら、ね。

「ねぇねぇ、こうちゃん。今回はどんな大技だったの？　教えてよ～」

　何がそんなに面白いのか、すずみは蓮華の話をせがむようになっていた。

　蓮華＋竜気道。正直、それは俺にとってあまり楽しい話題じゃないんだけど。

「まぁ、いいけど……また愚ぐ痴ちにしかならないぞ？」

「うんうん、それでいいよ！　話して話して！」

　……ま、すずみが楽しいなら別にいいんだけど、さ。




　　　　　◆




　俺が蓮華と初めて話したのは入学三日目、今年度初の『竜気道』の授業だった。

　初めて入った武ぶ道どう館かんの中、真新しい道着姿で居並ぶ我ら玉組一同の前に、竜気道の担当教諭にして一年玉組の副担任、Ⅱ種剛ごう竜りゆう・高山吹雪ふぶき先生が立った。

　高山先生は鈍にび色いろの鋭い瞳で俺達一人一人の顔を見回し、口を開いた。

「今日は初授業だ。だから、まずおまえらの力をアタシの目で確認する。とりあえず、全力で試合をしろ。最適な組み合わせを決めといたから、遠えん慮りよする必要はねぇぞ」

　俺はひそかに胸をなで下ろした。分別のある先生で助かった、と。

　なにせ俺はただ硬いだけのⅡ種乙鋼こう竜りゆうで、竜気道も初心者……戦闘力は皆かい無むだ。

　適当に強い生徒と組まされでもしたら、ひどい目に遭ったことだろう。

　先生の口から、組み合わせが次々と発表されていく。クラスメート達は読み上げられた対戦相手の顔を確認し、それぞれに表情を引き締め、気合いを入れていた。

　見た限り、先生は互ご角かくの者同士を組ませているらしい。

　これは、みんなが締めている帯を見ていれば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　我が校の生徒は学業成績の他に、絶対評価の竜気力で厳げん密みつに格付けされている。

　竜気力の格付けは八段階。上から順に、金・銀・銅・紫・緑・橙だいだい・黄・白――だ。

　制服の襟、肩の徽き章しようや体操着の腕わん章しよう、そして竜気道の授業で着用する道着の帯などはこれらの色に塗られている。そのため、自分や他人の格付けが一目でわかるのだ。

　ちなみに、金銀銅の上位三色は、金属光沢の「輝き」と「徽章」の音を掛け、『輝き章しよう』なんて呼ばれて別格扱い。これを一年生の段階でつけてるのは一部のエリートだけ。

　……いやまぁ、うちの玉組にはけっこういるんだけどね。

　で、俺は玉組唯一の白章――つまり最低ランクの落ちこぼれだ。

　次々に組み合わせが読み上げられ、次第に減っていく未発表組。

　残されたのは霧生さん以下の輝章持ちと、何故かまだ呼ばれていない俺。

「……次、鳴神蓮華」

「はいっ！」

　高山先生の呼びかけに応え、蓮華の力強い声が武道館に響き渡る。

　蓮華は全国選えりすぐりの登龍門にあって学年二位という実力と、キツめの言動、そして鋭い目つきのため、クラスメートから恐れられていた。

　彼女の相手が出来るのは学年唯一のⅠ種、霧生さんくらいだろうと言われている。

　だから、誰もが次に呼ばれるのは霧生さんだと予想していたはずだ。しかし――。

「んで、鳴神の相手は、白石鋼平」

『はぁっ!?』

　武道館にいた全員が同時に驚きの声を上げた。もちろん、俺もだ。

「ど、どういうことですか高山先生！　何の冗談ですか、納得いきません！　あたしがこいつと……この黒髪黒目の白章と互角だって言うんですかっ!?」

「互角とは言わんさ。だが、アタシは最適な組み合せにしたつもりだ……不満か？」

「不満です！」

　キッパリとした蓮華の抗議に、高山先生は短い銀髪をかき上げ、ニヤリと笑った。

「おまえはハッキリしてるなぁ。気に入った。じゃ、特別にチャンスをやるよ。もし、おまえが三分以内に白石を倒せたら、好きな相手と対戦させてやる。……どうだ？」

「わかりました。三分と言わず、三十秒以内に倒してみせます」

　今にして思えば、あれは蓮華の上昇志向の強さから出た言葉だとわかる。

「と、対戦相手は言っているわけだが……おまえはどうだ、白石？」

　だけど、その時の俺は蓮華のことなんて良く知らなかったわけで。

「三分倒れなきゃ俺の勝ちってことで、いいんですよね？」

　先生に答えながら、俺はにらむような視線を蓮華に向けていた。

「へぇ？　言うじゃない、白章。とぼけた顔して、あんた案外気が強いわね」

「白章じゃない。俺にはちゃんと白石鋼平って名前がある」

「ふぅ～ん？　……いいわ。じゃあ万が一、あんたがあたしに勝てたら、ちゃんと名前を呼んであげるわよ、白章くん？」

「……約束だからな」

　そんな流れで、俺と蓮華はクラスで最初に試合することになった。

　俺達は結界に入り、互いに向き合う。

「では、これより鳴神と白石の試合を始める。試合時間は三分。ルールは通常で、勝利条件は変則だ。三分以内に白石が倒れれば鳴神の勝ち、倒れなければ白石の勝ちだ」

　高山先生が確認するように俺と蓮華を順に見つめ、俺達はそれぞれ頷いた。

「始めっ！」

　開始の合図と共に先生の手が挙がり、同時に蓮華の右手も動いた、その瞬間――。

「悪く思わないでよねっ！」

　ビシャ――――ンッ！




[image: ]





「ぐうっ!?」

　閃せん光こうと衝しよう撃げきが俺を襲おそった。突き抜けた電流に全身がしびれ、一瞬遅れて痛みが走る。

　蓮華の放った電撃――字じ義ぎ通どおり電でん光こう石せつ火かの攻撃で、俺には防御すら出来なかった。

　軽い感じで放った攻撃がこの威力、さすがに強い。……でも、倒れるほどじゃない。

「あ、あんた、なんで倒れてないのよ……？」

　顔を上げると、どういうわけか攻撃した蓮華の方が驚いていた。

「なんで、って……そりゃ、倒れたら負けちゃうから、でしょ？」

　顔を引きつらせた蓮華の横で、高山先生が口を開いた。

「あぁ……言い忘れてたけどな、鳴神。白石は『鋼こう化か』能力しか持ってないが、逆に言やぁ硬さだけで登龍門……それも玉組に入っちまうような奴だ。耐久力だけなら、この学校の誰よりも上なんだよ。おまえよりも……霧生よりもな」

『え？』

　先生が告げた言葉に、蓮華だけでなくクラスメートからも驚きの声が漏もれた。

　でも先生……「硬さだけ」って、そんなにハッキリ言わなくても。

「そうですか……わかりました。じゃあ、もう手加減は必要ありませんよね」

　表情を引き締めた蓮華はグッと腰を落とし、空手のような構えを取った。

「すぅ……ふぅ……すぅううっ！」

　深い呼吸音が響き、蓮華の両腕が煌きらめく雷光に包まれた。

　その時、俺は初めて知った。Ⅱ種雷竜・鳴神蓮華――彼女が本当に得意としているのは、強力な電撃をそのまま相手に放つことではなく、

「でぇやぁああああああああああああああああああああああぁっ！」

　荒ぶる雷を身に纏まとっての接近戦――それこそ蓮華の必勝スタイルだったのだ。

　ズドォオンッ！　激しい拳打の打撃音と、放電の破は裂れつ音おんが重なる。

　ガードした両腕に、ガード越しの顔面に、先の電撃よりもずっと強い衝撃が走った。

「いっ……てぇええ～～……う、腕が……しびれ、る……」

　足が浮き、危うく後ろにひっくり返りかけたけど、俺は必死で踏みとどまった。

「う……噓でしょ!?　なんで今の攻撃受けて平然としてられるのよっ!?」

「い、いやいやいや！　平然となんてしてないよっ！　めちゃくちゃ痛いってば！」

「『痛い』ってなによ!?　ふざけないで！　あたしの全力攻撃が『痛い』で済むわけないでしょ！　あんた、どれだけ鈍どん感かんなのよ？　ちゃんと神しん経けい通ってるわけっ!?」

「ちょっと待て、なんだよその言い草は！　いくらなんでもひどくないか？」

　蓮華は顔を真っ赤にして、俺のダメージを否定してくれたのだ。ひどい。

「あっはっはっはっはっ！　いやいや、おまえら面おも白しれぇな」

　いきなり笑われ、俺と蓮華はしかめっ面つらで、ニヤニヤしてる高山先生をにらんだ。

「ところで、いいのか鳴神？　ボーッとしてると、三分経っちまうぞ？」

「「あ」」

　そうだった。一瞬忘れてたけど、今はそういう勝負の最中だっけ。

「……そうね。文句はあんたをぶっ飛ばしてから、たっぷり言わせてもらうわっ！」

「え、ぶっ飛ばされた上に文句まで聞かされるの？　理り不ふ尽じんにもほどがあるよ！」

「うるさいっ！　いいから黙ってボコられなさいっ！」

　その後、高山先生が終了を告げるまで、俺は蓮華の攻撃を受け続けたのだった。




「はぁ、はぁ……あ、あんた……頑丈にも、ほどが……はぁ……あるわよ……」

　――試合後、蓮華はぜぇはぁと息を切らし、俺は痛みで返事も出来なかった。

「んじゃ、とりあえず白石の勝ちってことでいいな？」

　楽しそうに問いかける高山先生に、蓮華は苦々しい顔で、ゆっくりと頷いた。

　俺の、勝ち？　……一方的にボコられてただけなんだけど、いいのかなぁ？

　俺が苦笑いしながら顔を上げると、蓮華はまっすぐこっちをにらんでいた。

「よっく聞きなさい！　たった今から、あんたをあたしの敵、越えるべき壁に認定してあげるわ。……覚悟なさい、次は絶対あんたを床に這はいつくばらせてやるから！」

「……え？　それって、ひょっとして……次もあるってこと？」

「当ったり前じゃない！　あたしが勝つまで、何度でも相手になってもらうわよ！」

「え!?　いやいや、もういいよ！　十分だよ！　今日も鳴神さんの勝ちでいいし……」

「何バカなこと言ってるのよ！　約束は約束、今日はあんたの勝ちなの！　それに、勝ちを譲ゆずってもらうなんて、あたしのプライドが許さないわ。……それから鋼平っ！」

　蓮華は赤い頰をさらに紅こう潮ちようさせ、俺に指を突きつけた。

「あんたはあたしの敵よ！　敵に『さん』付けで呼ばれるなんてゴメンだわ。……だから、今後あたしのことは名前で呼びなさい！　いいわね、鋼平！」

　あれ？　俺の呼び方が…………あぁ、『約束』ね。へぇ、意外と律りち儀ぎな子だね。

「はぁ……わかったよ。出来ればお手柔らかに頼むよ、蓮華」

　苦笑しながら返すと、蓮華はニヤッと唇の端はしを上げた。

「それは約束できないわね」

　――宣言通り、蓮華は竜気道の授業のたび、組み手の相手に俺を指名してきた。

　正直なところ、俺に蓮華の相手は荷が重いんだけど、あっちは本気で俺を倒すまでやめないつもりらしい。……一度わざと負けようとしたら、余計ひどい目に遭わされた。

　で、これをすずみに愚痴ったところ、何故かニヤニヤしながら頷いたのだ。

「なるほどー。こうちゃんが珍しく女の子を呼び捨てにしてると思ったら、そんなことが……うんうん、こうちゃんにも春が来たんだねぇ、って痛い痛い！　やめて～～」

　……なんか不ふ愉ゆ快かいだったので、思い切り鼻をつまんでやった。




　　　　　◆




「――今回の新技を一言で表現すると、全身帯たい電でんドロップキックだったな」

「おぉー、それはまた、一段と派手な技だったね」

　話し終えると、すずみは楽しげに笑って、小さくぱちぱちと拍手をくれた。

「楽しそうでいいなー。わたしも竜になれたら、こうちゃんと一緒に通えるのに……」

　んーっと伸びをしながら、すずみはしみじみとした口調でそう言った。

「あのなぁ……おまえ、俺の話ちゃんと聞いてるか？　痛いし、しびれるし、一方的に攻められっぱなしでこっちは反撃不能。あんまり楽しくないぞ？」

「まーたまたー。蓮華ちゃんと仲良くできて、ホントは楽しい・く・せ・に☆」

「うっさいバカ」

「わーい、照れた照れた～」

　疲れてるなぁ。つかみかかった俺の手は、すずみに避よけられるほど弱々しかった。

　やっぱり、すずみの家は居心地がよい。俺はソファに寄りかかり、天井を見上げた。

　今、俺達がだべっているリビングの隣では、なごみさんが夕飯の支し度たくをしている。

　その音も、漂ってくる香りも、向かいに座っているすずみの存在も、全部まとめて俺にとっての癒やし空間になっているんだと思う。……だから、惜しい。

「そうだ、こうちゃん夕飯食べてく？　今夜のご飯はぁ……」

「いや、夕飯はいいよ。……実はさ、今日はおまえに話があるんだ。割と、大事な話」

　言いづらいけど、言わなきゃいけないよな。

「大事な……って、どんな話？」

　こちらが真剣なことがわかるのだろう、すずみはちょっと姿勢を正した。

「うん。連休が明けたらさ、俺、登龍門の寮に入ることになった」

　すずみの目が大きく見開かれる。

「りょう……って、寮？　え、なんで？　どうして？」

「なんつーか、通学がキツイのもあるけど、真ま面じ目めに竜の勉強をしようかな、って。先生に相談したら、寮に入れば朝も補習してくれるってさ。ありがたいよな」

　俺はすずみを正面から見つめて、ゆっくりと言葉をつむぐ。

「おまえも言ってただろ？　入った以上は全力で、って。蓮華にも片手間にやるなって怒られたし……実際、自分でも今の状態は中途半端だと思うんだよ。――だから」

「ヤダ」

　次の言葉が出なかった。すずみが、俺の真っ正面でボロボロ泣いていた。

「そんなの、ヤダ。今だって、辛つらいのに……もっとこうちゃんと離れなきゃいけないなんて、いやだよぅ……さみしぃよぅ」

　大粒の涙をこぼし、ついでに鼻水も垂たらし、すずみは子供みたいに泣いた。

　あんまり泣くから、つい「寮に入るのを止める」って言いそうになった。けど、

「でも、わかったよ。うん、ぐずっ……辛いし、さみしいけど、我慢する。わたしのワガママで、がんばろうとしてるこうちゃんを、ひっく……邪魔したく、ないもん」

　そこまで言って、すずみは無理矢理な笑顔を作った。涙と鼻水にまみれてグチャグチャの、そりゃもう不ぶ細さい工くな笑顔だったけど……最高にかわいい表情に見えた。

「そか……ありがとな、すずみ。俺もがんばるからさ、おまえもがんばれ」

　俺はすずみの頭に手を置いて、ちょっと乱暴に髪をかき混ぜてやった。

「うぅ～……わかったよ。がんばる」

　すずみにつられたのか、俺もちょっと泣きそうになったのは、秘密だ。




　　　　　◆




　俺は家に戻り、母さんと二人の食事を終えた。

　食後のお茶を飲み、人ひと心地ごこちついたところで、母さんが話を切り出した。

「――それで、すずみちゃんには言えたの？　寮に入るって」

「あぁ、うん。ちゃんと言ったよ。もうおまえを起こす生活とはオサラバだ、ってさ」

「なぁに言っちゃってんの。ホントは寂しい・く・せ・に」

　母さんは「わかってるぞ」って感じでニマ～ッと笑った。

「……また年とし甲が斐いもなく、すずみみたいなことを」

「コラ！　女性に年齢のことは言わないの！」

　怒った振りをした母さんはゲンコツを振り上げ、すぐにそれを下ろした。

「ま、要よう領りようの良いあんたのことだから、母さん別に心配してないけど……」

　昔から俺に教えてきた通り、母さんは笑顔で俺をまっすぐに見つめた。

「がんばってきなさい、鋼平」

「うん、がんばるよ。母さん」

　俺も母さんをまっすぐに見つめて、頷いた。

　連休が明けたら、また新たな日常が始まる。

　すずみが遠くなってしまうのはさみしかったけど、これは俺とすずみ両方が成長するために必要なことなんだと思うことした。

　嫌がってないで真面目に竜科の勉強をしないといけない、というのがこの一ヶ月で学んだことだ。半端なままじゃ、クラスのみんなにもすずみにも失礼だ、って。

　この決意が正しいのかはわからない。でも、俺はそうすると決めた。

　明日、もう一度すずみと話をしよう。落ち着いて、ゆっくりと今後の話を。

　そう思って、俺は眠りに就ついた。




　　　　　◇




　誰かが泣いている。

　自分の頭の上で、誰かが泣いている。

　泣き声の主は見えない。そちらを向こうにも、うまく体が動かない。

「うえ～ん……こうちゃ～ん！　しんじゃヤダ～っ！」

　死ぬ？　俺が？

　……そうだ、思い出した。俺は車にはねられたんだっけ。いや、それどころか、はね飛ばされた後、道路に転がっている腹の上をタイヤが乗り越えて行った。

　痛い。ものすごく痛い。俺は竜だけど、さすがに今のはヤバイかも。

「子供が倒れてるぞ！」「おい、誰か救急車を呼べ！」「け、警察を……」

　近くで、遠くで、大人達が騒いでいる。誰でもいいから、早く助けてくれよ。

「こうちゃんごめんなさいぃ～……わ、わたしがドジでマヌケでノロマなせいで、ホントはわたしがひかれるはずだったのに、こうちゃんが……うぅぅ……うわぁ～～ん！　わたしのせいで、こうちゃんがしんじゃった～～っ！」

　死んでねぇよ。勝手に殺すなよ。

「せきにんとって、わたしもしぬぅ～～っ！」

　おいおい、待てバカ。何をしようとしてる？　勝手に心しん中じゆうするな。

　寝ていられなくなって、俺は無理矢理体を起こした。痛いけど、立てる。

「あぅ……こうちゃんが、いきかえった～っ！　うえ～ん、よかったよぉ～～っ！」

　意地で立ち上がって振り返ると、泣き声の主が飛びついてきた。

　死んでも生きても泣くのかよ。大丈夫だから、とりあえず泣くなバカ。

「うぅ～……でもでもでも、こうちゃん、おなかにタイヤのあとがぁ～」

　ああもう、大丈夫だってば。このくらい、痛くないから！

「ホント？　うそついてない？　もうしんだりしない？」

　疑うたぐり深いな。それに、そもそも俺は死んでねぇよ！　生きてるよ！

「……でも、わたしのことおこってない？　また、いっしょにあそんでくれる？」

　あぁ、怒ってないし、ずっと一緒に遊んでやるから。

「ずっと？　ずっとって、どのくらいずっと？　あした？　あさって？」

　みみっちいな！　一生だ、一生！　死ぬまで一緒にいてやるから、泣くな！

「やっぱりしぬんだ～っ！　びぇええええ～～～～ん！」

　あ～～も～～っ！　死なないってば！　だからずっと、ず～っと一緒だ！

「ぐずっ……ず～っと、いっしょ。やくそく、してくれる？」

「あぁ、やくそくだ。ずっとおまえといっしょにいる。だからなくな、バカすずみ」

「うんっ！　こうちゃん、やくそくだよ！」

　すずみは、涙と鼻水でグチャグチャの顔で、ニッコリと笑った。




　　　　　◇




　――そこで俺は目が覚めた。ずいぶんと懐かしい夢をみたもんだ。

　あんな約束の事なんて、俺はすっかり忘れていた。

　何故すずみが俺と一緒の学校にこだわっていたのか、今さら思い出すなんてな。

　……すずみは、あの約束を覚えていたのだろうか？

　俺はひどく申し訳ない気分になって窓の外、穂村家の方を見て――言葉を失った。




　穂村家が、燃えていた。










　　　第二章　火竜、来る







　穂ほ村むら家は燃えた。

　そりゃあもう完かん膚ぷなきまでに燃えて、焦こがれて、灰になった。

　ローンが残っていたであろう我が家がこんがり焼けて、すずみの親父おやじさんもさぞかしガックリかと思いきや、「家族が無事ならいいんだよ」と仏様のような笑顔。

　一家の大だい黒こく柱ばしらってのは、あぁいう人のことを言うのだろうね。

　建物としての穂村家は大黒柱が燃えてしまったけど、あの親父さんがしっかりしているんだ。家族としての穂村家は、きっと大丈夫だろう。

　それに幸いと言うかなんと言うか。すさまじい火事だったわりに、人的被害は負傷者一名という最小限で済んだのだから、もって多とすべしだろう。

　……その負傷者ってのは俺おれなんだけど。




　　　　　◆




「信じがたいことですが、すずみさんは火竜に覚かく醒せいされています」

　それを聞かされたのは、負傷者として連れて行かれた救急病院の中だった。

　あぁ、やっぱりな。

　治療後、関係者として同席した俺は、ご両親共々その言葉に深く頷うなずいてしまった。

　安定剤が効きいたすずみは隣の病室で寝こけていたのだが、黒だったはずの髪は真っ赤なまま。幸せそうに閉じたまぶたの下には、朱色の瞳ひとみが光っていたことだろう。

「あの、先生、どうしてうちの娘が……」

「それは、なんとも……私どもといたしましても経験のないことでして。あ、いえ、とても希少なケースではありますが、後天的に竜へ覚醒する事例はあるのです」

　親御さんを安心させるためか、はたまた自分を落ち着かせるためか。

　医者はそこまで一息で言ってから少し間を空け、「――ですが」と続けた。

「これはまだ簡易検査の結果なのですが、どうやら娘さんは……Ⅰ種のようなのです」

「「「えぇっ!?」」」




　Ⅰ種とは、『国家認定Ⅰ種しゆ竜りゆう』の略語である。日本国の法律によって定められた区分で、戸こ籍せきや免許証、保険証等にも明確に記載されている。

　同じ竜でも、Ⅰ種とⅡ種では希少性がまるで違う。

　教科書によると、最新の統計における日本の総人口に占しめる竜（Ⅰ種・Ⅱ種合計）の割合は一％程度。そのへんの人を適当に百人集めれば、そのうち一人は竜ってことだ。

　今の日本の人口は一億四千万ほどだから、おおよそ百四十万人が竜となる。

　しかし、これをⅠ種だけに限定すると話は別だ。

　日本全国、約百四十万の竜のうち、Ⅰ種と認定されているのは千人に満たない。

　なにしろ、全国各地から優秀な竜を強制的に集めている四大竜りゆう科か学校にすら、各校に数人ずつしかⅠ種はいない……本当に、極きわめて希少な存在なのだ。

　そして、Ⅰ種竜に認定される人々の多くは、古くから続く竜の家か系けいだったり、強力なⅡ種竜の両親を持つという。つまり、竜の血が濃い場合がほとんどなのだ。

　ところが、穂村家には数代遡さかのぼっても一人の竜もいないという。まして、すずみはⅡ種でさえ希少な後天覚醒なのだ。お医者様が驚くのも無理はないだろう。

　翌朝、目の下にくまの浮かんだ医者は困こん惑わく気ぎ味みに語った。

「やはり、後天覚醒のⅠ種というのは、一切記録が見つかりませんでした」




　その後の病院、そして各行政機関の対応は早かった。

　史上類を見ないケース、後天覚醒Ⅰ種火竜・穂村すずみの情報はその日のうちに関係各機関へと伝達され、対応が話し合われたらしい。

　とは言え、こっちはただの一般市民だ。そのへんの詳しいやり取りはわからない。ただ、協議の結果である対応だけは、目の前で行われたから知っている。




　　　　　◆




　火事の翌日、すずみは広い個室に移されていた。

　自分を取り巻く状況が目まぐるしく変化していることなど知るよしもなく、すずみはグースカ眠り続け、昼頃になってようやく目を覚ました。

「ふぁ……あふ。……あ、おはよー、お母さん」

「えぇ、おはよう、すずみ」

「うん……あれ？　なんで、こうちゃんもいるの？　……あれ？　ここ、どこ？」

　寝ぼけているのか、すずみは開ききらない両目で辺りを見回した。

「え……ひょっとして、ここ……病院？　えっと、お母さん、わたしはなんで」

「それは後ほど、車内にて詳しくご説明いたしますわ」

　涼やかな声と共に、病室にいきなり現れたのは眼鏡めがね＋白衣姿の女性。

「――ではみなさん」

　呼びかけに応じ、彼女の背後からわき出すように白衣の女性達が現れた。

「すずみさんを丁てい重ちようにお連れしてください」

「「「はい」」」

　似たような外見をした三名の女性達が、すずみをベッドからヒョイと持ち上げた。

「え？」

　……まぁ、驚くよね、いきなり白衣の集団に抱え上げられれば。

「「「わっしょい、わっしょい！」」」

「え、え？」

　そして、すずみは担かつぎ上あげられたまま病室を出て行った。

　すずみを追って病院のロビーまで行くと、玄げん関かん前に高級そうな黒塗りのセダンが停とまっているのが見えた。その車の前で振り返った眼鏡の女性は、こちらに軽く会え釈しやくした。

「それでは、娘さんをお預かりいたします」

「はい。すずみを、よろしくお願いいたします」

　なごみさんはいくぶん困惑した様子ながら、彼女に頭を下げ返した。

「え、え、え？」

　白衣の女性軍団によって御お神輿みこし状態にされたすずみの視線は、俺達と眼鏡の女性の間を行ったり来たりしていた。あの表情からして、かなり混乱してるんだろうな。

「では、彼女を車に」

「「「はい」」」

　ポイッ「え、え、え、え？　……えぇ？」バタン。

　助手席に乗り込んだ眼鏡の女性は、窓を開けて俺達に頭を下げる。

「では、失礼いたします。……出して下さい」

　エンジンがうなり、車はあっさりと走り出した。

「え、えええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇ――――――――………………っ？」

　すずみの悲ひ鳴めいにも似た疑問の声が、ドップラー効果付きで遠のいていった。

　目覚めて間もない（二重の意味で）すずみは、自分に何が起こっているのか全くわからないまま、行き先も知らされずに連れて行かれたのだった。

　九く頭ず龍りゆう市郊外に建つ、国立竜科学研究所へと。
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　すずみがいなくなって数日が経たった。

　火災の後処理や、穂村ご夫ふ妻さいの仮住まいへの転てん居きよのお手伝い、そして自分の入寮準備で慌ただしく連休は過ぎた。そして最終日、俺は予定通り登とう龍りゆう門もんの学生寮に入った。

「心配しないで、こうちゃん。何かあったら、おばさんから連絡するわ」

　すずみのことは心配だったけど、なごみさんにそう言われたら頷くしかなかった。

　とは言え、実のところ俺も人の心配ばかりしてる余裕はない。

　快適と聞いてはいたけど、やっぱり経験のない寮生活には不安があったし。

「大丈夫大丈夫！　すぐに慣れますよ」

　入寮初日、そう声を掛けてくれたのはクラスメートであり、新たにルームメートにもなった荒あら気きだった。他にも寮を案内してくれたり、食事や風呂のルールを教えてくれたり……荒気のおかげで、俺はさほど困ることもなく寮での生活を始められた。

「いろいろとありがとな、荒気。やっぱり持つべきものは友達だよ」

　荒気は一瞬キョトンとしたあと、俺を見返して朗ほがらかに笑った。

「あはは、やだなぁ白しら石いしくん。礼にはおよびませんよ。僕ぼく達は友達じゃないですか」




　激動の連休が明けて月曜日。早速今日から朝の補習がある。

　本日の補習科目は竜科の座ざ学がく。中学レベルの基本的な事こと柄がらを教えてくれるそうな。

　補習の開始は七時半と早い。

　早起きした俺は、朝食時間が始まったばかりの六時半に食堂へ入った。

　食堂は寮生の姿もまばらで、俺はすぐに朝食を受け取り、席に着くことができた。

「へぇ、さすがにこの時間だと、まだ食堂も空すいてるんですね」

「……荒気、なんでおまえも来てるんだよ？　そっちは補習なんてないだろ？」

　いつの間にか、荒気はいつも通りの笑顔で俺の正面に座っていた。

「そうなんですけどね。ま、これも新しいルームメートとのお付き合いですよ」

「そっか。一人さみしく食事するのは味あじ気けないし、ありがたいよ」

　思ったままを口にすると、荒気は「なら良かった」と笑ってくれた。

「――じゃ、あたしが加わっても問題ないわよね」

　不意にかけられた声に右を向くと、トレーを抱えた蓮れん華げが立っていた。

「おはよ、お二人さん」

「あ、おはようございます鳴なる神かみさん」

「おー、おはよう蓮華。まぁこちらへどうぞどうぞ」

　隣の椅い子すを引いてやると、蓮華は「さんきゅ」と席へ着いた。

「蓮華も早いね。ひょっとして、そっちも補習？」

「バーカ、あんたと一緒にしないでよね。あたしは部活の朝練よ」

　なるほど。横目で俺を見る蓮華の服装は、制服ではなくトレーニングウェアだ。

「部活……って、たしか竜りゆう球きゆう部だっけ？」

　蓮華は「そ」と小さく頷いて味み噌そ汁しるをすすった。

『竜球』ってのは、日本じゃ女子のプロリーグまで存在するメジャーなスポーツだ。

　ルールはドッジボールに近いんだけど、大いに違う点が二つ。

　まず一つ目は「竜りゆう気き力りよくを込められる特殊ボールを使用」するという点。次に「ボールを当てられた選手が３カウント以内に立ち上がらなければアウト」という点。

　球技なのか格闘技なのか、いまいち判断しかねるエクストリームスポーツである。

　数少ない竜でもプロになれるスポーツであり（というか、事実上竜以外できない）、竜気力を込めたボールが飛び交かい、選手がふっ飛ぶ様子が非常にテレビ映えするため、人気は高い。競技人口は少ないけど、プロ選手となればみんなの憧れだ。

「白石くん、知ってます？　鳴神さんは我が校竜球部『期待の新人』なんですよ」

「へぇ～、蓮華ってすごいんだな。うちの竜球部って、たしかプロも出してる全国区の強豪だろ？　そこで期待の新人扱いかぁ……かっこいいなぁ」

「め、面と向かってそんなこと言わないでよ！　……照れくさいでしょ」

　赤くなった蓮華はぷいっと顔を俺から背そむけ、ゴニョゴニョと語尾を濁にごした。

　いつも自信満々な目立ちたがりのくせに、この子は案外照れ屋さんなのかね。

「いやぁ、やるなぁ。白石くんって、意外と天然さんですよねぇ」

　向かいの席から、荒気がニヤニヤと俺の顔を見ていた。

「失礼な。俺はしっかり者の常識人と評判の男だぞ」

「はぁ？　常識人って……冗談でしょ。それっていったい誰の評価よ？」

「俺のお隣さん兼幼おさな馴な染じみ。ちなみに、そいつはバカ正直であることに定評がある」

　中学時代の友達もみんな言ってたっけ。ややバカ側の比重が大きかったけど。

「ふぅん？　その子、目が悪いんじゃないの？」

「失礼な、すずみの目は悪くない。悪いのは頭だ」

「あんたの方がよっぽど失礼じゃないの！」

「あははは！　……って、お隣さんってことは、火事になったお家うちの人ですか？」

「あ、うん。その家の子だよ。……火元でもあるね」

「何よそれ？　その子が自分の家に放火でもしたわけ？」

「おぉっ、正解！」

「「は？」」




　俺が事情をかいつまんで説明すると、二人はかなり驚いた。

「信じらんない。そんな話、聞いたこともないわ」

「医者もこんな事例初だ、って言ってたからな。でも、事実だよ。俺もあいつのファイアブレス喰くらったし……ついでに、食われかけたし」

　制服とシャツをはだけ、未いまだ肩口に残るすずみの歯は形がたを示してやると、

「金きん城じよう鉄てつ壁ぺきな白石くんに、これだけの傷を残せるなんて……すごいですね」

　荒気はさらに驚きの表情を深め、蓮華は、

「い、いきなり脱ぎ出すんじゃないわよバカッ！」

　真っ赤な顔で俺の頰ほおを打った。……うぅ、このビンタ、ちょっと雷入りだ。

「そっかぁ……じゃあ心配ですね。その後連絡は取れてないんでしょ？」

「ん？　いや、そうでもないよ。なごみさん……あ、すずみのお母さんに、本人から電話があったらしいから。『大丈夫だよー』ってさ」

「へぇ、良かったじゃない」

　蓮華が珍めずらしく柔らかい表情を向けてくれたので、俺はちょっと驚いた。

「でも、わざわざ電話するなんて、白石くんはすずみさんが心配なんですね？」

「あ、そうよね。入寮したてのバタバタしてる時に電話するくらいだもんね～？」

　どういうわけだか、二人はニヤニヤと笑いながら俺を見ていた。

「いや、そりゃ心配するでしょ？　あいつは大事な幼馴染みだもん」

　そう返したら、二人にまた驚いたような顔をされた。

「鋼こう平へい……あんたって、やっぱ変わってるわ」

「え？　どういう流れでその結論が出たの？　ってか、なんだよその呆あきれ顔は？」

「べっつに～？　これ以上突っついたら、こっちが野や暮ぼって感じだわ」

「あはは、そうですね。白石くんは大物だ」

「荒気までなんだよ？　俺は普通だって言ってるだろ？」

「はいはい、そうですね～……って、白石くん、あれ見てください！」

　荒気が珍しく慌てた様子で立ち上がり、食堂に据え付けられたテレビを指した。

　今朝のニュースなのか、画面には市街地を上空から捉とらえた映像が映っている。

　……火事、それも生中継だ。数日前を思い出し、俺はちょっと気分が暗くなった。

「ちょっと荒気、あのニュースがどうかしたの？」

「テロップ見てください！　あの火事、九頭龍市内の国立竜科学研究所だって」

「「はぁっ!?」」

　無意識に駆け寄ったテレビの画面には、見たことのない白い建物と、『国立竜科学研究所で火災発生』という、おどろおどろしいテロップが映し出されている。

　おいおい、すずみ……おまえ、まさか……！




　研究所の火災。衝しよう撃げきのニュースに俺は大いに驚かされた。

　すぐにでも詳細な情報を知りたいけど、学校を抜け出すわけにもいかない。

　昼休み、ようやくなごみさんと連絡が取れるまで、俺は気が気じゃなかった。

『ごめんなさい、私にも詳しいことはわからないの。でも大丈夫、すずみは無事よ。それから、研究所の方々にもケガ人はいなかったらしいわ』

　あいつが無事であることは当然うれしかったけど、むしろあいつが誰かを傷つけていなかったことに俺はホッとした。たぶん、すずみ本人もそう感じていると思う。
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　そして一夜が明けた。あんまり眠れなかったから、非常に眠い。

　午前八時二十五分。今日も朝の補習を受け、俺はあくびしながら教室へ戻ってきた。

　いつもと同じく、様々な竜種の居い並ならぶ玉組の教室内は非常にカラフルだ。登龍門のクラスは基本的に竜種、つまり力の属ぞく性せいで分けられるんだけど、この玉組は少し違う。

　玉組の特とく徴ちようは、「竜種を問わず突出した力を持つ生徒」を集めていること。

　基本的には霧生きりゆうさんや蓮華、荒気のように優秀な竜気力の持ち主が集められるんだけど、中には俺のように一部の能力だけ飛び抜けて高い者や、血の気けが多くて集団生活に馴染めない者など、少々クセの強い面メン子ツも混在している玉ぎよく石せき混こん淆こうなクラスだ。

　そんな曲くせ者もの集団のクラスメートと軽くあいさつを交わしつつ、俺は自分の席までフラフラと歩いた。眠い。こうして机に突つっ伏ぷせば、ほらあっという間に睡すい魔まが……。

「ちょっと鋼平！　寝てる場合じゃないわよ！」

　と思った矢先、俺の頭は安眠妨害犯によってひっぱたかれた。

「朝っぱらから何だよ？　知っての通り、俺は補習で疲れてるんだよぉ」

「いいから聞きなさい！　さっき職員室で偶然聞いちゃったんだけど……」

　蓮華は内ない緒しよ話でもするように、机に突っ伏した俺の耳元に顔を寄せてくる。

　むむ、シャンプーかな？　ちょっと良い匂いがするぞ。ドキドキ。

「今日、うちのクラスに」

「聞いてみんな、ビッグニュース！　今日、うちのクラスに転校生が来るって！」

　走り込んできた女子の一言で、クラス中が一斉にざわめいた。

「なになに、どういうこと？」「転校って……他の竜科から？」「男？　女？」

　入学間もないこんな時期に転校？　普通の学校でさえ、ちょっとした驚きで迎えられるであろうニュースだが、ここは登龍門高校なのだ。その驚きはさらに増す。

　その人物に資格ありと判断すれば、日本全国どこにいようとも引っ張ってくるのがこの登龍門という学校だ。その転校生が相そう応おうの竜気力の持ち主であるのなら、転校など待たず最初から入れられているはずである。

　つまり、この転校生は「親の転勤」等のよくある事情ではないのだ。

　これで詮せん索さくするなというのも無理な話。第一報から一分と経たないうちに、教室は詳細を尋たずねる声と、事情の憶おく測そくを並べる声でいっぱいになってしまった。

「なぁ、おまえが言おうとしてたのって、これ？」

「そうよ。でも、あたしの情報は……」

「ほらほら、おまえら席に着けよ～。チャイムはもう鳴ってるぞ～」

　覇は気きのない声をかけながら、刀と塚つか野の剣つるぎ先生が教室に入ってきた。

　刀塚野先生は体のどこにも力が入っていない様子で、足音さえ感じさせずに教卓の前まで歩み出た。毎度のことながら、やる気というものが感じられない。

　何故こんな人が曲者集団の玉組を任されているのか……微妙に謎なのだが、やっぱり刀塚野先生が持つと噂うわさされる『破は竜りゆう』の力と関係しているのだろうか？

　それが具体的にどんな力なのか不明だが、あらゆる竜気力が通じないとか、反抗したⅠ種の三年生を一方的にボコボコにしたとか、いろいろ伝説があるらしい。

「……遅かったか。仕方ないわね、自分の目で確かめなさい」

　先生の姿を確認した蓮華は、ため息と謎の言葉を残して自分の席に戻った。

　なんだろう、と首を捻ひねっていると、委員長から「起立」の号令がかかる。

　抑よく揚ようにとぼしいがよく通る透き通った声に、みんな揃って立ち上がった。

「礼」

『おはようございます』

　キチンと揃ったあいさつの声が教室に響く。玉組は今日も統制抜ばつ群ぐんだ。

「ん、おはよう。じゃあ、座れ」

　続く「着席」の指示で、全員が椅子を鳴らせつつ着席した。

　ＨＲが始まり、いつもと同じように刀塚野先生のやる気のなさそうな出欠確認が行われ、みんな淡たん々たんと返事をしていく。普段通り静かなもんだ。

　しかし、今日に限っては、クラスのみんなの目は活いき活いきとしていた。

　この出欠確認が終われば、きっと転校生が紹介されるはず。

　みんなの期待が高まっているのが感じ取れた。かく言う俺も、気にはなる。

　廊ろう下か側にいる何人かは、コソコソと廊下を窺うかがい、周りと何事かささやき合っていた。

　この反応を見るに、おそらく転校生はもう廊下で待っているようだ。

　漏もれ聞こえた声の中に「かわいい」という男子の声が混じっていたから、どうも転校生はかわいい女の子のようだ。……うん、さらに期待が膨ふくらむじゃないか。

「よし、全員いるな。さて、おまえらも廊下が気になって仕方ないようだし、当人をあんまり待たせるのも悪いからな。ちゃちゃっと済ませるか。……さ、入っていいぞ」

「は、はいぃ！」

　静まりかえった教室に裏返った、しかし妙に聞き覚えのある声が響き渡る。

「し、しつれーしますっ！」

　すでに開かれていた教室前方の扉から、鮮あざやかな朱あかい髪の少女が入ってきた。

　――『おぉー』、という感かん嘆たんが教室中から漏れ、

　――「うわぁ」、という慨がい嘆たんが俺の口から漏れた。

　おそらくド緊張しているんだろう。彼女は肘ちゆう関節と膝しつ関節をどっかに忘れたかのようなガッチガチの歩き方で、教卓の横まで進み出た。

「うわ、すげぇかわいい」「うんうん、それにあの胸……」「おい見ろ、あの子の襟えり章しようと肩けん章しよう！」「金章!?　ってことは、あの子Ⅰ種？」「たしかに、かわいさはⅠ種級だよ」

　ザワザワとする教室に、刀塚野先生は「静かにしろー」と呼びかけた。

「じゃあ、穂村、自己しょ「あっ、こうちゃんみーっけ！」い……？」

　タタタタタッ、ガシッ！　と、転校生は俺に駆け寄り、手を取った。

「わー、ホントにこのクラスだったんだね、こうちゃん！　やー、うれしーなー、またこうちゃんと同じクラスなんて！　やっぱり知ってる顔があるっていいねぇ。わたしってば昨日からずっと緊張してたんだけど、いっぺんで解けたよー」

　ま、今さら言うまでもないと思いますが、そこに立っていたのは、金章輝く登龍門の制服に身を包んだ俺のよく知る人物。お隣さん家ちのバカな子でございます。

　はいはい、クラスのみなさんぽかーんとされてますね、無理もないです。

「でもすごいね、ホントにみんな髪の色が鮮やかで……」

「おまえもな、すずみ。……いや、それはいいから、まずは自己紹介してきなさい」

　できるだけ低い声で淡々と告げると、「あ、そーだったね」と、すずみは教卓前に小走りで戻った。後ろ姿を見るに、どうやらホントに肩の力は抜けたようだ。

「えー、こほん。……えと、今日からみなさんと勉強させていただくことになりました、穂村すずみと申します！　竜になったのはつい最近で、全然竜のこととかわかりませんけど、仲良くしてくれるとうれしいです！　よろしくお願いします！」

「お願いします」に合わせてすずみは勢い良く、かつ深々と頭を下げた。

　そして、たっぷり三秒は頭を下げ、ひょいと上げたすずみの顔は、「やり遂げた！」って感じの非常に満足げな笑顔だった。お世せ辞じ抜きで、良い笑顔だと思う。

　たぶんこの自己紹介、あいつ必死で考えて、何度も練習してきたんだろうな。

　その辺、俺にはビシバシ伝わってくる。がんばったな、すずみ。お疲れさん。

「……あれ、えっと？」

　しかし、クラスのみんなは無反応だった。なんというか、無視しているわけではなく、未だに反応を決めかねているような、周りの動きを待っているような、そんな感じ。

　仕方ない、まず俺が拍手をしよう――そう思った時だった。

　ぱちぱちぱち。

　拍手の主は苦笑を浮かべた蓮華。先を越されたけど、俺も蓮華に続く。

　と、続いて荒気が拍手を始め、次に霧生さん……後は一気にクラス中に広がった。

　一年玉組に、歓かん迎げいの意を込めた大きな拍手が鳴り響く。

　目を丸くして教室を見渡したすずみは、心底うれしそうに笑ったのだった。

　転校生の受け入れ。一大イベントが終えた一年玉組に、一瞬の静せい寂じやくが訪れる。

「さて、穂村が無事受け入れられたところで、次のお二方も紹介させてもらおうか」

『はぁ？』

　刀塚野先生の意味不明な発言に、俺もクラスメート達も驚いた。

「え、どういうこと？」「まだ転校生がいるってことかな？」「お二方って言ったぞ」

　いぶかしげな声が上がる中、そのお二方は教室に姿を現した。

「やぁやぁ、みなさん！　どーもどーも！」

「失礼いたします」

　入ってきたのは眼鏡＋白衣姿の男女。失礼ながら、到とう底ていどちらも高校生に見えない。

　ニコニコと取って付けたような笑顔で入ってきた白衣の男性。彼の印象を一言で表すなら、マッドサイエンティスト。ちょいと姿勢は悪いが、中々どうして背が高い。

　彼に続いて入ってきた白衣の女性は、あの日すずみを迎えに来た人だった。

　アップスタイルにまとめた栗色の髪と、キリリとした表情が印象的な眼鏡のお姉さん。あの時も思ったが、研究者と言うよりはやり手の秘書って感じだ。

　二人はゆっくりと教卓前まで歩き、未だに立ちっぱなしのすずみの左右に並ぶ。
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　一瞬、俺と目が合ったすずみは困ったように「あはは」と笑った。

　……何やら、面倒な事情がありそうだ。

　予想外の事態にどよめく教室に向け、刀塚野先生は「静かに」と手を叩く。

「驚くなという方が無理かもしれないが、まぁまずは落ち着いて話を聞け」

　刀塚野先生の言葉に、教室はひとまず静かになった。

「こちらのお二人は、さる研究所の所長さんと副所長さんだ。見ればわかると思うが、お二人は転校生じゃない。そうだな、簡単に言えば穂村のオマケみたいなもんだ」

　普段通りのマイペースな刀塚野先生の言葉に、白衣の男性は苦笑いを浮かべた。

「オマケはひどいですね、先生。……ま、否定はできませんが」

　彼は特に気分を害した様子もなく、一歩前に出て教室へ一礼してみせた。

「はじめまして、みなさん。ワタシは国立竜科学研究所の所長を務めさせてもらっとる大おお竹たけという者です。あ、うちの研究所、ご存じありませんかね？　陸軍嘱しよく託たくのお仕事を受けたり、企業や大学と共同の研究したりと、割とおっきな研究所でしてね。看板に見覚えありません？　高速の九頭龍インターから南に下って、市役所を通り越して病院の方へ……って、知らないですか。そりゃ興味ありませんよね、失礼いたしました」

　白衣の女性が咳せき払ばらいをしたからか、大竹さんは言葉を切る。

「ま、ワタシのことは気安く、ドクター大竹と呼んでください」

　……気安いかな、ドクターって呼こ称しよう。

「で、こちらはワタシの麗うるわしくも頼もしい助手、中なか司つかさ礼れい子こくんだ」

「はじめまして、皆様。わたくしは中司礼子と申します。以後、お見知りおきを」

　眼鏡の女性、中司さんはとても折り目正しくお辞じ儀ぎをした。

　フランクというか馴なれ馴なれしいというか、実に軽い感じの所長さんと、キッチリカッチリしたお堅い部下の女性。なんだかアンバランスな二人組である。

「さてと、我々の自己紹介はこれくらいにして、本題に入りましょうかね」

　大竹さんとやらは、少しだけ姿勢を正した。

「ぶっちゃけた話、我々は穂村すずみさんを研究するために来たのですよ」

　クラスが再びざわつく。最近竜になったという転校生と、彼女を研究しに来たという謎の科学者。これで静かにしている方がどうかしている。

「おまえら、騒ぐな。さっき穂村自身が言ったように、穂村は最近竜に覚醒したんだ。それもⅠ種にな。後天覚醒のⅠ種ってのは、史上初なんだそうだ」

　刀塚野先生の補足に、さらにざわめく教室内。

「そうなんです。お聞きの通り、穂村すずみさんの事例は史上初の珍事です。ですので当然前例はない。前例がないので、誰もどう対処すべきかわからない。そこで、我々にお声がかかったのです。彼女の保護と、データの収集をせよ……と」

　妙に大きなジェスチャーを交えつつ、大竹さんは続けた。

「で、彼女に我らの研究所へと来ていただき、色々と検査をさせていただいたのです。もちろん、ご本人とご家族に承しよう諾だくしていただいた上で、紳士的かつ人道的に。ね？」

「あ、はい。そです」

　突然話を振られて驚いたらしい。すずみは慌てて二、三度頷いた。

「で、検査の結果、彼女が極めて強力な竜気力を持ったⅠ種火竜へ覚醒されていることが確認されたのです。これにはワタシも大いに驚きました。人間が秘めたる可能性の大きさに胸が躍りました！　あるいは、穂村すずみ嬢は我々人類を龍りゆう神じんの領域へと押し上げるために現れた、天の御み使つかいなのではないか……と！」

　笑顔の大竹さんは天を仰あおぐように、バッと大きく両手を広げた。

「我々はさらに調査を継続しようといたしました。しかし――」

　そこまで言ったところで、大竹さんの顔から覇気が消え、ガックリと肩が落ちた。

「非常に残念なことに彼女は、突然与えられた強大な力を制御する術すべを持たなかったのです。当然です。ほんの数日前まで彼女は竜ではなかったのですから」

　ハァ……と、深ぁいため息が漏れた。

「それでと言いますか、我々の研究所は彼女の炎によって燃えてしまったのです」

『えぇっ!?』

　クラスメートから、本日何度目かの驚きよう嘆たんが上がる。

　すずみがどんな顔をしているかと見れば、あいつは視線を窓の外に向けていた。

「とまぁそんなワケで、しばらく我々の研究所は使用不能。しかし、ご本人のためにも、また日本の竜科学発展のためにも、すずみさんの調査は進めねばならない！　調査継続を訴うつたえ、助力と施設を求める我々に、各地の研究機関は軒のき並なみ『勘かん弁べんしてくれ』というつれない返事ばかり。……我々は悩みました、どうすればいいのか、と」

　大竹さんは、ボサボサの黒髪を両手でかきむしりながら天を仰いだ。

「そんな折り、天の助けがありました！　さるお方が、すずみさんと我々を置いてやろうとお声をかけて下さったのです、そのお方こそ……」

「うちの校長だった、ということだ」

　まさに盛り上げどころというタイミングで、刀塚野先生がさらりと大竹さんの言葉を引き継いだ。……たぶん、長くなりそうだから面倒になったのだろう。

　大竹さんはたいそうご不満な様子だったが、先生は素そ知らぬ顔で話を進めた。

「そういうわけで、穂村は我が校に来たわけだ。補足をするなら、穂村は覚醒した時点で自宅を火事にしている。研究所は二件目ということだな」

　先生の視線がこちらに向いたのは、多分気のせいじゃないだろうな。

「ここまで聞けば分かると思うが、穂村の力は極めて強力な反面、未だ非常に不安定だ。……そうだな。例えるなら、フタのないガソリンタンクが歩いているようなもので」

　珍しく厳しめな表情の刀塚野先生はクラスを見回した。

「端たん的てきに言えば、非常に危険だ」

　その表情と言葉には、みんなに緊張感を持たせるだけの力があった。

　緊張が漂う中、先生の言葉を今度は大竹さんがつないだ。

「我々研究者としましても、すずみさんが登龍門へ通うことについて、いささか不安を持っているというのが正直なところなんですよ。その辺は関係各機関も同じようでして、今回のすずみさんの転入はあくまで非常措そ置ちという扱いなんです。なので――」

　大竹さんの言葉には、被害者であるが故の重さがあった。

「もし今後、すずみさんが大きな人的被害を出すようなことがあったり、学校に大きな危険が及ぶと判断された場合……すずみさんには、より安全な施設へ移っていただくことになります。これはご本人の意志とは無関係に、です」

　より安全な施設、ね。大竹さんの態度や先生の表情からして、多分そこは監かん獄ごくみたいなものなんじゃないだろうか。そんな場所にすずみを放り込むなんて……。

「嫌な言い方ですが、みなさんに彼女が危険であることを理解した上で接していただきたいのです。それはみなさんのためでもあり、すずみさんの楽しい学校生活のためでもあります。もちろん、我々もみなさんの安全と安心のためには協力を惜しみません」

「うぅ……ご迷惑をおかけいたします」

　申し訳なさそうに小さくなったすずみの肩に、先生は優しく手を置いた。

「そう小さくならんでいいぞ、穂村」

「先生？」

　見上げるすずみに、刀塚野先生は軽く頷いた。

「本校の設立理念は、おまえ達のように竜として生まれた青少年が、社会の規き範はんに沿って生活できるよう教育することにある。具体的には、竜気力の正しい制御法の教授と、竜としての正しい精神の育成だな。……だから、ゆっくり学んで、力を制御出来るようになればいい。一応竜科のトップだからな、うちは校舎も生徒も頑がん丈じようだ。特に、おまえのクラスメート達は選り抜きだからな。そう簡単にケガなんかしやしないさ」

　刀塚野先生が「だろ？」とクラス全体を見渡すと、みんな神しん妙みような顔で頷いた。

「竜として生きてきたおまえ達には、力を制御できないことの辛さがわかるだろう。自分の力が誰かを傷つけるかもしれない、その怖さも理解しているはずだ。……私は、おまえ達なら穂村の助けになってやれると信じている」

　その言葉は、俺達玉組生徒一人一人に向けられた、理解と信頼の言葉。

「だから、手伝ってやれ。新しい仲間がおまえ達と一緒に卒業できるように、な」

　正直言って驚いた。刀塚野先生が教師っぽいことを言っていたことに。そして、言葉に込められた温かさに。だから、みんな感激したように先生を見返し、深く頷く。

「よろしく、穂村さん」「大丈夫だよ穂村さん、ちょっとくらい暴れたって問題なし」

「そうそう、俺達頑丈だからさ」「みんなで協力するからね」

　クラスの反応にすずみはちょっと目を潤うるませ、刀塚野先生は満足げに微笑ほほえんだ。

「さて、説明もあらかた済んだところで、穂村の席だが――」

　先生が言いかけた時、ちょうどチャイムがＳＨＲ終了を告げた。

「おっと、では続きはあとだ。言い忘れていたが、今日の一時間目はＬＨＲに変更だ。引き続き、穂村のことについてクラスで話し合ってもらう」

　転校生一人に授業を丸々一つ費ついやす……学生の感覚から言えば、それだけですずみが、少なくとも学校側にとって特別だってことがひしひしと伝わってくる。

　クラスメート達も、何が話し合われるのかと緊張した面おも持もちだ。

「その前に、トイレ休憩させてくれ。あ、他にも行きたい奴がいたら行っておけよー」

　思い出したようにそう言って、刀塚野先生は一人そそくさと教室を出て行った。

　温かい雰囲気も、ちょっとした緊張感も、全て台無しだった。




　　　　　◆




「では最初に席替えだ。今回はくじ引き等はなしで、私の指示に従ってもらうぞ」

　ＬＨＲ開始早々、戻ってきた刀塚野先生はそう切り出した。

　席替え？　すずみの席を指定するだけじゃないのか？

　この疑問は俺だけのものじゃなかったようで、周りのみんなも「？」って顔だ。

「穂村、おまえの席はここだ」

「あ、はい」

　最初にすずみの席が発表された。指し示されたのは、窓まど際ぎわ最前列。

　日当たり風通し共に抜群だが、教師との距離から居眠りには不向きな物件だ。

「えへへ、よろしくね、お隣のこうちゃん」

「はいはい」

　そう、どういうワケか俺も席替えをされた一人だ。

　場所はすずみの右隣。教師の視線をモロに受ける、非常にありがたくない席である。

　俺達が席の移動を終えたところで、俺の右隣になった蓮華が手を挙げた。

「先生、どうして鋼平と霧生も席替えなんですか？」

　俺と共に、霧生さんもすずみの後ろに席を移されていたのだ。

「それはもちろん、穂村対策だ。さっきも言ったが穂村は能力が不安定……特にブレスの制御が出来なくてな。自宅を焼いたのも研究所を焼いたのも、どちらも無意識に放った強力なファイアブレスだ。何かのキッカケで……それこそ、くしゃみや咳と一緒に出てしまうそうだ。そんな人間の前に誰か座らせるわけにもいかんだろ」

　マジ？　視線を向けると、すずみは困ったような顔で頷いた。

「ここなら不意に吐いても、焼けるのは前の壁か隣の白石だ。被害は最小限で収まる」

　なるほど、たしかにそれなら被害は最小……って、え？

「先生、危うく流すところでしたけど、今俺と壁を同列に論じませんでした？」

「なるほど、鋼平は壁に最適ですしね」

「ちょっと待て。そんなことおまえにしか言われたことないぞ」

「なるほどねぇ、さすが先生だ」「そうね、それなら納得よ」「これで一安心だな」

　どういうことだ、何故納得する？　みんな目を覚ましてくれ。

「穂村、吐きそうになったら早めに言え。で、吐く時は窓の外へ吐け。いいな？」

「はい、わかりました」

　なんかここだけ聞くと、バス酔いしやすい生徒に対する注意みたいだ。

「霧生を穂村の後ろにしたのは白石と同じく壁役、それから火消し要員だな」

「……わかりました」

　物分かりが良すぎないかい、霧生さん？

「はじめまして。えっと……霧生さん？」

「……うん、霧生雫しずく。よろしく」

　いつもながら静かな調子で答えた霧生さんに、すずみはニパッと笑い掛けた。

「これからよろしくね、雫ちゃん」

　いきなりの名前＋ちゃん付けに、霧生さんは一瞬目を見開き、

「……ん。こちらこそ、穂村さん」

　小さく頷き、少しだけ表情を和やわらげた。当然、すずみは笑顔で応える。

「じゃあ霧生、あとの仕切りはおまえに任せるぞ。前に出てくれ」

「はい」

　刀塚野先生の声に、霧生さんはスッと立ち上がり、教卓についた。

「では、ここからの進行は私が。みなさん、協力よろしく」

　霧生さんの言葉に、教室からは元気に「はーい」と返事が上がる。

「先生、議題は？」

「いろいろあるが、まずは穂村の世話係の選出からだ」

　刀塚野先生の言葉を受け、霧生さんは黒板に「穂村さんお世話係」と書いた。

「先生、すずみの世話係って、具体的には何をするんですか？」

「そうだな。何度も言うが、穂村はいつ火を吐くのかわからん状態だ。常に壁役になれる人間が必要だろう？　それに、竜科学生として最低限の知識もないからな。授業外でそれらを教えてやる必要もある。まぁ、他にも細かいことはあるだろうが、一番の仕事は、可能な限り穂村と一緒に行動して、フォローしてやることだ」

　先生の言葉を受けて、霧生さんは「穂村さんお世話係」の隣に小さく、「壁」「教育」「常時一緒」「フォロー」と書き足した。……今のって、担当分けだったの？

　特にこの「壁」の存在感。明らかに誰かを意識していないか？

　俺の懸け念ねんを見み透すかしたように、霧生さんがこちらを見たまま口を開いた。

「では学級委員長として、壁役に白石くんを推すい薦せんします。異議のある人、いる？」

「霧生さん、君までそんなこと言うの？」

『異議なーし！』

「ほら、やっぱりこうなった！」

　民主主義の歪ひずみ、数の暴力というものを思い知ったね。

「こうちゃん、ファイトッ！　大丈夫、わたしがついてるよ！」

「うるさいバカ！　おまえが俺を悩ませてんだよ！」

「なによーっ！　せっかく励ましたのに、バカ呼ばわりはひどいじゃないっ！」

　ゴォオオッ！

　顔を真っ赤にしたすずみの口から、抗こう議ぎに続いて真っ赤な炎が上がった。

『うおぉっ？』

　至近距離からのファイアブレス、それも顔面だよ？　めちゃくちゃ熱い！

　俺はたまらずひっくり返り、背中から床に倒れ込んだ。

「きゃぁっ!?」

　おのれすずみ、俺でなかったら大おお火傷やけどだぞ。うぅ、目が痛くて開けられない。

「痛っつ～～……」

　頭上から蓮華の痛そうな声が聞こえた。むぅ、どうやら俺の大転倒に巻き込んでしまったみたいだ。すまん、蓮華。今のは全部すずみのせいだから勘弁してくれ。

「ごめん、こうちゃん、だいじょ……ぶ？」

「大丈夫じゃねーよ！　おまえ、いきなり何……を？　あれ、なんか暗い？」

　炎が俺の両目を焼いたのだろうか、俺の視界はまるで布に覆おおわれたように真っ暗で、何も見えない。それどころか、ホントに顔に布が掛かっているような肌触りもするぞ……まさか、皮ひ膚ふまでおかしくなったのか？　では、この両の頰に触れている、すべすべして柔らかく、かつ温かい感触は一体？

「ひゃっ！　くすぐった……って、え、えぇええええっ!?」

　悲鳴と同時に、突然視界がクリアになる。

　皮膚も正常に戻り、例の布っぽい感触も心地好い柔らかさも消えた。

「こうちゃん、その……とりあえず、謝った方が良いと思う」

「はぁ？　なんだよ、その微妙な顔は？　なんで俺が謝らなきゃいけないんだよ？　被害者は俺の方なんだぞ！」

「あ、いや、それはわかってるし、申し訳ないなーとは思うんだけど、今わたしが言ってるのはそっちのことじゃなくて」

「そっちじゃないって、じゃあ、どっちのことだよ？」




「……こっちの、ことよ」




　何故か、俺の背中側から非常に恐ろしい気け配はいが伝わってきた。起き上がり、ゆっくりと振り返った先に見えたのは、真っ赤な顔でこちらをにらみつける蓮華の姿。

　床に女の子座りしている蓮華は、何故か両手でスカートの裾すそを押さえていた。

　バチィッ！　と、彼女の全身からスパークが逬ほとばしる。
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「え、えぇ～と……どうして、そんなにも殺気と電気を放っておいでなのでしょう？　わ、わたくし、何か粗そ相そうをいたしましたでしょうか？」

　ジリジリと距離を取りつつ尋ねると、蓮華の頰がピクリとつり上がった。

　スカートを握る手が、ギュッと強く握られたようにも見える。

　……あ、れ？　ひょっとして、俺がさっき感じていたのは……。

　自分の想像に、全身から冷や汗が吹き出してくるのがわかった。

　これは死ぬかも。なんて死の恐怖を感じつつも、俺も所しよ詮せんは男の子。

　ついつい視線が、スカートから伸びる健康的で柔らかかったすべすべの足に……。

「あ、この顔はさっきの思い出してる。こうちゃんのエッチ」

　すずみの言葉がゴングだった。

「鋼平のぉ……っ、どスケベぇえ――――――っ！」

　校舎中に轟とどろいた雷らい鳴めいが、俺の悲鳴をかき消した。




「――では次、教育担当。自じ薦せん他た薦せん、どちらでもいい。意見のある人、挙手して」

　直前の惨劇など見ていなかったかのように、霧生さんは淡々としたものだった。

　蓮華は今もビリビリと雷光を煌きらめかせ、ふくれっ面のままだ。

　そのプレッシャーにあてられてか、クラスはしんと静まりかえっている。

　……まぁ、手を挙げたら雷が落ちてきそうだもんね。

「はい」

　そんな静まりかえる教室内で、何故か刀塚野先生が手を挙げた。

「……はぁ。じゃあ先生、どうぞ」

「私は霧生を推薦する。穂村の炎に無傷で対応できるのはおまえくらいだろうし、同じⅠ種だ。Ⅰ種としての感覚的な部分を教えてやれるのは、おまえだけだろう？」

「わかりました」

　あっさりと頷き、霧生さんは自分の名前を黒板に記しるした。

「わ、雫ちゃんってⅠ種なんだ。えへへ、おそろいだねー」

「……ふふ、そうね。おそろい」

　そのつぶやきは、多分俺達最前列くらいにしか聞こえなかっただろう。

「それでは、次に『常時一緒』担当だな。役割上、これは女子が望ましい。ついでに、担当者には寮に入る穂村と同室になってもらうからな」

　刀塚野先生が説明すると、クラスの女子達は近所同士で顔を見合わせていた。

　尻しり込ごみするのは仕方ないな。なにしろ、すずみは前科二犯の放火魔だし。

「あたしがやります」

「えっ!?」

　驚いたことに、俺の右から不ふ機き嫌げんそうな声が上がった。

「なによその反応は？　あたしが立候補しちゃいけないわけ？」

「い、いいえぇそんな滅めつ相そうもない。ただ、驚いただけで……」

「ふん！」

　プイッと背けられた蓮華の頰はまだ赤かった。

「鳴神さん、と。…………ふふふ」

　黒板に「鳴神蓮華」と書く霧生さんが、ちょっと笑ったような――。

「あ、蓮華ちゃんっ！」

　不意に大声を上げ、すずみは書き上げられた名前を指さした。

『へっ？』

　突然名前を呼ばれた蓮華はもちろん、他のクラスメートも驚きの声を上げる。

　そんな空気など読まず、すずみはうれしそうな顔で蓮華に駆け寄り、手を取った。

「そっかそっか、鳴神さんって、そうだよね！　蓮華ちゃんは鳴神蓮華だもんね！　向日葵ひまわり色の雷かみなり姫ひめ！　いやー、うん、はじめまして！　会えてうれしいよ、蓮華ちゃん！」

　すずみは意味不明なハイテンションで、蓮華の両手をがくがく揺する。

「え、あ、あの……穂村さん？」

「わわっ、ごめんね。……えへへ、蓮華ちゃんのこと、こうちゃんからたっくさん聞かせてもらってたから、初対面って感じがしなくて、つい」

「あ、うん。大丈夫よ、ちょっとビックリしただけだから」

　突然のことで、蓮華もただただ困惑するばかりって感じだった。……でも、

「改めましてごあいさつ、穂村すずみです！　よろしくね、蓮華ちゃん」

　その時のすずみの顔といったら、まるで親友に向けるような最上級の笑顔で、

「うん。こっちこそ、よろしくね！」

　だからまぁ、正面からそれを向けられた蓮華が、つい笑顔になったのもわかる。

　ふむ、本日二組目のガール・ミーツ・ガール、か。美しい友情の始まりだね。

「……ところで、一つ聞いてもいいかしら？」

「うん、なになに蓮華ちゃん。なんでも聞いて！」

「あのバカがあたしの噂してたって言ったけど、どんな悪口を言ってたのかしら？」

　すずみの肩越しに、張り付けたような笑顔の蓮華がこっちを向いていた。

　こ、怖ぇよ。目が笑ってないよ！　すずみ、頼むから下へ手たなこと言わないでくれ。

「あはは、やだなぁ、悪口なんて言わないよ～。こうちゃんってば、いつも蓮華ちゃんのこと褒ほめてたんだよ？　すっごく強くて、かわいい子だよーって」

「え？　……あ、そ、そう…………なんだ」

　ニコニコとしたまま紡つむがれたすずみの言葉に、蓮華の顔から殺気が消えていった。

　ナイス、すずみ！　決して空気を読んだわけじゃないだろうが、細こま々ごまとした俺の愚ぐ痴ちを忘れたであろうおまえの記憶力と天然具合に、今はただ感謝したい！

「……穂村さん、仲が良いのはいいけど、まだＨＲ中。席に戻って」

「あ、わわ。すみませ～ん」

　すずみが慌てて席に戻ると、クラスから笑いが起こった。

　その温かい空気の中、ちらりと蓮華の方を窺うと、バッチリ目が合った。

　ヤバイ。俺が一瞬の戦せん慄りつに身を硬くすると、蓮華はすごい勢いで視線を外した。

　……あれ、やっぱり怒ったのかな？　蓮華の顔、またも真っ赤じゃないか。

「……あと一名。フォロー担当、誰かいる？」

「は～い、僕がやりまーす」

　脳天気な声と共に、荒気の手が挙がる。

「え、いいのか荒気？　さっき見ていた通り、危険な役目だぞ？」

「いえいえ、かまいませんよ。みなさんをフォローするのは僕の役目かな～って」

　苦労性だな、荒気。何も自分からそんな苦難の道を選ばなくてもいいのに。

　俺が荒気の友情に感謝しているうちに、霧生さんは板ばん書しよを終えていた。

「先生、ひとまず四名集まりました。この議題は、以上でよろしいですか？」

　霧生さんが目を向けると、刀塚野先生は薄く目を開けて頷いた。

　先生……ひょっとして、寝てませんでした？

「そうか。では、穂村の世話係は決定でいいな。次にだな……」

「ちょっと待ってください先生、あたしから一つ提案があります！」

「提案？　ほぅ、いいだろう。言ってみろ」

「はい。……こほん。えぇと、穂村さんのお世話係ということですが、『係』なんていかにも事務的で、まるで学校の雑用みたいじゃないですか。あたしは彼女と血の通った関係になりたい。そのためには、お世話係なんて名前じゃダメだと思うんです！」

　…………何を言ってるんだ、この子は？

『おぉっ！』

　俺は半ば呆れていたのに、どういうわけかクラスからは感嘆が漏れた。

「はぅ……っ、蓮華ちゃんってば、なんて良い子なの！　出会ったばかりのわたしのことを、そこまで考えてくれるなんて……っ！」

　何故おまえは感動するのさ？　そんなに良いこと言ってる？

「ほう？　そういうものか。……まぁ、名前自体は便べん宜ぎ的なものだからな。担当するおまえ達が自由に付ければいいぞ。で、鳴神。何か案があるのか？」

「もちろんです！」

　つかつかと黒板に歩み寄り、すれ違いざまに霧生さんからチョークを受け取った蓮華は、まさに「書き殴る」って感じの筆ひつ致ちでチョークを走らせた。――そして、




　すずみんをしつけ隊




　黒板に、そのアホみたいな文字列が出現したのだ。

　…………一瞬で、教室に沈ちん黙もくが訪れる。

「すずみんを……しつけ、隊？」

　小さなはずの俺の呻うめきさえ、静まりかえった教室ではやけに大きく聞こえた。

「そうよ！　良い名前でしょ、『すずみんをしつけ隊』！　当然、隊長はあたし！」

「へ、へぇー……そう、なんだ」

　何が当然なのか知らないが、つまりあなたは『すずみんをしつけ隊隊長』ということですか。まぁ、好きにしてくれよ。誰もそんな地位ほしくないからさ。

　直前まで感心していたクラスメート達さえ、凪ないだ海のように静まりかえっている。

　とても誇ほこらしげな顔の蓮華に、誰も声をかけられないようだ。

　自分に向けられた沈黙を異議なしと受け取ったらしく、蓮華隊長は得意げに笑った。

「蓮華ちゃん……あの、『すずみん』って……なに？」

「もちろん、すずみんはすずみんのあだ名よ！　なんて言うか、あたしをちゃん付けで呼んでくれたお礼っていうか……うん、そんな感じ！」

　まくしたてる蓮華の顔には悪意の欠片かけらもない。うむむ、これはツッコミづらいな。

「……えっと、かわいいと思うんだけど、ダメ？」

　うつむいたまま動かないすずみに、ようやく蓮華にも疑問が生じたらしい。

　蓮華がすずみの顔を覗のぞき込んだ時、それは起こった。

「蓮華ちゃん！　わたし、とってもうれしいよっ！」

　何を思ったのか、すずみがぎゅーっと蓮華に抱きついたのだ。

「ちょ、ちょっと、すずみん？」

「えへへ、ありがとー蓮華ちゃん」

　俺の眼がん前ぜんで、すずみのグラマラスボディが、ぎゅうぎゅうと蓮華の慎つつましやかな体に押しつけられている。きょういの格差社会ですね。……漢字は秘密だよ？

「そ、そんなに喜んでもらえて、あたしもうれしいよ」

　ようやく解放された蓮華の顔は赤かった。

「えへへー。わたしって、今まで『ぼけむら』とか『すずめ』とか、そんなあだ名ばっかりだったから……ちょっとセンスないかな～とは思うけど、ホントにうれしいよ！」

「……え？」

　バカは煌めく笑顔でとても失礼なことを言った。おそらくは本心から。

　ちなみに、『すずめ』ってあだ名には「鳥とり頭あたま」って意味も込められてたんだぜ？

　そしてすずみは直球でセンスを否定した相手に、悪意ゼロの明るい笑顔を向けた。

「じゃあ、わたしも蓮華ちゃんのこと、『れんげん』って呼ぶね！」

「それはやめて」




　何はともあれ、ここに『すずみんをしつけ隊』誕生と相成ったわけである。










　　　第三章　奮戦、すずみんをしつけ隊







「――それでは、すずみんの一年玉組への転入を祝って……かんぱーい」

『かんぱ――――いっ！』

　蓮れん華げの音おん頭どに合わせ、一年玉組一同は手に持ったジュースの缶を一斉に掲げた。




　すずみが転入してから数時間、登とう龍りゆう門もん高校は昼休みを迎えていた。

　一時間目の騒ぎが一段落した後、すずみは各種手続きがあるとかで研究者二人ともども教室を去り、戻ってきたのは四時間目直前。

　当然、転校生に朝の質問責めができなかったクラスメート達はすずみに群むらがったわけだが、そこに割って入ったのが我ら『すずみんをしつけ隊』の隊長・鳴なる神かみ蓮華さん。

「ダメよ、すずみんを困らせるようなことは、このあたしが許さないわ！」

「なんだよ、鳴神！　すずみんを独り占めするつもりか」「横おう暴ぼうよ、鳴神さん！　私達にだって、すずみんと話す権利はあるわ！」「そうだそうだ！」

　これにはクラスメートが大ブーイング。いつの間にか定着した「すずみん」コールが巻き起こり、あわや衝突発生かというところで、荒あら気きが両者の間に入った。

「まぁまぁ、みなさん落ち着いて。色々と聞きたいことも話したいこともあるでしょうけど、今は時間がありませんよ。……そこで提案なんですけど、昼休みに穂ほ村むらさんの歓迎会をかねて教室で会食、なんてのはどうでしょう？」

　その提案にみんな賛同した。かくして昼休み、一年玉組教室にて『すずみん歓迎会』が開かれることとなったのである。




　すずみの歓迎会は、食事をしながらということもあってか和やかに進行した。

　出身はどこか、趣味は何か、という当たり障りのないところから始まり、次第に質問はより核心的なところへと向けられていった。

「……すずみん、いきなり竜になったってホント？」

　一人の女子が遠えん慮りよがちに切り出すと、クラスの緊張感が増したように感じた。

　まぁ、俺も薄々感じてはいたんだよね。「これって聞いてもいいのかな？」みたいな遠慮した雰囲気。でも、みんながすごく聞きたいところでもあるだろう。

「うん、ホントだよ。わたし、今までこれっぽっちも竜りゆう気き力りよくなかったし」

　けど、本人はあっけらかんとしたもので、何のためらいもなく答えたのだ。

　それで勢いがついたのだろう、クラスメートの質問は一気に加速した。

「突然竜になったのはいつか？」「その時、どんな感じだったのか？」「なる前となった後、どこがどんな風に変わったか？」「すずみんのスリーサイズは？」等々。

　……おい、最後の質問した奴、前に出ろ。




「えっと、竜になったのは、火事の日だから……えと、こうちゃん、五日前だっけ？」

「そう。連休開始直前な」




「竜になる時どんな感じ、かぁ。あの夜は、寝る前から体が熱くって、『あれ、熱でもあるのかな？』って思ってた。で、目が覚めたら部屋が燃えてたの。最初は夢だと思ったんだけど、すごくお腹なかが空すいて、とにかくお肉が食べたくなったんだ。それで冷蔵庫あさってたら、すごく良い匂いがして……つられて玄げん関かんを出たら、でっかい鶏とりの丸焼きがいたの！　これは神様のお恵みだ！　ってかぶりついたら、それはこうちゃんで」

「……おまえ、ホントに俺おれが食い物に見えてたのか」




「竜になった後で変わったこと？　そーだなぁ～、体の感覚がフワフワしてて曖あい昧まいと言うか、不思議な感じ。力の加減がちゃんとできないし……でも体調が悪いわけじゃないの。ただ、時々すごく体が熱くなって、のどの奥がうずうずしてきて……」

「ファイアブレスが出る、ってのか？」

「うん。しゃっくりとか、くしゃみとか、咳せきとか……あ、ゲップかも。とにかく、のどからこう、呼吸に合わせて押し上げてくるみたいな、そんな感じかな？」

「ホントに抑えられないんだな。怖いからこっち見るなよ」

「えー、ひどーいっ！　なんでだよー、こうちゃんは壁役なんでしょ？　ずっとこうちゃんの方だけ見てるようにするから、わたしのファイアブレス全部受け止めてよ！」

「やだよ！　全部はやだよ！　……って言うか、一度だってやだよ！」




「わたしのスリーサイズ？　えっと、上から八十は……って、こうちゃん！　みんなの前でなんてこと聞くのっ！　ハレンチだよ！　どエロ助だよ！」

「え？　いやいやいや、これ俺の質問じゃなくて……」

「最低よ鋼こう平へいっ！　お、女の子の身体的特とく徴ちようを、しかも公衆の面前であげつらおうなんて、最低最悪のド変態行為よ！　恥を知りなさい、エロ石いし助すけ平べい！」

「エロ石助平っ？　何そのあだ名？」

「そーだよ、こうちゃん！　みんなの前でなんて恥ずかしいよ！　聞きたいなら二人の時にしてよ！　それに、中学最後の測定結果はこうちゃんだって知ってるじゃない！」

『てめえは最低の裏切り者だ、白しら石いしぃいいい――――っ！』

「うぉ、待て男子一同！　話せばわかる、俺に弁明の機会を与えてくれ！」

「問答ぉ無用ぉお――――っ！」

「何故おまえが怒るんだ、蓮華――っ!?　ぎゃぁあああぁぁ――――……っ」




　何故か、すずみへの質問タイムに命の危険を味わった。




「じゃあ、私からも質問。いい？」

　俺がスーパー電撃タイムから解放され、バッタリと床に這はいつくばるのと同時に、それまで無言で食事に勤いそしんでいた霧生きりゆうさんの声が聞こえた。

「雫しずくちゃんも？　うん、もちろんいいよ。で、なになに？」

　すずみは多分笑顔で言っているはずだ。残念ながら、今俺は後こう頭とう部ぶを蓮華につかまれ、顔面を床に押しつけられているから、その表情を見ることは叶かなわないわけだが。

「たぶん、みんなも聞きたいこと」

　思わせぶりな言葉に続き、俺は後頭部に涼やかな視線を感じた。

　しかし、その不思議と心地好い視線の次に降ってきたのは、

「……穂村さんと白石くん、付き合ってるの？」

　驚くべき言葉だった。まさか、霧生さんの口からそんな言葉が出るとは。

　しかし、不思議なことに、周囲に「よく聞いてくれた」的な雰囲気が広がった。

「へ？　わたしと、こうちゃんが？」

　俺が驚いているように、すずみも少々面食らったようだ。

「……ちょっと鋼平、黙だまってないで答えなさいよ」

　いえね、あなたが手を放してくれないと、俺はしゃべることさえ叶わんのです。

「ううん、別に付き合ってないよ？」

　俺が必死で身み悶もだえていると、すずみが先に答えてしまった。

『えぇっ？』

「やだなぁ、みんなどうして驚くの？　たまに同じようなこと聞かれるけど、わたし達は付き合ってないよ。ね、こうちゃん？」

　俺は返事も首しゆ肯こうもできないので、蓮華の手にタップしてみた。

　話したいから放しておくれ、という意志を込めて。

「……仕方ないわね。ほら、立ちなさいよ」

　蓮華の拘束から解放され、俺は制服の汚れを払いつつ立ち上がる。

　……この際、蓮華への苦情は飲み込もう。

「で？　どうなの鋼平？　あんたの答えも同じ？」

「同じだよ。俺とすずみは付き合っていない」

　俺が答えるとすずみも「うんうん」と頷うなずき、周囲からはまたも「え～？」という反応が返った。どうしてそう、人を噓つき呼ばわりしたがるのだろう？

「本当？　仲が良いから、てっきり」

　霧生さんは少し意外そうな顔で小首を傾かしげた。

「まぁ、仲が良いのは否定しないけどさ」

「うんうん、わたしとこうちゃんは仲良しだよ」

『おぉ！』

　だから、何故いちいち声が揃うのさ？

「けど、それと付き合うってのは違うだろ？　俺とすずみの関係は、仲の良い友達っつーか、親しい隣人っつーか……そう、家族みたいなもんだよ」

「家族かー、うん、それしっくりくるかも。やっぱりこうちゃんとは気が合うよねー」

　こういうところで気が合うのが、すずみと俺の関係だな。つまり――。

「「すずみは俺にとって妹みたいなもんなんだ

　こうちゃんはわたしの弟みたいなもんだよ」」

「「って、妹はそっちだろ！

　って、弟はそっちでしょ！」」

「「マネすんな！」」

「「ハモるな――っ！」」

「「…………………………」」

　無言でにらみ合う俺達の周りから、何故だか深いため息が漏もれた。

「はいはい、わかったからもう止やめましょ？」

　蓮華が俺達の間に入ってきたけど、ここで止めるわけにはいかない。

「悪いけど、引っ込んでいてくれ蓮華。これは俺とすずみの問題だ」

「そうだよ、蓮華ちゃん。これは避さけられない、わたしとこうちゃんの戦いだよ」

「え？　ちょ、ちょっとあんた達……？」

　俺は蓮華を押しのけ、再びすずみと相あい対たいした。

「教えてやろうじゃないか、すずみ。どちらが上なのか……な」

「いいよ、こうちゃん。今日こそ、こうちゃんに吠ほえ面づらかかせてあげるよ」

　互いの顔を見合わせ、俺達はニヤリと笑い合う。

　俺達の間で高まる緊張感に、クラスメート達も息を吞のんだことだろう。

　火花の散りそうなにらみ合いの中、先に動いたのはすずみだった。

「わたしはこうちゃんより四日も早く生まれたよ！　完かん璧ぺきにお姉さんだよ！」

「四日？　はん、所しよ詮せん誤差の範囲だな。俺なんて、おまえと歩いている時に会った見知らぬ大人から、『かわいい妹さんね』って言われたことが四度あるんだよ！」

「わ、わたしだってあるもん！　『優しそうなお兄ちゃんだね？』って……あれ!?」

「今ので、五回か……確定だな」

「待って！　い、今のなし！　弟！　弟って言われたの！」

「おまえが俺の弟ってこと？」

「そうそう、だからこうちゃんはわたしのお兄ちゃん……って、ちがーう！　揚げ足取りに誘ゆう導どう尋じん問もんずるいーっ！　こうちゃんの、バカ――ッ！」

　ズドォン！

　平手一発で俺は宙を舞い、激突の衝しよう撃げきで教室の壁を凹へこませ、床に落ちた。

「あぁっ！　こ、こうちゃん、ごめんなさーいっ！」

「あ、あの鋼平を、一撃で……？　すずみん、すごすぎ」

「おーい、白石くん。生きてます？」

　痛みも、音も、遠い……。

「しっかりして、こうちゃん！　今すぐ保健室に……つ……つれ……へ……へ、へぇーくしょぉいっ！　（ゴオォオオオッ！）」

「うぎゃぁああああ――――っ！」

　痛みすら消えていた体に、今度はすさまじい熱さが襲おそってきた。

　視界が鮮あざやかな朱しゆに染まる。どうやら、俺は今火だるまって奴になっているようだ。

「え、さらに至近距離からのファイアブレス!?　す、すずみんってばやり過ぎよ！」

「違うんだよ、蓮華ちゃん！　今のはわざとじゃないんだよーっ！」

　大慌てな会話が聞こえてくるが、どうにも俺が助かりそうな情報がない。

　誰でもいいから助けて――っ！

「じゃあ、消火」

　ポツリとした声の直後、俺の体に大粒の雨が打ちつけられた。

「わわっ、いきなり雨が！」

　超局地的豪ごう雨うは、あっという間に俺を包んでいた炎を消し去って、止んだ。

　視線を上げると、泣きそうな顔のすずみと、今ひとつ表情の読めない霧生さんがこちらを見ていた。……間違いなく、助けてくれたのは霧生さんだろう。

　さすがは曲くせ者もの揃いの玉組委員長にして学年主席、Ⅰ種霧きり竜りゆう・霧生雫だ。

　ほんの一瞬で雨雲を生み、目的を果たしたら消す。

　およそ高校生ができるような芸当じゃない。なのに、霧生さんは特別大変なことをしたという様子もなく、息一つ乱さず立っている。聞きしに勝まさるとはこのことだ。

「白石くん、大丈夫？」

「……ま、まぁ、なんとかね」

　床と壁、ついでに俺の体からはシュウシュウと白い煙が薄く上がっているけど、打だ撲ぼくも火傷やけどもなさそうだ。我ながら、呆あきれた頑がん丈じようさだと思う。

「ありがとう、助かったよ霧生さん。今のはちょっと危なかった」

「……ふふ。火消しは、私の役目だから。ね、壁さん？」

「うへ、君までそういうこと言うの？」

　俺は微笑ほほえむ霧生さんに苦笑を返した。意外に、霧生さんって表情豊かなんだな。

　と、不意に尻しり餅もちをついたままの俺に、何かがどーんとぶつかってきた。

　一瞬なんだかわからなかったけど、すずみが抱きついてきたらしい。

「うえーん！　ごめんねごめんね、こうちゃん！　わたしのせいで跳ねて燃えて水みず浸びたしになっちゃって……大丈夫？」

「あぁ、大丈夫だよ。だから泣くな」

「うぅ～……ごめんね」

　どうして被害者の俺が、加害者をあやさなきゃいけないんだろうね？

「はぁ……。これは微笑ましい光景って言えるのかしら？」

「それでいいんじゃないですか？　まぁ、さっきのは一見、地じ獄ごく絵え図ずでしたけど」

　呆れまじりの蓮華の声に、同じく苦笑気味の荒気の声が返る。

「……ひとまず、みんなで拭き掃除かしらね」

　ずぶ濡ぬれの床を見下ろしたまま、蓮華は深々とため息を吐ついた。




　　　　　◆




　さて、その日の放課後。

「それでは『すずみんをしつけ隊』、第一回定例ミーティングを始めます」

　クラスメートがだいぶ少なくなった教室に、鳴神隊長の声が響いた。

　わー、ぱちぱちぱち。

「はい、すずみんに隊員のみなさん、盛大な拍手ありがとうございます」

　得意げな顔しちゃって。この子は存外わかりやすい。

　放課後の一年玉組、教室窓側前方。まぁ要するに、すずみの席付近だ。

　俺達は、「放課後にミーティングするから！」という隊長の命令で集合させられた。

「まずは今日一日お疲れ様。ひとまず無事に終わって何よりって感じね」

「無事だったかなぁ？　俺はけっこう燃えたんだけど」

　今日一日で俺が受けたすずみの被害を指折り数えると、「咳払いがファイアブレス」「くしゃみがファイアブレス」「あいさつがファイアブレス」「会話の端はし々ばしにファイアブレス」……ファイアブレスばっかりだね。

　あまりの暴発回数に、いつの間にか「俺がすずみの炎を受ける」「霧生さんが炎を消す」「蓮華と荒気がフォロー」というパターンができてしまったほどだ。

「でも、ここで気を抜いちゃダメよ。あたし達は被害を抑えるだけじゃなくて、すずみんを安定させて、みんなが安心して過ごせるようなしつけを目指すべきなの。すずみんも今日の失敗をきちんと反省して、明日以降に活かさないといけないわ！」

「あれ？　俺の言葉は無視ですか？」

「そのために、現状の確認と目標設定が必要よね」

　完全無視ですか、そうですか。蓮華め、議事進行を優先するつもりだな。

「で、これが今日一日で見つかった、今現在すずみんが抱えている課題ね」

　蓮華は丸めて持っていた、机いっぱいはあろうかという大きな紙を広げた。




　すずみんのしつけポイント

　・突発的なすずみんブレスの抑制

　・殺人級打撃技の威力調節

　・竜に関する知識不足の改善




「す、すずみんブレス……」「すずみんブレスかぁ」「すずみんブレスって」「ふふふ」

　うん。内容以前に、まずそこに目が行くよね。

「なによ、みんな。なんか文句あるわけ？　かわいいでしょ？」

　赤面しながらジロリとにらむ蓮華の目は、割と本気で不満げだ。

「……問題点は間違ってない」

　ポツリと、霧生さんがつぶやいた。

「あ、うん。そうでしょ？　で、この中で一番緊急性が高いのはこれじゃない？」

　蓮華は最初の一文、『突発的なすずみんブレスの抑制』を指した。

「同感。知識不足は危険がない。打撃も本人が注意できる。でも、すずみんブレスは違う。本人の意志もＴＰＯも無関係。突発的で、回避も防御も困こん難なん。とても危険」

「あぅ、雫ちゃんまで『すずみんブレス』って」

　すずみ、気持ちはわかるけど、もうそこはスルーしとけよ。

「僕ぼくも同意見です。今日見ていて、何度も『危ない』って思いましたからね」

　荒気も同意を告げると、蓮華は「うん」と頷いて、『突発的なすずみんブレスの抑制』に赤いマジックでグルグルと印をつけた。

「ま、たしかにブレスの被害は一番大きかったかもね」

　俺がため息まじりに言うと。みんなの視線がこっちに向けられた。

　今日一日の被害の痕こん跡せきは、俺の制服のあちこちに焦こげ跡として残っている。

　次いで俺達の視線は、壁や床に残る黒い焦げ跡、熱でちょっと変形した窓枠、一部だけ残ったカーテン……と、被害を物語るものを順番に巡めぐっていった。

「うぅ……ごめんなさい」

「き、気にしない気にしない。人的被害は出してないんだから、大丈夫よ！」

　うん、そだね。俺以外には、出てないもんね。

　しかし、それはあくまでも今のところだ。この分だと、いずれ被害を出しかねない。

　登龍門は竜の学校だ。刀と塚つか野の先生が言ったように、みんな一般人よりずっと頑丈だし、重大なケガをする危険性は低いかもしれない。

　けど、すずみが他ひ人と様さまに迷惑を掛けるのは心苦しいし、本人もそれは嫌なはずだ。

　それに、この状態が長く続けば、すずみは別施設へ移されてしまうかもしれない。

　一度はあきらめかけた、すずみと一緒にいるという約束。

　ごく個人的な理由で申し訳ないけど、俺にとっては大事なことだ。

　思いがけず手に入れたこのチャンス、無駄にしたくはない。

　俺が一人決意を新たにしていると、蓮華は「うん」と一つ大きく頷いた。

「じゃあ今回のポイントはこれでいいとして、次は対策ね」

「穂村さんが竜気力の制御を身につける、っていうのが正せい道どうですけど……今必要なのはそういうことじゃないんですよね？」

「そうね。そういう時間のかかることじゃなくて、とりあえず急場をしのぐ方法よ。誰か、何か良いアイディアはない？」

　蓮華が見回すと、「う～ん」って感じでみんな黙ってしまった。

　当然、ブレスなんて吐けない俺には考えもつかないわけで……どうしたもんやら？

「……対策、なくもない」

「「「「え？」」」」

　霧生さんがポツリと放った思わぬ一言に、俺達は驚きの声を上げた。

「ここ、書いてもいい？」

「あ、うん。いいわよ」

　霧生さんは『突発的なすずみんブレスの抑制』の隣に、赤ペンで『原因』と書いた。

「今日見た限り、穂村さんが突発的にブレスを吐く原因は、必要以上の竜気の吸引。その結果、許きよ容よう量りようをオーバーしてる」

　と、続いて『原因』の隣に『竜気の許容量オーバー』と書き足す。

「えと、雫ちゃん。それってどういうことかな？」

　霧生さんは少し考える素そ振ぶりをみせた後、小首を傾げるすずみに視線を向けた。

「……簡単に言えば、ししおどし」

「ししおどし？　それって、あの日本庭園とかにある、あれのこと？」

　俺が尋たずねると、霧生さんは「そう」と頷いて、左手を少し上げた。

「穂村さんの呼こ吸きゆう力りよくは、Ⅰ種でも群を抜いてる。本人が意い図としなくても、普通に呼吸しているだけで、竜気はどんどん溜たまっていく。――そして、カーン」

　言葉に合わせ、ししおどしに見立てられた左手が下がり、最後に跳ね上がった。

「溜まった分をファイアブレスとして出すわけか。なるほど、ししおどしだ」

「おーっ、雫ちゃんすごい！　わかりやすい！」

　感心しきりの俺とすずみの横で、蓮華は難しい顔をした。

「じゃあ、すずみんは息してるだけで危険ってこと？　それってどうにかできるの？」

　蓮華の疑問はもっともだ。すずみの呼吸自体が暴発の原因なら、対策方法は……。

「つまり、息をするなってこと？　よし、すずみ、息を止めろ！」

「うん、わかった！　んっ…………（一分）…………ぷはぁっ！　はぁ、はぁ……はぁ……って、できないよ！　無理！　こうちゃん、息しないとわたし死ぬから！」

「いや、まさかホントにやるなんて思わなかったから……」

「え、今の冗談だったの!?　うえーん、こうちゃんのバカ――ッ！」

　ごおぉぉ――――っ！

「うぎゃぁ――――っ!?」

　忘れた頃のすずみんブレス。……て言うか、忘れるな俺。今、話し合ってるだろ。




「こうちゃん、ごめんなさ～い～」

　すずみんブレスで炎上、霧生さんの雨で鎮ちん火かという、今日何度目かのサイクルを終えた俺に、すずみがすがりついて謝っている。握にぎられた腕が痛いから放して欲しい。

　あと、灼しやく熱ねつから救われたけど、今度はずぶ濡れで寒いんだよね。

「いやはや、『すずみんブレス』はホントに緊急性が高いですねぇ」

　俺の真横にいたはずなのに、荒気の笑顔にはすす一つついていない。

　こいつって良い奴だけど、逃げ足が超速いよね。切実にうらやましい能力だ。

「……一つ対策思い付いたわ。すずみん、しばらく大声禁止ね」

「へ？　どして？」

「ブレスを吐くのと大声を出すのって、感覚がよく似てるの。普通、小学校入る前には使い分けが身に付くんだけど、すずみんって竜としては赤ちゃんみたいなものでしょ？　だから大声とかで呼吸が乱れると、ブレスも一緒に出ちゃうんだと思うのよ」

「なるほどー。だから大声禁止？」

「そ。竜りゆう気き道どうの達人・高たか山やま先生曰いわく、『呼吸の乱れは力の乱れ』ってね」

　金きん言げんだな。なにしろ今のすずみは、『呼吸乱れまくりの力乱れまくり』だからな。

「うん、わかったよ蓮華ちゃん。気をつけてみるね」

　神しん妙みような表情で頷いたすずみに、蓮華は満足そうに頷き返した。

「まずは吠えグセから矯きよう正せいしようってことか。……なんか、犬のしつけみたいだな」

「い、犬って、こうちゃ「すずみん！」……あ、危なかったよ」

　両手で自分の口を押さえながら、すずみはホッと安あん堵どの息を吐いた。

「ちょっとすずみん！　わかった、って言った直後でしょ？　ホントにもう」

「うぅ……ごめんなさい」

　深々とため息を吐く蓮華に、すずみは小さくなるしかないようだ。

「うんうん、なんだか本当にしつけっぽくなってきましたね！」

「ホントにな。そうだすずみ、いっそのこと、吠えたら電流が流れる首輪を着ければいいんじゃないか？　名付けて『パブロフの火か竜りゆう』」

「うぐぐ……怒ど鳴なりたいけど、怒鳴れないよ」

　フグみたいな顔で耐えているすずみの姿を俺が笑うと、代わりに蓮華が「やめなさいバカ」とけっこうな力で俺の後頭部を叩いた。パーでじゃないよ、グーでだよ。

「……じゃあ、首輪を提供する」

「えぇっ！　し、雫ちゃんまでそんなこと言うの？」

　ショックだったらしく、すずみは「ガーン」と口で言って頭を抱えた。

「冗談。これ、私の対策案」

　クスリと笑った霧生さんは、襟えり元もとからネックレスを引き出した。

「穂村さん、これ、貸してあげる」

　すずみが受け取ったのは、中央に小指の先ほどの透明な石が付いた、金色の細いチェーン状のネックレス。ペンダントって言った方がいいのかな？

「わ、ありがとー。……キレイだねぇ。この石って、水晶？」

　ふるふると、霧生さんは静かに首を横に振った。

「それは『要かなめ石いし』。竜気の吸収を抑える、便利な石」

「へぇ～～っ！　すごいね、そんなのあるんだ。……あ、でも借りちゃっていいのかな？　これって、雫ちゃんにも必要なんじゃないの？」

　たしかにそうだ。霧生さんだってすずみと同じⅠ種、竜気の過か剰じよう吸引を抑える必要があるんじゃないのかな？　実際、今彼女は要石を着けてるわけで。

「大丈夫。私は自分で抑えられる。それに、他にもあるから」

　霧生さんは眼鏡めがねのつるをちょっと持ち上げた。……その眼鏡と関係あるの？

「へぇー、やっぱりすごいね、雫ちゃん。じゃ、遠慮なく借りるね。ありがと！」

「ん。どういたしまして」

　すずみは明るく、霧生さんは静かに、それぞれなりの笑顔で見つめ合った。

　うんうん、仲良きことは美しきかな、ってね。

　蓮華とも霧生さんとも仲良くなれたようで、幼おさな馴な染じみとしては一安心だ。

「じゃあ、今すぐできる対策はこのくらいかしらね」

　蓮華が紙に『大声禁止！』と『要石の常時着用！』を書き加え、俺達を見回す。

　竜気の出力と入力、双方の対策だ。暫ざん定ていの対策としては上出来だろう。

　俺達も蓮華を見返し、頷いた。

「うん、しつけの方針も決まったことだし、今日はここまでにしよっか！」

　蓮華隊長の宣言で、すずみんをしつけ隊の第一回ミーティングは終了したのだった。




　お迎えが来ていた霧生さんと校門前で別れ、我ら庶しよ民みんは徒歩で寮へ向かっていた。

「えへへー、これでまた一緒に登下校できるね」

「つっても、寮まで十分くらいだけどな」

「そうだけど、それでもわたしはうれしいもん」

「ふ～ん？　……まぁ、俺も少しはうれしいけどね」

「あはっ、気が合うねーこうちゃん」

　後ろから、二人分のため息が聞こえた気がした。

　突然すずみが転入してきて非常に疲れた一日だったけど、終わり良ければ全て良し。

　すずみはクラスに受け入れられたみたいだし、暴発のことを考えなければ、転入生の初日としては良いスタートだったんじゃないかな。




　　　　　◆




「やぁ、待っていたよ、すずみさん。そして、すずみんをしつけ隊の諸君！」

「おかえりなさいませ」

　寮に戻った俺達を出迎えたのは、白衣を翻ひるがえすドクター大おお竹たけと中なか司つかさ礼れい子こさんだった。

「……て、敵幹部がいるわ」

　呆ぼう然ぜんとするしかない俺達の中で、蓮華が小さな呻うめきを漏らした。

　いやまぁ、たしかにそう見えるけども。

「あの～、どうしてあなた方が、ここに？」

「よくぞ聞いてくれました！」

　なんとか質問をしぼり出した俺を、大竹さんはビシッと指さした。テンション高ぇ。

「実はですね、我々もこちらに住まわせていただくことになったからですよっ！　何しろ、我々の目的はすずみさんの研究ですからねぇ。いついかなる時でも、可能な限りすずみさんのお側そばにいたいのです！」

「はぁ、なるほど」

　取りようによっては犯罪の臭いがする発言だったけど、目的は真っ当だ。

「今後はこちらでもよろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げる中司さんに、俺達もつられて頭を下げた。

「では、すずみさん。早速ですが、夕食前に軽～く検査をいたしましょう。なに、ほんの十分ほどで済みますよ。ささ、こちらへどうぞ～」

「え、え？　でもあの、わたし、まだ荷物の整理とかあるんですけど……」

「それはこちらでお手伝いいたします。――さ、すずみさんをお連れして」

「「「アイアイ・マム！」」」

　抵抗する暇もなく、すずみは突とつ如じよ現れた白衣の女性達に担かつぎ上げられた。

「ふぇ～ん！　自分で歩くから下ろしてくださ～い！」

　すずみを担ぎ上げた白い一団がどこぞへと歩み去って行くのを、俺達や入り口付近にいた他の寮生は、ただポカーンと見送るしかなかった。

「……市民が、敵戦闘員にさらわれていくわ」

　いやまぁ、たしかにそう見えるけども。




　――夕食時、戻ったすずみに検査の事を尋ねると、

「……こうちゃんのエッチ」

　目をそらし、ポッと頰ほおを染めたのだった。




　　　　　◆




　波乱のすずみん転入から一夜が明けた、早朝の食堂。

　補習のために早出するのはもう三日目、閑かん散さんとした朝の食堂にも慣れたもの。

　俺はカウンターで朝食を受け取り、さて席はどこにしようかなと振り返って……愕がく然ぜんとした。日当たりの良いテーブルのひとつに、すずみの姿があったからだ。

「バカな……寝起き最悪のすずみが、俺よりも早く食堂に来ている!?」

　信じられん、果たしてあいつは本物のすずみなのか？　……つか、何してんだろ？

　すずみは難しい顔で目の前の朝食をにらみつけ、固まっていた。

「あんた、何やってんのよ？」

「っ!?　……な、なんだ蓮華か。ビックリさせないでくれよ」

　振り返ってみれば、そこに立っていたのは呆れ顔の蓮華。

「まったく……朝っぱらから、女の子をジロジロ見てんじゃないわよ」

「え？　あー、違うって。俺はただ、すずみが早起きしたことに驚いてだな」

「ふぅん？　……ま、そーゆーことにしといてあげるわ。すずみ～ん、お待たせー」

「あ、蓮華ちゃん……っと、あれ？　こうちゃんだ。おっはよー」

　こっちに気づいたすずみは、表情を和やわらげて両手を振った。

「おー、おはようさん」

　すずみの隣に座った蓮華に続いて、俺はすずみの向かいに座った。

「珍しく早起きだな、すずみ。どういう風の吹き回しだ？」

「なんか引っかかる言い方だね。こうちゃんと一緒だよ。わたしも補習」

「なるほど、納得。……で、誰に起こしてもらったんだ？」

「もちろん自力「あたし」あーっ、なんで言っちゃうのー？」

　不満げなすずみを横目に見て、蓮華は小さくため息を吐く。

「だって、すずみんってばホントに寝起き悪いんだもん。朝から疲れちゃった」

「えー？　蓮華ちゃんまでぇ……わたし、そんなに寝起き悪いかなぁ？」

「「悪い」」

「うえーん、ステレオで悪口言われた～」

　泣きマネをするすずみに、俺と蓮華は顔を見合わせ、同時に苦笑した。

「まぁ、起きられたんだから良しとしましょ。……それよりすずみん、早くご飯食べないと、せっかく早起きした意味がなくなっちゃうわよ」

　蓮華が指摘したように、すずみは未いまだ朝食に手を付けていない。

　どうしたんだろう？　ダイエットなんて上等なものとは無む縁えんの大食いで、この間は俺まで喰くおうとしたすずみに限って、「食欲がない」なんてことはないだろうし。

「体調でも悪いのか？　おまえが手を出さないなんて、いったいどんな……」

　あれ？　すずみの前にあるのは、日替わり朝食セットじゃないぞ。

「……何、それ？」

　トレーの上にはご飯と味噌汁、そして大皿に山と盛られた薄切りの生肉があった。

「すずみん専用の限定一食スペシャルメニュー、『生肉定食』よ」

「……おまえ、なんでまたそんなワイルドなメニューを？」

「わたしの意志じゃないんだよ～～」

「肉にく食しよく衝しよう動どう対策ですわ」

　俺の質問に答えたのは、すずみでも蓮華でもなく、突如現れた中司さん。

　彼女も朝食に来たらしく、朝食セットの載ったトレーを持って立っていた。

　昨日と同じくスーツの上から白衣を羽は織おり、早朝からパリッとした雰囲気の中司さんは、柔らかい表情で軽く会え釈しやくし、さらりと俺の隣に座った。

「にくしょくしょうどう、ですか？」

「えぇ、そうです。授じゆ乳にゆう期きを過ぎた竜の幼児に時折見られる食肉、特に生肉を過剰に求める現象ですわ。人の体から竜の体へと変化する過程、と言えるでしょうか」

　説明中の中司さんの横顔は、柔和な表情ながらどこか鋭さを感じさせる。

　今さら気づいたけど、中司さんはものすごい美人さんだった。こうして間近に座っていると、大人の色気を感じるというか、実際に香水の良い香りがするの。ドキドキ。

「この期間、生肉を摂せつ取しゆせずにいると、子供の精神は非常に不安定になります。突然暴れたり、激しい空腹を訴うつたえて身近な人間に嚙かみついたり……ですので、肉食衝動を持つ子供には、一日二度は生肉を与えるのが望ましいとされています」

　あぁ、そういえば昔、保健体育でそんなの習ったっけ。ただ、俺の周りには症状の出た子供がいなかったから、いまいち実感はわかなかったけど。

「そして現在、すずみさんには多分にその傾けい向こうが現れているのですわ」

「すずみは幼児みたいなもんってわけですか。「むぅ～っ！　誰が幼児だよーっ!?」じゃ、俺が火事の時に嚙まれたのも「無視すんな――っ！」それが原因なんですか？」

　無意識に、俺の手はすずみに嚙まれた左肩をさすっていた。

「はい、おそらく。覚かく醒せい時、すずみさんは強い肉食衝動に襲われていたと推測できます。肉食衝動に襲われた竜は理性的な判断ができなくなり、本能の赴おもむくままに行動します。鋼平さんが食べ物に見えた、というのはその典てん型けいですわね。研究所での暴走も、同じく肉食衝動の発ほつ作さであったと思われますわ」

「すずみ……おまえまさか、研究所でも誰かに嚙みついたのか？」

「か、嚙んでないよ！　トラスト・ミー！」

「……Reallyリアリイ?」

「イエース！」

　両手でサムズアップしたすずみの目は軽く泳いでいた。……覚えてないな、こいつ。

「ご安心ください。研究所で負傷者が出なかったのは、先日報道された通りですわ」

　中司さんが請け合ってくれたし、とりあえず信用しようか。

「なるほどね。それで朝から一人生肉パーティーしてたわけな？」

「うぅ～……こんな楽しくないイベント、パーティーなんて言わないよ」

　すずみは眉み間けんに深々としわを寄せ、親の敵かたきでも見るような目で生肉の山をにらんだ。

「まぁ、そーゆーことよ。……さ、すずみん。キチンと全部食べなさい」

「で、でも、蓮華ちゃ～ん……わたし、生肉ホントに苦手で」

「好き嫌いはダメよ、すずみん！」

　ドンとテーブルを叩き、蓮華は厳きびしい表情ですずみを見すえた。

　まるで世話焼きの母親や姉みたいな怒り方だ。

「あぁ、鳴神さんって弟妹が多くて、自宅だとあんな感じでお姉さんやってるらしいですよ。……ちょっと、意外ですよね？」

「へぇー、お姉さんね。たしかに意外……って荒気!?」

「おはようございます、白石くん」

　危うく飛び上がりかけた俺の右隣で、荒気が笑っていた。

「ビックリした。おまえ、音もなく現れるなよ」

「あはは、すみません。神しん出しゆつ鬼き没ぼつが僕の売りですので」

　悪気はなさそうだけど……こういつも唐とう突とつに出現されてたら心しん臓ぞうに悪いぞ。

　俺達がそんな会話をしてる間にも、蓮華の追つい及きゆうは続いていた。

「好き嫌いとかじゃなくて、その、えと……あ、あれだよ！　しゅ、宗教上の理由で、生臭モノはちょっと食べられな――」

「すずみん、昨日の晩、あなた豚の生しよう姜が焼きパクパク食べてたわよね？」

「え、えと～……わたしの宗派は、牛を食べたらダメって言うか～……」

「へぇ？　じゃあ昨日のお昼に食べてたハンバーガーは何の肉だったの？」

　鋭いツッコミの連続に、すずみの顔には明らかな焦りが浮かぶ。

「ふえぇ……蓮華ちゃんが怖いよぅ。こうちゃん、黙ってないで助けて～」

「悪いけど、そりゃ無理だな。俺はもう補習に行かないといけないんでね」

　俺がトレーを持って立ち上がると、すずみは慌てた様子で食堂の時計を見上げた。

　確認するまでもなく、そろそろ補習へ向かうべき時間だ。

「ちょ、ちょっと待ってよこうちゃん、わたしも行くから！」

「ダメよ、すずみん。お残しなんて絶対ダメ。世の中にはね、食べたくても食べられない人がたくさんいるのよ？　食べ物を粗そ末まつにしたらバチが当たるわ！」

　立ち上がりかけたすずみの制服を、蓮華の右手がガッチリつかんでいた。

　なんか、お姉ちゃんっていうかおばあちゃんみたいな説教だな。

「ひぃっ！　蓮華ちゃん、目！　目が怖いよ！」

「どうしても自分で食べられないって言うんなら、あたしが食べさせてあげるわ。はい、すずみん。あ～んして。あ～～ん」

　すずみの口元へ、生肉をつまんだ箸はしが突きつけられる。

「い、いや！　生はいや！　せめて……せめてタタキにして～～っ！」

　がんばれよ、すずみ。せっかくの機会だ、おまえも好き嫌いを克こく服ふくしたらいいよ。

「へールプ・ミィ～～～～ッ！」

　背後から響く悲痛な叫びを聞きながら、俺は後ろを見ないように食堂を出た。




　結局すずみは補習に現れず、刀塚野先生から補習の補習を言い渡されたのだった。




　　　　　◆




「はぁ……はぁ……」

　肩で大きく息をしながら、道どう着ぎ姿の蓮華はこちらをしかと見すえている。少しずつ整っていく呼吸。これまでの経験から、あと何秒かで蓮華が踏み込んでくるのがわかる。

　試合の残り時間は少ない。おそらく次は全力攻撃になるはずだ。

　俺もダメージで乱れた呼吸を整え、全身を鋼こう化かして攻撃に備える。

　蓮華の呼吸が、止まる。グッと前ぜん傾けいを深め、足を踏ん張り――跳んだ。

「でぇえええええいっ！」

　間合いは一瞬で詰まり、裂れつ帛ぱくの気合いと共に雷光をまとった拳こぶしが襲い来る。

「痛ぅっ！」

　激しい衝撃を受け止めたガードの向こうで雷光が閃ひらめき、バチンッと空気が弾はじける音が鼓こ膜まくに響く。顔面への一撃は防いだけど、蓮華のことだ、すぐ次が来るはず。

　しびれる両腕を決して下げまいと、さらにガードを固めたのだが、

「うげっ！」

　ガードしていない右脇わき腹ばらに蓮華の左拳がめり込み、俺の口から苦く悶もんが漏れた。

　突き刺すような感電のショックと打撃の鈍どん痛つうに、体がくの字に折れ曲がる。

「てぇりゃぁあっ！」

　間かん髪はつ入いれず、第三撃の右拳が顔面を襲う。必死で防いだものの、体が浮くほどの一撃に両腕のガードが開いてしまった。

　これじゃ次は防げない！　焦る俺の視線の先で、蓮華は大きく息を吸い込んでいた。

　勝ち誇ほこった蓮華の顔。彼女の右足が黄金の雷を纏まとっている！　うわ、ヤバッ！

「よーし、そこまでだ！」

　まさにその時、というタイミングで、終了を告げる高山先生の声が武ぶ道どう館かんに響いた。

「ぷはぁっ！　…………た、助かった」

　緊張の解けた俺は、ガックリとその場に膝をついた。

「はぁはぁ……あぁもうっ、また仕留め損なった！」

　ビシャ――ンッ！

　蓮華が悔しそうに地じ団だん駄だを踏むと、激しい落雷のような閃せん光こうと音が武道館を震わせた。

　……うおぉ、最後の一撃もらわなくて助かった。

　汗まみれで荒い息を吐きつつ、俺達はお互い一礼して試合を終えた。




「すごいねすごいね、蓮華ちゃん！　あとこうちゃんも！　二人とも、とーってもカッコ良かったよーっ！　あ、疲れたでしょ？　タオルどーぞ」

「ありがと」「さんきゅー、すずみん」

　今日の授業は、すずみにとって人生初の竜気道体験である。

　もっとも、すずみはど素人しろうと＋暴走しかねない危険人物だ。いきなり生徒と組み手させられるわけもなく、今回は見学ということになっていた。

「今のが蓮華ちゃんの竜気力なんだね～……かっこいいなぁ。なんかこう、アクション映画とか、ヒーロー物の殺た陣てみたいでさ！」

「ふふん、見る目があるじゃないすずみん！　今回の技は『実験戦隊チャレンジャー』で、防御自慢の敵幹部『超ちよう鋼こうアーマー・メタルアストロン』と戦った時のレッドを参考にしてみたの。激しいラッシュでガードを崩して、ラストに一撃……ってね」

　やっぱり敵扱いかよ。得意そうに胸を反らす蓮華の言葉に、俺はガックリした。

「すごいなぁ……わたしみたいにブレス吐くだけが竜気力じゃないんだね」

「そうね。竜気力の発はつ現げんって、ホントに人それぞれだから。たとえば火竜なら火、雷らい竜りゆうなら雷って感じで、力の属性は竜種で決まるの。でもね、力の属性は同じでも、火や雷をどう使えるかは個人個人で違うのよ」

「そうなんだー。じゃあ、蓮華ちゃんはブレス使えなかったりするの？」

「もちろん使えるわよ。……でも、なんかブレスって『敵の技』って感じがするじゃない？　だから、あたしは基本的にブレスは使わないって決めてるのよ」

「て、敵……あぅぅ」

　蓮華の言葉に、すずみはガックリと肩を落とした。

「え？　あ、別にすずみんが敵って言ってるわけじゃないわよ？　なんて言うか、あたし個人のイメージって言うか～……とにかく、すずみんはいいの！」

「あれ？　そこフォローするんだね。……俺は敵扱いなのに」

「鋼平うるさい」

　こうも明確に扱いが違うと、いっそ清すが々すがしいね。

「そ、それに……そうだ！　すずみんはⅠ種なんだから、ブレス以外にも竜身が使えるはずなのよ。……あ、いずれ使えるようになるって言うべきかしら？」

「リュウシン？　なにそれ、カッコイイ響きだね！」

　凹へこみ状態から一転、すずみは興きよう味み津しん々しんって顔になった。現金なこって。

「竜身ってのは、Ⅰ種だけが使える極めて強力な固有能力のことだ。こいつの有無が、Ⅰ種とⅡ種の最大の違いとも言えるな」

　すずみの質問に答えたのは、後ろから来た高山先生。

「へぇ～、なんかすごそうですね。それってどんな力なんですか？」

「すごそう……って、おまえ、そんな他ひ人と事ごとみたいに」

　すっとぼけたすずみの反応に、高山先生はケラケラと笑った。

「あぁ、すごいぞ。竜の身体と書いて、竜身だ。それが具体的にどんな力かっつーと……ま、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずだな。霧生、ちょっと見せてやれ」

　高山先生が声をかけると、霧生さんは「はい」と小さく頷き、眼鏡を外した。

「すぅ……ふぅ……」

　目を閉じた霧生さんは、何度かゆっくりと肩を上下させ……キッと目を見開いた。

　彼女の露つゆ草くさ色の双そう眸ぼうが鮮やかな青い光を放ち、同時に左腕が大きく振るわれる。

　ざわっ、と玉組生徒から驚きよう愕がくの声が上がった。

　肩と水平に伸ばされた彼女の左腕は、氷で構成された巨大な左腕……というか、絵画などに描かれる龍神様の『左ひだり前まえ肢あし』そっくりなものに覆おおわれていたのだ。

「あれが、霧生の……」

　蓮華がゴクリとのどを鳴らしたのが、妙にハッキリ聞こえた。

「これが、私の竜身。『氷こおりの爪つめ』って、私は呼んでる」

　普段通り淡々と紡つむがれる言葉に、俺達玉組一同は声もなく、ただそれを……、

「すごい……すごいすごいすっご――いっ！　わーわー、それすっごくカッコイイね、雫ちゃん！　もう、すっごく強そう！」

　すずみは頰を上気させ、猛もう然ぜんと霧生さんに駆け寄って褒ほめ称たたえた。

「あぁもう！　空気読め、アホすずみ！　ここは黙って静かに驚くとこだろうが！」

「なによ――っ、すごいのをすごいって言ってなにが悪いのさ――っ！」

　一気に弛し緩かんした空気の中、蓮華以下クラスメートはため息を吐き、霧生さんはクスクス笑い、高山先生は腹を抱えてケタケタ笑ったのだった。




　霧生さんによる竜身披ひ露ろうの衝撃も収まり、玉組生徒一同は基礎練習を再開した。

　その傍かたわら、武道館の入り口付近に陣取ったすずみと我ら『すずみんをしつけ隊』は、高山先生の前で正座させられていた。

「――さて穂村、竜身がどんなものか見たところで、ちょいとお勉強タイムだ」

　勉強、という言葉を聞いた瞬間、すずみの表情が露骨に曇くもる。

「そうわかりやすく嫌そうな顔をするなよ。勉強ったって、数式も年号の暗記も出やしねえよ。今からするのは竜気道の基本の基本、初心者向けの軽～い解説だ」

　苦笑いを浮かべながら、先生はゲンコツを作って軽くすずみの頭を打った。

「うゆっ！　……あうぅ、すいません」

　あ、ベソかいてる。……見た目と違って、痛かったようだ。

「穂村、おまえも見ていてわかったと思うが、竜ってのは全員出来ることが違う。特におまえら玉組は、能力の強弱以前に属性がバラバラだしな。だが、登龍門含め全ての竜科学校は、生徒に竜気道という共通の教えを課している。不思議に思わねぇか？」

「不思議です！　なんでですか？」

　ゲンコツが効いたのか、すずみは元気よく答えた。……いや、たぶん素だな。

「良いお返事だ。答えは簡単。表面上は違って見えても、力の根っこが共通しているからだ。どう使うかは全員が違っても、竜気を吸って力に変換するという一点において、竜は全員共通ってことだな。竜気道の基本にして極ごく意いは、ここにある」

　高山先生は自分の胸に手を置いた。その手が、呼吸に合わせて上下する。

「……ここ、ですか？」

　不思議そうな顔でそれをマネたすずみに、高山先生は小さく頷いた。

「そうだ。竜気道の極意、それは呼吸だ。繰り返しになるが、おまえ達の竜気力は竜気を吸うことで生み出される力だ。つまり、竜気力は呼吸抜きには成立しない。

　でな、竜気を集める呼吸の力を『呼吸力』と呼ぶ。要するに、『竜気力』が出力で、『呼吸力』は入力だな。この二つが竜の力を示す二大項目で、竜気道の教えの両輪だ。

　ま、何故か世間じゃ竜気力ばかりが注目されて、おまえらの格付けも竜気力基準なんだが……竜気道の授業では、主に呼吸力を鍛きたえることに主眼を置いてんだ」

　あぁ、なるほど。個人でバラバラの竜気力は、自分で使って制御を覚えるしかなさそうだけど、呼吸力は基礎トレーニングで肺はい活かつ量りようを鍛えれば上げられそうだ。

　んで、入力の呼吸力が上がれば、出力の竜気力も向上するって寸すん法ぽうか。

「呼吸ですかー。あ、そう言えば、わたしは竜気の吸い過ぎでブレス吐いちゃうんですよね。それも呼吸力に関係するんですか？」

「あぁ、大いにな。ついでに説明すると、おまえらⅠ種とアタシらⅡ種の大きな違いの一つが呼吸力の違い、主に竜気の取り込み効率の違いなんだよ。分かりやすく比較するとだな……おい鳴神、おまえの呼吸力はいくつだ？　入学前に測った数値でいいぞ」

「えっと、七百五十一です」

　蓮華がためらいがちに答えると、高山先生は頷いた。

「じゃあ穂村、おまえの呼吸力は覚えてるか？」

「え、はい。たしか……二千ちょっとだったと思います」

『二千っ!?』

　すずみの言葉に、俺達や周りのクラスメート全員が驚きの声を上げる。

「うそ……あたしの、三倍弱？　すずみん、そんなにすごかったの？」

　愕然とした蓮華に、すずみは少し申し訳なさそうに「うん」と頷いた。

「そんだけの勢いで竜気が入ってくるんだから、そりゃ暴発もするよね」

　俺が呆れると、すずみの口が「むぅ」とアヒルのように伸びる。

　全員の反応が期待通りだったらしく、高山先生は楽しげに続けた。

「それが穂村の抱える問題だな。今は要石で抑えているようだが、いずれは自力で暴発を抑えられるようにならねぇとな。いいか、おまえらに竜気道を教えるのは、竜気力の強化が目的じゃねぇんだ。竜気道の究極の目的は、竜気力という強大な力を自らの意志で制御し他者を傷つけないこと、だからな」

　他者を傷つけない、か。渋い顔してるけど、すずみには耳の痛いことだろうな。

「何を他人事みたいな顔してやがんだ、白石。制御出来てないって意味じゃ、おまえも穂村と変わらんだろうが」

　ゴツン。

　鈍にぶい衝撃が俺の全身に走り、頭からつま先までしびれる。鋼化してるのに！

　こ、これが剛ごう竜りゆうの力……単純な腕わん力りよくなら全竜種最強って話はホントみたいだ。

「ぐおぉ……で、でも先生。俺の能力じゃ、誰も傷つけられませんけど？」

「バカタレ。それは能力の特性で、おまえの手柄じゃないだろ。いいか、『出来ない』ことと『出来るがしない』ことは全く別で、おまえは前者だ。努力しろ」

　くぅ……すずみのついでに怒られたじゃないか。恨むぞ、おい。

「へへ～ん、怒られてやんの。鋼平ってば、カッコ悪～い」

「おまえもだ、鳴神」

　蓮華の後ろ頭にも、高山先生の平手が飛んだ。

「うぅ……な、なんでですか？　あたしはちゃんと制御出来てるじゃないですか！」

　両手で叩かれた頭をさする蓮華の両目の端に、涙が光っている。……痛そう。

「やれやれ……鳴神、何のためにおまえと白石を組ませたと思ってんだ？」

「え？　鋼平があたしの全力攻撃に耐えられるから、じゃないんですか？」

「半分正解だが、それじゃ不十分だな。おまえの竜気力は九百くらいだったよな？」

「はい。正確には、九百二十五です」

　これまた、ざわりと周囲が息を吞む。それも無理のない数値だった。

　Ⅱ種の平均的な竜気力は百から百二十で、国内トップの登龍門ですら学内平均は三百程度だったはず。たしか五百超えれば輝き章しようが与えられるって話なのに、蓮華はその二倍近い九百オーバー。蓮華って、やっぱりすごい奴なんだな。

「対して、呼吸力二千を誇る穂村の竜気力は千ちょいだ。つまり、おまえの竜気力はⅠ種にかなり肉にく薄はくしてるってことだな。素直に感心するレベルだよ」

「蓮華ちゃん、すごい！」「おー、ホントだよな」「ですねぇ」

　高山先生の言葉に、俺もみんなも蓮華に賞しよう賛さんの視線を送った。

「それはその……どうも。き、鍛えてますから」

　照れくさいのだろう、蓮華は頰を染めてそっぽをむいた。……かわいい反応だね。

「だが、その高い竜気力が、同時におまえの問題でもある」

「え？　それって、どういう意味ですか？」

　賞賛から一転、問題扱いされた蓮華は不満げな声を上げた。

「わからんか？　おまえは呼吸力が全く足りてないんだよ。さっきの試合もそうだ。最後の連撃、おまえは白石のガードを崩したのに倒せなかっただろ。それは何故だ？」

　反論しかけて、蓮華はグッと言葉に詰まった。その理由は俺にもわかる。

　蓮華の攻撃力はたしかにすごい。一発の威力は高いし速度もある。ただ、蓮華の強力なラッシュにはちょこちょこ間が空くことがある。息が、切れるんだ。

「わかったようだな？　おまえの問題点は、呼吸力と竜気力のアンバランスからくる持久力不足だ。それから、常に全開で攻撃しようとするピーキーな性格だな。だから白石を押していっても、あと一歩で息が切れるんだよ」

　性格まで指摘され、蓮華の眉み間けんに刻まれたしわがさらに深くなった。

「だがまぁ、アタシはおまえの常に全力って姿勢は嫌いじゃない。その姿勢は買った上で、自分の短所を自覚させるために、おまえを白石と組ませたんだからな」

　高山先生はニヤリと笑い、蓮華と俺を交互に見た。

「賭けてもいいが、おまえに相応の呼吸力があれば今の白石なんざ十秒で倒せるぞ」

「「え？　ホントですか？」」

　声は重なったけど、俺と蓮華が言葉に込めた意味は正反対だろう。

「あぁ、ホントだ。その証拠に、おまえとさほど竜気力の変わらん穂村は、白石をポコポコはね飛ばしたり燃やしたりしてるだろ？」

「た、たしかにそうですね……！　そっか、あたしに足りなかったのは、瞬間的な出力じゃなくて、それを維持する時間だったんだ」

　うおぉ、ちょっと止めてよ高山先生。蓮華の瞳に火が入っちゃったよ？

　俺の抗議の視線にも、先生は面白そうな顔をするばかりだ。くっ、確信犯か。

「んで、白石の問題はそのまた逆だな。おまえの竜気力は九十ちょっとだったよな？　それで、呼吸力はいくつだったっけ？」

　え、その話題振ります？　高山先生ってば、相変わらず楽しそうなお顔ですね。

「……八百九十ですけど」

『え、ええぇ――――――――っ!?』

　またもみんなの驚きよう嘆たんが響き渡る。うー、そう言われるだろうから黙ってたのに。

「噓でしょ!?　あ、あたしより百以上高いって、どういうことよ!?」

　蓮華に至っちゃ向日葵ひまわり色の瞳がまん丸になってて、ちょっと笑えるくらいだ。

「いいねぇ、おまえら。期待通りのリアクションだ。つまりな、白石の異常なまでの耐久力は、高い呼吸力に起因するわけさ。もっとも、集めた竜気を自分の鋼化以外に使えてねぇから、白石の竜気力は低いんだけどな」

　クラスメート達の視線が痛い。そんなに驚かなくてもいいじゃないか。

「すごいすごい！　こうちゃんって冗談みたいな頑丈さ以外にも取とり柄えがあったんだね！　って、いった――いっ！　うえーん、褒めたのに叩かれた――っ！」

「今のは絶対褒め言葉じゃないだろ！」

「……夫婦めおと漫まん才ざいはともかく、白石の問題は集めた竜気を使い切れてないとこだな。鳴神とは入出力が逆だが、白石も力のアンバランスっていう同じ問題を抱えているわけさ。これも、おまえらを組ませる理由の一つだな」

　片や入力不足の蓮華、片や出力不足の俺。なるほど、一見逆だが同じ問題か。

「えぇと、つまり同じ問題を抱えている者同士、仲良く克服しろってことですか？」

　俺の言葉に、蓮華が「あんたと仲良く？」と不満そうな表情を浮かべ、高山先生はニヤニヤしながら「ま、そういうこった」と頷いた。

「おっと、おまえの問題は他にもあるぞ。白石、たしかにおまえの鋼化は強力で、耐久力には目を見張るものがある。持続時間も長い。だが、鋼化の範囲や強度は本能まかせで、自分で制御してるわけじゃない。そういう意味じゃ、おまえは穂村と変わらん」

　今度は俺とすずみが一緒？　驚いてすずみを見ると、あっちも俺を見ていた。

　おそろいだね、とでも言いたそうな顔だ。……ちょっと不本意。

「でも先生、どうしたら問題解決になるんですか？　俺の能力って、竜気力が上がったり制御が上う手まくなったりしても、硬さが変わるだけなんじゃありませんか？」

「こうちゃん、そんなの簡単じゃない」

　俺が悩んでいるというのに、すずみはあっけらかんと俺の肩を叩いた。

「こうちゃんの力って、自分が絶対ケガしないじゃない？　それって、もう一歩進めれば、誰かが傷つかないように出来る力、誰かを守れる力になるんじゃないかな？」

「はぁ？　誰かを守れるって、具体的にはどうすんだよ？」

「ん？　んん～～……そうだ、こうちゃんと手をつないでいれば、転んだ時にケガをしない！　とか？　あとあと、割れ物注意な荷物を安全に……って、いった――っ！」

「俺は緩かん衝しよう材ざいか！　つか、二つ目でもう対象が人じゃねえよ！」

「うえーん、こうちゃんがぶったーっ！　せっかくアイディア出したのにーっ！　もう、誰も傷つけないが聞いて呆れるよ！　こうちゃんの手は硬い分痛いんだよ！」

　騒ぐ俺達を、高山先生やみんなは苦笑いしながら見ていた。




「さて。じゃあ穂村にも、竜気道の組み手をちょいと味わってもらおうか」

　授業後半、組み手が一回りしたところで高山先生が突然そう切り出した。

「えっと……先生、わたし武道の経験ゼロだし、竜気力も制御できないから、相手の人に迷惑がかかるんじゃ……」

「心配するな。今日おまえが相手にするのは人間じゃない。カカシだ」

「カカシ？」

　不思議そうなすずみと同じく、俺も一緒に首を傾げた。

「あぁ、カカシってのは動くマネキンみたいなもんだ。富士でしか作れない不思議な代しろ物ものでな。サンドバッグや巻わらと違って、適度に動くから実践的な練習相手になるし、多少やり過ぎてもケガをする心配もない。要するに、おまえみたいに危険な初心者の相手にはうってつけの便利な道具ってことだ。……ま、その分高価だがな」

　高山先生が説明しているうちに、何故か刀塚野先生がカカシらしい人形を載せた台車を押してきた。ぱっと見、等身大のデッサン人形って感じだ。

「おぅ、ごくろうさん。ちゃんと頼んだように調整しといてくれたか？」

「えぇ、攻撃設定は最弱、守備設定は中間レベルでよかったんですよね？」

　答える刀塚野先生は、いつもより明らかに丁てい寧ねいな態度と口調だった。

　担任と副担任、立場的には刀塚野先生が上っぽいのに……どうやら、教師の間にも先輩後輩的な力関係というのはあるらしい。

「ＯＫだ。じゃあ穂村、結界に入れ。……おっと、要石は外してな」

　すずみは霧生さんから借りたネックレスを外し、おずおずと試合用の結界に入った。

「起動」

　刀塚野先生が静かにカカシの背を押すと、巨大デッサン人形はカタカタと揺れだし、突然ひょいと立ち上がった。

『おぉっ！』

　俺を含め、玉組一同から歓声が上がった。みんな見るのは初めてみたいだな。

　驚き見つめる俺達の前で、カカシは危なげない足取りで結界へと入っていった。

「こうちゃん、すっごいね！　今の見た？　魔法みたい！」

　対戦相手のすずみも大だい興こう奮ふん。まぁ、わからんでもない。実は俺も興奮してるし。

　子供みたいにわかりやすく興奮しているすずみの正面に、カカシが立った。

「よし、じゃあ始め！」

　開始の合図に、カカシが意外なほどすばやい動きで前に出る。

『おおぉっ！』

　すごい、ちゃんと武道っぽい動きをしてる！　クラスの誰もが感動した。

　富士の生んだ奇跡的技術の結晶、カカシは右腕を大きく振りかぶり――。

「へっきしっ！　（ゴオォォッ！）」

　すずみんブレスの餌え食じきとなった。

『か、カカシ――――ッ！』

　燃えさかり崩れ落ちる彼の姿が、俺には他人事だと思えなかった。

　うぅ……さようなら、我が同志。おまえの痛みをわかってやれるのは俺だけだ。

「あ、あわわ……ご、ごめんなさ――い！」

　結界の中央では火だるまとなったカカシが煙を上げ、半泣きのすずみが悲鳴にも似た謝罪の声を上げる。そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの中、霧生さんが消火活動を始めた。

　……鎮火した頃には、カカシはただの消し炭になっていた。

「…………ご、ごめんなさい」

「……ま、壊しちまったもんは仕方ねぇさ。アタシも不注意だったしな」

　小さくなっているすずみの頭を、高山先生は優しくなでた。

　高山先生、見かけによらず優しかったんですね。

「というわけで白石、穂村のしつけ係として、たっぷりと練習台になってやれ」

　笑顔で振り返った高山先生だったけど、目が一切笑っていなかった。

「ちょ、ちょっと先生――っ!?」

「それじゃあこうちゃん、おねがいします！」

　ひどい目に、遭いました。










　　　第四章　食事療法と荒療治







　時は流れて、五月の末すえ。空気はどことなく初夏の匂いだ。

　突然のすずみの転入から三週間あまり。すずみはすっかりクラスになじんでいた。

　この三週間で、我々一年生一同は中間試験という一大イベントを経験、日頃の研けん鑽さんを試された。補習と試験勉強に明け暮れる日々の中、すずみだけでなく、我々も一回り大きく成長したのではないか、と思う今日この頃なわけです。

　さて、肝心なすずみのしつけ具合はというと、こちらもなかなか良い感じである。

　我ら『すずみんをしつけ隊』のしつけの成果か、すずみの努力の賜物か、はたまた要かなめ石いしが効いただけなのか。すずみの暴走はハッキリと減少傾けい向こうを示していた。

　まぁ、時々は俺おれが燃えるような事件もあったけど、概おおむね問題なし（蓮れん華げ談）。

　このまま、穏やかに日々が過ぎてくれるのではないか。

　俺がそんな期待を抱いだき始めた頃に、あの忌いまわしい事件は起こった。




　　　　　◆




「……猫？」

「そう、猫よ。野良猫。あたしもけっこう見かけるのよね」

　俺が聞き返すと、蓮華は「にゃお」と招き猫っぽい手招きをした。

「そうかなぁ？　俺は気がつかなかったけど」

　五月最後の一週間が始まった月曜日、夕食時の食堂でのこと。

　いつものように俺、すずみ、蓮華、荒あら気きという四人で食事をしていたのだが、話題が途切れたところで蓮華がその話を振ってきたのだ。

　曰いわく、「最近、学生寮の周りに猫が増えた」と。

「あぁ、そう言われてみれば、僕ぼくも最近よく猫を見かけますねぇ」

「ほらね？　鋼こう平へい、あんたやっぱり鈍にぶいんじゃないの？」

「鈍いってなんだよ、失礼な」

　俺がにらみ返すと、蓮華はニヤッと笑ってからすずみの方を向いた。

「すずみんも見たでしょ？　かわいいにゃんこ」

「えっと……どう、だったかな？　見たような、見なかったような……」

　すずみは蓮華の方は見ず、窓の外へと視線を流した。

「……すずみん？　どうかしたの？」

「え？　べ、別にどうもしないけど？」

　蓮華が顔を覗のぞき込むようにすると、すずみは慌てた様子で首と手を横に振った。

「ホントに？　もし体調が悪いんだったら、無理しちゃダメだからね？」

「うん、心配してくれてありがとー蓮華ちゃん。ホントにだいじょぶだから！」

「そう？　それならいいんだけど」

　明るく笑ったすずみの表情に、蓮華はひとまず安心したようだ。

「うん、心配ないない。わたしってば丈夫なのが売りだから！　あ、でも猫さんは見てみたいよねー？　裏庭のどの辺りに出るのかな～？」

　すずみは笑顔を張り付けたまま、猫を探すように窓の外へ視線を向けていた。




　…………怪しい。




　　　　　◆




「――どうしてあたしがコソコソ隠れなきゃいけないのよ？」

　物陰に隠れて裏庭を監視すること五分、せっかちな蓮華は早くもブーたれ始めた。

　現在時刻は午後八時過ぎ。本来なら風呂に入るか部屋でゴロゴロしてる時間だ。

　今隣で不満そうにしてる蓮華も普段は風呂に向かう時間だそうで、服装はＴシャツにホットパンツという完全な部屋着モードだ。薄着でちょっと目のやり場に困る。

「ちょっと静かにしてろ蓮華。俺の予想が正しければ、奴は必ず現れる」

「……はぁ、わかったわよ。けど、これで来なかったらあたし達ただの不審者よ？」

　ため息を吐つき、蓮華は裏庭に視線を戻した。




　夕食の後、俺は蓮華を呼び出した。……すずみが明らかに怪しかったからだ。

「風呂に行くふりでもして、すずみに気付かれないように裏庭に来てくれ」

　食堂を出る間ま際ぎわ、そう耳打ちした時の蓮華の反応も大たい概がいおかしかったけどな。ビクッと肩震わせたり、赤くなったり、あげく意い図とを説明したらひっぱたいてきたり。

　まぁでも、蓮華は律りち儀ぎに風呂の準備というカムフラージュをし、裏庭へ来てくれた。

「さて、蓮華が部屋を空けて十分少々か……奴はそろそろ動くはずだ」

　油断なく身を隠す俺の横で、蓮華が何度目かのため息を吐いた時だった。

「白石くん、ホントにこっちに向かって来ましたよ！」

「うわっ！　ビックリした！　……い、いきなり出てこないでよ荒気！」

「あ、ごめんなさい鳴なる神かみさん。でも、僕もビックリしちゃいまして」

　荒気には非常口の監視を頼んでたんだけど、ビンゴだったらしい。

「やはり来たか。さぁ二人とも、ここからは静かに頼むぞ」

　ここまではこちらの予想通り。さぁ、来い。

　俺達が固かた唾ずを飲んで見守る中、ついにすずみが裏庭へ姿を現した。

　キョロキョロと辺りを窺うかがうという、思い切り不審な行動をしながら現れたすずみは、裏庭の端はし、並木や草むらが広がる方へゆっくりと歩き出した。

「ほ、ホントに来た。すずみんってば、もう」

「待て蓮華、静かに。もう少し待って、完全に現場を押さえるんだ」

　俺達が監視する中、すずみは暗がりに近づくと足下に何か置く。生肉、だな。

「みんなーっ、ごはんの時間だよーっ」

「「「……っ！」」」

　その光景に、俺達は息を吞んだ。

　――猫だ。暗がりから湧き出すように、たくさんの猫が現れた。

　その数は、ざっと十を下らない。うわ、予想以上に多い！　特盛り猫天国だ！

　あいつ、やっぱり嫌いな生肉を猫に食わせてやがったな。

　最近、すずみが文句も言わず、それもかなり早く生肉を減らしているのが怪しいと思ってはいたんだ。そこへ来ての、あの噂うわさ。そして噂を聞いたすずみの反応。

　あまりに予想とピッタリで、もう苦にが笑わらいしかできねぇ。……っと、あれ？

「ちょっと、鋼平……あれ、猫だけじゃないわよ」

　蓮華の言葉通り、現れたのは猫だけじゃなかった。犬もいるし……あれは、狸たぬき？

　無数の野生動物達が、まるで警戒した様子もなくすずみに群むらがっている。
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　すずみは地面にひざをつき、持参した餌を森の動物達に差し出していた。

　マジかすずみ、なんだこの冗談みたいな光景？　ここは野生の王国か？

　……ま、まぁいいや。現場は押さえたし、あとはもう叱しかり飛ばすだけ。

「す～ず～み～ん～～……っ」

　怒ど気きも露あらわに蓮華が立ち上がり、すずみの方へ歩き出す。

　俺も蓮華に続こうとしたのだが……その瞬間、空気が変わった。

　すずみを中心に、何とも言えない嫌な気配が広がり、それまで楽しげに餌とすずみに群がっていた動物達が一斉に跳びすさり、クモの子を散らすように逃げ出した。

　その間にも蓮華はどんどんすずみに近づき、ついには肩へ手をかけた。

「ちょっと、すずみん！　あんたなんてことしてるの？」

　肩を揺さぶる蓮華に応えず、すずみはひざをついたままの姿勢でうつむいている。

　心しん臓ぞうが握られたような息苦しさを感じる。この感じ……似ている、あの時に。

　フラッシュバックのように、燃えさかる炎を背負って笑うすずみの顔が浮かんだ。

「やばい、蓮華！　すずみから離れろ！」

「はぁ？　鋼平、あんた何を――」

　言葉は最後まで続かず、蓮華の体は冗談のようにポーンと空へ舞い上がった。

「きゃぁあああああああああああああああああぁぁぁ――――――…………っ!?」

「蓮華！」「鳴神さん！」

　蓮華はかなり高くまで投げ飛ばされたらしく、荒気はフライを追う外がい野や手しゆのように、上を見上げたまま遠くへと走って行った。

「あれれ、こうちゃんだ～？」

　振り返ると、いつの間にか目と鼻の先にすずみが立っていた。

　その手には、大量の生肉がわしづかみにされている。

　炎のように朱あかく光るすずみの眼に、俺は背せ筋すじが凍るような寒さむ気けを感じた。

「おまえ……その肉……」

　恐怖でまともに声すら出ない。俺のうわずった声に、すずみはフッと笑った。

「あはは、見つかっちゃったかぁ～……うん、実は動物さん達に食べてもらってたの。ほら、わたしって生肉苦手だったからさ」

「お、おいおい。苦手だからって、やっていい事と悪い事がある、だろ？」

「うん、ホントにそうだよねぇ……なんで、そぉんなバカなことしてたのかなぁ？　だってほら、お肉って、こ～～んなに、美お味いしいのにねぇ？」

　そう言うやいなや、すずみは手に持っていた大量の生肉を吸い込むように頰ほおばり、ろくに咀そ嚼しやくもせずに飲み込んでしまった。……蛇へびみたいだ。怖ぇ。

「行儀が悪いぞ、すずみ。それに、ちゃんと嚙かまないと消化に悪いんじゃないか？」

　ペロリと掌てのひらを嘗なめているすずみが怖すぎて、俺は一歩ずつ後ろに下がった。

「心配ないよ、こうちゃん。わたしってば丈夫だから。胃いとか、腸ちようとか。……けど、足りないなぁ。ずっとお肉食べてなかったからかな？　今のじゃ全然足りないよぉ」

「へ、へぇ？　それじゃ、食堂行こうか？　もしかしたら、まだ残り物が……」

　笑顔で迫せまりくるすずみの眼に見すえられ、俺の足が、止まった。……動けない。

「そんなのいいよ。えへへ、二人っきりだね、こうちゃ～ん」

「す、すずみ？」

　すっと、すずみの右手が俺の肩へと伸び、しなやかな指先の感覚が触れた。

　とろんとした表情で俺を見上げるすずみの頰は上気し、朱の光を宿した大きな瞳は潤うるみ、少し開いた艶つややかな唇くちびるからは甘い吐と息いきが漏もれている。

　襟えり元もとからはきめ細かな白い肌がのぞき、ピッタリしたシャツのおかげで、同年代の女子と比べて一際発育の良い肢し体たいのラインがくっきりと！

「やっぱり、こうちゃんの匂い大好き。……本当に、良い匂い……」

　すずみは俺の胸元に顔を寄せ、すぅと匂いをかいだ。……な、なんかエロい。

「もう、我慢できないよ……わたし、こうちゃんがほしいな」

　抱き合うほどに近いすずみからは、えも言われぬ良い香りがした。

　すずみ相手に、胸がこんなにも高鳴るなんて……こいつ、本当にすずみなのか？

　先ほどまで感じていた悪お寒かんは消え、今俺の胸を満たすのは、なんとも言えない甘あま酸ずっぱい感情だ。俺、色香に惑まどわされてるのか？　いや、これはひょっとして……？

「えへへ、つっかま～えた」

　ガシッと、すさまじい力で両肩がつかまれた。ぬぉ、身動きが取れん！

「すずみさん、あの、すごく痛いんですけど。……おい、ちょっと！」

　俺の言葉が聞こえていないのか。すずみはただジッと俺を見すえたまま、潤んだ唇にペロリと舌を這はわせた。……舌なめずり、とも言う。

　俺の胸のドキドキは意味を変え、今さらながら恐怖心が湧き上がる。

　この爛らん々らんと光る眼、見覚えがある！　やっぱりあの時と一緒じゃないか！

「えへへ、ホントにとっても良い匂いだよ、こうちゃん。そうだね、例えるなら……。

揚げたてのフライドチキンの匂いとか～、鉄てつ板ぱんの上のステーキにソースをジュ～ッてかけた時の香ばしさとか～。あとは、うなぎ屋さんの前に立った時の、あのなんとも食欲をそそる良い匂いとか……うへへへ、言ってて涎よだれが出てきちゃった」

　本当に、すずみは口の端から垂たれる涎を、ジュルリと音をたてて啜すすり上げた。

「ま、待てすずみ、話せば分かる！　あ、待って！　犬のしつけ的な意味で待て！」

「ダァ～～メ。おあずけはなしだよぉ～。いっただっきま～～す！」

　動けなくなった俺の眼前で、カッと大きく開かれるすずみの口。

　露わになった白い歯の中で、鋭い犬けん歯しが一際強い光を放った。……南無三っ！




「鋼平っ、気合い入れて鋼こう化かしなさいっ！」




　その声に反応できたのは奇跡だったんじゃなかろうか。

　半ば呼吸を忘れていた俺は必死で竜気を吸い込み、それとほぼ同じタイミングで視界が白く染まり、パーンという破は裂れつ音おんが鼓こ膜まくを震わせた。

　肩に食い込んでいたすずみの指から力が抜ける。同時に俺はグイと後ろへ強く引き倒され、地面を数メートル転がされた。……うぅ、乱暴だな。

　尻しり餅もちついたまま見上げてみれば、俺の前には蓮華の背中があった。

「さ、さんきゅー蓮華！　マジで助かった」

「ふん、勘違いしないで。別にあんたを助けたわけじゃないわ。あたしはただ――」

　素そっ気けなく俺に答えた蓮華は、キッと視線をすずみへ向けた。

「すずみんに、さっきの借りを返したいだけよっ！」

　ビリッと蓮華の体から電光が走り、周囲の空間を震わせる。

「もう、蓮華ちゃんってば気が利きかないなぁ。わたしとこうちゃん、二人の時間を邪じや魔ましようなんて、お馬さんに蹴られちゃうよ～？」

　まるで、地の底から響いてくるような声だ。蓮華を見すえるすずみの表情は笑っているように見えたけど、爛々と朱に光る両眼には明確な敵意が宿っていた。

「おい、今の攻撃当てなかったのか？」

「思いっきり当てたわよ。……効いてないみたいだけどね」

「おいおい、おまえの攻撃が効かないって、どんなバケモノだよ？」

「あんたが言う？　あたしのプライド、ズタズタにしたクセに！」

　呆れたように俺を一いち瞥べつした蓮華は、すぐに視線をすずみへと戻した。

「それに、すずみんとあんたは違うと思う。なんか、今の手応えが変だった」

「手応えが変って、どういうこと？」

「わかんないわよ。だから」

　すぅっと、短いけど深い呼吸音が響いた。

「確かめるっ！」

　蓮華は一瞬ですずみの懐ふところへと踏み込み、正拳を叩き込んだ。

　電でん光こう石せつ火か――完全に不意を突いたと思える、近距離からの一撃。

「――もう、蓮華ちゃんってば危ないなぁ」

「「っ!?」」

　だがしかし、あとほんの数センチ、蓮華の拳こぶしは届かなかった。

　両者の間に広がった、朱しゆ炎えんの幕によって阻はばまれたのだ。

　炎の幕はまるで薄いベールのように、一瞬ですずみの体を包み込んでいた。

　変な手応えって、あれで防いでたってことか？

「怖い怖い。蓮華ちゃん、そんなの当たったらケガしちゃうよ」

「一回でダメならっ！」

　立て続けに二撃、三撃と振るわれる裂れつ帛ぱくの拳。

　一いつ閃せんごとに激しい雷光が弾はじけ、一撃一撃に込められた力の大きさが見て取れる。

「……マジかよ」

　しかし、蓮華の拳が薄い炎のベールを突き抜けることはなかった。それどころか、朱炎越しのすずみの表情は、少しの痛つう痒ようも感じていないことを物語っていた。

「こんのぉおっ……！　っ、わわっ？」

　意地の連撃を続けていた蓮華を、翼のように左右へ広がったベールが払いのけた。

　軽々と飛ばされた蓮華の背中が俺に向かって……って、ちょっと！

「おわぁっ？」

「きゃああっ！」

　飛ばされてきた蓮華の勢いに負け、俺は蓮華の下敷きになって背中から倒れた。

「おい蓮華、大丈夫か？」

「大丈夫……だけどっ！　いったい何なのよ、アレは!?」

「いや、俺に言われても」

　すぐにはね起きたところを見ると、ケガはなさそうだな。

　つか、無事なら早くどいてくれ。あなたのお尻が俺の腹を圧あつ迫ぱくしているから。

「だって、あんなの卑ひ怯きようじゃ……って、何あれ？」

　呆ぼう然ぜんとした蓮華の視線の先にいたのは、炎のベールを左右へと広げたすずみ。

　いや、それはベールというか、まるで……。

「炎の、翼？」

　俺と同じ感想を抱いたらしく、立ち上がりながら蓮華は小さくつぶやいた。

　蓮華の言葉通り、優ゆう雅がに広げられた美しい朱色のベールは、まるで飛び立たんとしている鳥の翼のようで、舞い散る火の粉こは朱色の羽根のようだ。

「すずみ……」

　俺は恐怖さえ忘れ、その姿に見入っていた。

　だって、その時のすずみの姿は、もちろん恐ろしくはあったけど、それ以上にキレイだったのだ。幻想的と言ってもいいかもしれない。

「じゃあ、今度はこっちの番だよ。蓮華ちゃん」

　すずみの言葉が終わるのと、ファイアブレスが放たれたのは同時に見えた。

「このっ！」

　とっさの判断だったのだろう。蓮華は自分を狙うすずみんブレスへ雷を放った。

　ドーンともバーンとも表現できるようなすさまじい炸さく裂れつ音おんが轟とどろき、両者の中間で炎と雷が激しくぶつかり、押し合いとなった。

　炎と雷、衝突する二色の力は激しく空気を震わせ、周囲にすさまじい光と熱をまき散らす。その余波か、空気に焦げ臭いものが混じる。

　ぶつかり合う力は、数秒の間均きん衡こうし――次第に優ゆう劣れつが現れ始めた。

「うぬぬぬ……」

　炎に押し込まれ始めた雷に連動して、だんだんと蓮華の表情は厳きびしくなる。力を放つ両腕も、苦しげに震え始めていた。

　対照的に、猛炎を放ち続けるすずみの表情には余裕すら見える。

　数値上、二人の間に大きな竜気力の差はない。

　だが、すずみの圧倒的な呼吸力に対し、蓮華は竜気力に対して明らかな呼吸力不足。

　つまり両者の間には、竜気力の持続時間に大きな差があるということだ。

　あの時の高山先生の指摘が、極めて重い意味を持っていたのだと思い知らされた。

「ヤバ……っ！」

　蓮華の表情が一段と険しさを増した時、炎と雷の均衡は一気に崩れた。

　雷光の筋が弱まったと見えた瞬間、それまで抑え込まれていた炎は支えを失った重量物が倒れるように、蓮華目がけて一気に押し寄せた。

　ズドォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンッ！

　爆音が轟き、熱と光が入り交じる炎の塊かたまりが裏庭の空気を一瞬で灼しやく熱ねつに変えた。




「――あ、あれ？　あたし……なんで無事なの」

「あぁ、無事なのね。そりゃ、なにより」

「は？　……あ、あんた何やってんのよ！」

「何って、そりゃおまえを庇かばってあげたんでしょうが。あちち……」

　もっとも、カッコ良く炎の前に躍り出る時間なんてなかったから、蓮華を地面に押し倒すみたいな格好になっちゃったけど。出来れば誤解しないでほしいな。

「ちょ、ちょっと、大丈夫なの……って、あんた服焦こげてるじゃないの！」

　驚いた様子で、蓮華は俺を押しのけるように上体を起こした。

　うん、この分なら本当にケガしてないようだ。ひとまず無事で良かった。

「大丈夫大丈夫。こんなの蓮華の全力攻撃に比べたら、全然大したことないって」

「……っ！　それは、その…………ごめん」

「え？　あ、いや……」

　あ、あら？　大丈夫だよ～っていうのを軽く言ったつもりなんだけど、なんでそういう素直なリアクションなの？　なんか照れくさいというか、反応に困るだろ。

「こうちゃん、大丈夫ー？」

　俺達は同時にギクリと身を震わせた。

「それにしてもぉ、ひどいんだ～。こうちゃんってば、こ～んな暗い場所で女の子を押し倒しちゃって……わたしの前でそんなことしちゃうんだね？　妬やけちゃうなぁ」

「……いや、すずみ。焼けるのはこっちだぞ？」

「あはは、そうだねぇ。わたしの嫉しつ妬との炎が、こうちゃんを焼くんだね」

　ゆらゆらと体を揺らしながら、すずみがゆっくりとこちらに迫ってきた。

　薄く開かれたすずみの唇からは、すでに燃えさかる炎が覗いている。

　マズイぞ。さっきのブレスを受けた感じ、今のすずみは普段よりも攻撃力が上がっている。至近距離からブレスを受けたら、俺はともかく蓮華が危険だ。

「ちょっと、何事？」「爆発してたぞ？」「うわ、なにあれ？」「きれーい……」

　さすがに騒ぎすぎたらしい。寮の窓や裏庭に続く非常口には、たくさんの寮生が集まり始めていた。炎の翼を広げたすずみは、暗い裏庭ではさぞ目立つことだろう。

「こ、これはすごいっ！　すずみさんの竜気力が、すさまじいことに！」

「信じられない数値ですわ。それに、あの翼は……!?」

　ギャラリーの中には大おお竹たけさんと中なか司つかささんの姿まであった。彼らは手に持った測定器のような機械を見て、驚きよう愕がくの声を上げている。

　どれほどの数値が出ているのか、おそろしくて知りたくもないね。

「観念したみたいだね、こうちゃん。すぅう～～っ……」

　――しまった。他に気を取られて逃げ遅れた。それも致命的に。

　大きな呼吸音に続いて、すずみの口から炎の塊が吐き出された。

　避けることは不可能。蓮華を庇い切れるか、それさえ怪しい。俺と蓮華はすずみが放つ炎をただ見ることしか出来なくて……だからこそ、その瞬間を目撃できた。

　俺達と炎の間に、突然人影が現れたのだ。危ない、と叫ぶ暇ひまさえなかった。

　炎のブレスがその人物に直撃する。それはもう確定事項に思えた。




　ヒュンと、涼やかな風かざ切きり音が響いた。




　ただそれだけで、全てを焼き尽くす勢いだった炎の奔ほん流りゆうが消え去った。

　眼前で起こった事態が飲み込めず、俺達はただ呆然とその人物を見上げた。

「……穂ほ村むら、寮内での竜気力使用は禁止だぞ」

　いつものゆるい調子で言葉を発したのは、刀と塚つか野の先生。

　刀塚野先生は俺達に背中を向けて立ち、すずみを正面から見すえていた。

　ざわりと、周囲に息を吞んだ気配が広がる。

「……ふぅ。遅くなりましたけど、なんとか間に合ったみたいですね」

　気づけば、俺達のすぐ近くに荒気も戻ってきていた。珍しく顔に余裕がないな。

「おまえが先生を呼んできてくれたのか。ありがとう、マジで助かった」

「いえいえ。それにしても良かった。二人とも、大したケガはなさそうですね」

「おかげさまで、なんとかね」

　荒気は蓮華の手を取って立ち上がらせつつ、対たい峙じする二人へ視線を向けた。

　すずみは翼を広げたまま、不思議そうに首を傾げて先生を見ている。

　刀塚野先生は部屋着なのかヨレヨレの甚じん平べい姿で、眠そうな顔で大あくびをした。

　……緊張感がない。

　ただ、先生が持つ鞘さやに収まったままの直ちよく刀とうだけは、異様な存在感を放っていた。

　飾り気のない柄つかと、黒塗りの鞘。全体的に素っ気ない造りが、かえってその剣が美術品などではなく、実用本位の武器であることを強調していた。

「……ひどいなぁ。みんな、わたしとこうちゃんの間を引き裂こうとするんですね」

　言葉だけ聞くと、誤解しか招かない発言だ。

　つか、そう言うおまえは、俺を物理的に引き裂こうとしてるんだよね？

「でも、先生にだって邪魔はさせないです」

　すずみの瞳がギラリと怪しい光を灯ともす。炎の翼が大きく広げられ、羽ばたくように前後に振られる。それが大きく力を溜めるための動作だと、その場の全員にわかった。

　すずみから吹き上がる熱気にみなが戦せん慄りつしている中で、真っ正面に立っている刀塚野先生からは何の気負いも感じられない。そして――。

「穂村、ちょっと我慢しろ」

　ポツリと、刀塚野先生が声を掛けた。

「痛いぞ」ゴツン。

　その言葉とその音は、ほぼ同時だった。

　刀塚野先生は鞘に収まったままの直刀を、すずみの脳天に振り下ろしていた。

　防御は間に合ったのか、間に合わなかったのか。それまで蓮華の攻撃を全て防いでいた炎の翼さえ、何の障害にもならなかったらしい。

「……きゅぅ」

　すずみはフラリと体を揺らし、そのまま仰あお向むけに倒れた。気絶、したみたいだ。

　これが、『破は竜りゆう』の力？　圧倒的、いや、あっけなさすぎないかい？

　一瞬の鎮ちん圧あつ劇。俺も蓮華も荒気も、多くの野や次じ馬うまも、ただ呆然とするしかなかった。

　言葉を失っている俺達の前で、刀塚野先生は面倒そうにすずみを見下ろした。

「オイタをした子には、お仕置きをしないとな」




　　　　　◆




　第三学生寮、中央棟二階医い務む室しつ。

　そこですずみが目を覚ましたのは、鎮圧されて三十分ほど経ってからだった。

「この、大バカッ！」

「あいたぁ――っ！」

　俺はうなだれるすずみの頭とう頂ちように、固く握ったゲンコツを振り下ろした。

「うわーん、たんこぶの上から叩かれたーっ！」

「黙れバカすずみ！　おまえ、どれだけみんなに迷惑かけたと思ってんだ！」

「……っ！　だ、だって、猫さん達が」

「自分の失敗を人……もとい、動物のせいにするなっ！」

「っ!?　ふぐ……うぅ～……」

　半泣き、いや、もう全泣き態勢だな。すずみは鼻をグズグズすすり上げていた。

「子供じゃないんだぞ、泣いたってダメだ！」

「うぅ～～……ひっく……こうちゃん、ごめ……」

「俺に謝ってどうするんだ、バカ！」

「ちょ、ちょっと鋼平、すずみん泣いてるじゃない。被害者のあんたが怒るのもわかるけどさ。すずみん反はん省せいしてるみたいだし、そこまで言わなくても……」

　泣いているすずみを見かねたのか、怒っていたはずの蓮華が俺の袖そでを引く。

「俺のことなんかどうだっていいんだよ！　一番危なかったのはおまえじゃないか！」

　蓮華は「え？」と意外そうな顔で俺を見た。

「すずみ、おまえが今やるべきことはなんだ？　そうやって泣いてることか？」

　涙と鼻水で顔をグシャグシャにしたすずみは、小さく首を横に振った。こんな状態でも俺から視線をそらさなかったんだから、こいつなりに反省してるんだろう。

「……そうだ、違うよな。わかってるなら、ちゃんとおまえがするべきことをしろ」

　すずみはコクリと頷き、呼吸を整えるように間を置いてから、蓮華を見上げた。

　まだ鼻はグズグズいってたけど、視線はきちんと蓮華に向けられている。

「蓮華ちゃん、迷惑掛けて……痛い思いさせて、ホントに、本当にごめんなさい」

　深く頭を下げた後、戻した視線もまっすぐ蓮華へ向けていた。

　だからこそ、言葉以上に伝わるものがある。

「……うん、わかったわ、すずみん。反省しているなら、許してあげる」

　それは、謝罪を受けた蓮華の優しい顔を見れば、よくわかった。

「ありがとう、蓮華ちゃん。ごめんね」

　すずみは泣いたまま笑うという妙な表情で、蓮華の優しさに応えた。

「それから、みんなにも謝ります。大変ご迷惑をお掛けしました。ごめんなさい」

　自分を取り巻く人達に視線を巡めぐらせて、すずみはもう一度頭を下げる。

　荒気と刀塚野先生も「わかった」という感じで頷いてくれた。

「……よし、ちゃんと謝れたな」

「うん……ごめん、こうちゃん」

　よしよし、と頭を軽くなでてやると、すずみはくすぐったそうに目を細めた。

　刀塚野先生が一つせき払いをしたので、俺とすずみは先生の方を見た。

「私の言いたかったことは、あらかた白石に言われてしまったからな。穂村も反省していることだし、改めて説教することもないだろう」

　刀塚野先生はそう言って、少しだけすずみに微笑ほほえんだ。

「穂村、疲れただろうし、今夜はゆっくりと休め。ただし、暴れたのも火事を起こしかけたのも事実だ。それなりの処分は覚悟しておけよ」

「……はい」

　神しん妙みような顔で頷いたすずみに、先生はゆっくり頷いた。お説教タイムは終わり、かな。

　医務室の空気がようやく緩ゆるみ、みんなやれやれとため息を吐く。

「そうそう、鋼平。さっきは『お兄ちゃん』って感じだったわよ」

　蓮華がニヤニヤ笑いながら俺の顔を覗き込んできた。

「うるさいな」

　茶化す蓮華をちょっとにらみ、視線をすずみへ戻す。

「とにかく、反省したんなら行動で示せよ。どうしたらいいか、わかってるよな？」

「うん、わたし、これからはちゃんとお肉食べるよ！　……つらいけど」

　また半泣きになったな。……おまえ、そこまで生肉苦手だったのか。

「……ふむ、それなんだがな穂村。おまえの苦手を克こく服ふくしようという心意気は大いに買うが、あえて嫌いな物を食べる必要はないだろ」

「え？　でも、肉にく食しよく衝しよう動どうを抑えるには、生のお肉食べないといけないんじゃ……」

　すずみが首を傾げ、俺達三人も「うんうん」と頷く。

「まぁな。だが、生なら魚ぎよ介かい類るいでもいいんだぞ？　刺さし身みだって立派な生肉だろ」

「「「「……あ」」」」

　言われてみれば、たしかに……え、でもそんなんでいいの？　今までの苦労は？

「穂村、おまえ刺身も嫌いか？」

　尋ねる刀塚野先生に、すずみは煌きらめくような笑顔で手を挙げた。

「大好きですっ！」




　かくして、朝夕のすずみの食卓に、新鮮な海の幸さちが添そえられることになった。

　……なんか、ずるくない？




　　　　　◆




　そして翌朝。ＳＨＲが始まる頃には、昨夜の事件は全校の噂になっていた。

　まぁ、噂には「すずみと蓮華が戦い、刀塚野先生が鎮圧した」という事実に加え、「負傷者多数」や「第三学生寮半壊」等の派手な尾ひれが付いてたけど。

　とはいえ、すずみの強烈な力に加えて、ただの噂だった刀塚野先生の『破竜』の力が確認されたのも事実で……刀塚野先生が教室にきた時、みんな一瞬で席に着いた。

「おー、おまえら席に……って、なんだ、もう着いてるのか。けっこうけっこう」

　……当の本人は、いつも通りダラダラした雰囲気だったけど。

　教室を包む微妙な緊張感の中、刀塚野先生からすずみの処分が発表された。

「穂村、おまえはしばらく地下行きだ」




「うえーん！　いくらなんでもこれはひどいよ～っ！　わたしは猛もう獣じゆうじゃないよ！」

「似たようなもんだろ？」

「ひどいっ！」

　放課後、寮へ帰ったすずみは地下の『お仕置き部屋』へと放り込まれた。

『お仕置き部屋』っていうのは、俺達の入っている第三学生寮の地下にある一室で、耐竜気力加工を施ほどこされ、外そと鍵かぎが付いた鉄てつ格ごう子しで廊下と隔へだてられた、いわば独どく房ぼうだ。

　五メートル四方ほどの四角い部屋には当然窓もなく、あるものといったらパイプベッドと小さなデスク、それから低い仕切りしか付いていないオープンすぎるトイレ。

　プライバシーはゼロ。超問題児にしか使われないという恐怖の場所らしい。

　女子高生が鉄格子をつかんで泣いている図は、ちょっとばかりシュールだった。

　……だけど、まぁ自業自得だな。

「夕飯前に迎えに来てやるから、それまでは荷物の整理でもしとけよ」

「ひどいよ、こうちゃんは鬼だよっ！　蓮華ちゃん、荒気くん、ヘルプ・ミー！」

「ごめんね、すずみん。後で様子見に来るから」「カーテンとか用意してきますね」

　当然、二人もすずみを勝手に出せるわけでもなく、俺達は外鍵を閉めて地下を出た。

「ひどいよみんな！　これはもう、しつけでもなんでもないよっ！　虐ぎやく待たいだよ！　ネグレクトだよ！　うわ――ん！　誰かここから出して～～～～っ！」

　後ろから聞こえる声に、蓮華は困った顔で振り返っていた。

「……やっぱり、これってやり過ぎなんじゃない？」

「大丈夫大丈夫。あいつの売りはいつでもどこでも、そしていつまでも眠れることだからな。このくらいすぐに順じゆん応のうするって」

「そんなわけないでしょ！　あんた、すずみんに冷たいんじゃないの？」




　――で、翌朝。

　食堂で席を取っていた俺達のところへ、お仕置き部屋へすずみを迎えに行った蓮華が、すずみをともなってやって来た。

「おはよう」「おはようございます」「おっはよーっ！」「……おはよう」

　あいさつが終わると、蓮華は疲れた顔でつぶやいた。

「……すずみん、お腹なか出して寝てた」

　その視線の先にあったのは、睡眠十分なすずみの笑顔。

「えへへー。あっさかっら、おっ刺っ身、うっれっしっいっな～～♪」










　　　第五章　忍び寄る、影







　波乱の五月が終わり、六月になった。

　気温湿度は日に日に上昇をみせ、忍び寄るのは梅つ雨ゆの気配。

　ジメジメとベタつく空気は、当然我らの登とう龍りゆう門もんにも着実に迫せまってくるわけで、教室内の不快指数はうなぎ登り。未いまだ活躍の機会を得ないエアコンの吹き出し口に向けられる生徒の視線も、次第に厳きびしさを増しているように思える。

　そんな六月初日。予報によれば、今年初の夏日になるとか。

　ちょうど良い具合に、今日から一週間の衣ころも替がえ期間だ。

　衣替え期間の今週中は、夏冬どちらの制服でも登校可能。だけど、俺を含めてほとんどの生徒が、期間初日の今日から夏服で登校していた。だって暑いからね。

　予よ鈴れい前の玉組教室も夏服姿が大勢を占め、つい昨日まで分厚い軍ぐん服ぷくモドキに苦しめられていた我々は、薄手の半袖シャツの通気性を存分に楽しんでいた。

「うぅ～……あ～つ～い～……」

　……ま、中にはそうでない子もいるわけで。

「すずみ、そりゃ衣替えを忘れてたおまえの責任だ。まさに自業自得だろ」

「そうだけど……そうだけどーっ！　こうちゃんも蓮れん華げちゃんも、教えてくれたってよかったじゃん！　ほら、みんな夏服だもん！　ひとつ屋根の下で生活してるのに、わたしだけのけ者だよ！　なんで一言『衣替えだぞ』って言える優しさがないの!?」

　机に突つっ伏ぷしたまま、すずみはバタバタと手足を動かした。余計暑くなるだろうに。

「……って、言われてもね。あたしは朝練で、すずみんと顔合わせられなかったし。それに、あたしは昨日すずみんにちゃんと伝えたと思うんだけど？」

「すずみ、おまえ今日寝坊して朝の補習に来なかっただろ？　俺は補習に出てたんだから、今朝言えるわけねーじゃん」

「ついでに言うと、僕も今日は日直で早出でした。セーフですよね？」

「…………うぅ～、わたしが悪かったです」

　三人から畳たたみかけられ、すずみはついに膝ひざを屈した。

「つーかさ、いつもバカみたいに炎吐き散らかしてるくせに、暑さに負けるなよ」

「う～、バカってなにさー。炎の熱と蒸し暑さは別腹なんだよ～～」

　それまで黙って聞いていた霧生きりゆうさんが、クスクスと楽しげに笑った。

「穂ほ村むらさん、上着を脱ぐといい」

「あぁ、そだね。そうするよ」

　すずみは言われるままに上着を脱ぎ、背もたれに掛けた。

「あー……ちょっとマシになった。ありがと、雫しずくちゃん」

「どういたしまして」

　霧生さんは涼やかに微笑ほほえみ返す。

「すずみ、この際スカートも脱いだらどうだ？　もっと涼しくなるぞ」

「あ、そだね。そうす……」

『なんだってぇええええええぇぇ――――――――――――――――――――っ！』

　教室中の男子が驚きよう愕がくの声を上げ、一斉に視線をすずみへ向けた。

「って、脱がないよ！　こうちゃんのエロ魔神！」

　すずみはファスナーに掛けていた手を慌てて引っ込める。

「ちょ……っ！　こ、鋼こう平へい！　あんたさらりとなに言ってんのよ！　さいってーっ！」

「いや、シャレのつもりだったんだけど。まさかホントに脱ごうとするとはねぇ」

　素直というか、バカというか。おかげで男子諸君の視線は君のものだぜ？

「え？　なに、みんなその目は？　……脱がないよ？　脱がないからね？」

『男子サイテー』

　蓮華以下女子全員が、それぞれ至近の男子を凍るような視線でにらみつけた。

　う～ん、教室の気温が二度は下がった気がするぞ。快適だね、あははは……。

　数分後に刀と塚つか野の先生が現れるまで、玉組男子の苦難は続いたのだった。

「ふふふ」

　一人、霧生さんだけがその状況を楽しそうに眺めていた。




　　　　　◆




　時は過ぎて、その日の最終授業であるＬＨＲの時間。

　進行を務つとめる霧生さんは、キレイな字で黒板に「野外実習」と書き上げた。

「今日の議題は、来週行われる野外実習の説明と、班決め」

　俺が首を傾かしげたのと、荒あら気きが手を挙げたのは同時だった。

「先生ー、野外実習ってなんですかー？」

　刀塚野先生は椅い子すに腰掛けたまま、だるそうに口を開いた。

「まぁ、有あり体ていに言えばキャンプだな」

　キャンプ……楽しげな響きに、クラスが瞬時に色めき立つ。

「でも先生、そんな行事の予定は聞いてませんでしたけど」

「あぁ、これは毎年新入生には秘密にされるものでな。……そうだな、言うなれば『サプライズイベント』ってところだ」

　その言葉に、俺とすずみは顔を見合わせた。

「へぇー！　すごいねこうちゃん、竜りゆう科か学校ってこんなこともあるんだね」

「おー、ホントだな。マジでサプライズだ」

　クラスメート達も隣近所で盛り上がり、そのまま班決めをする流れになった。

「当然、あたし達『すずみんをしつけ隊』で班を組むわよ！」

「わーい！　じゃあ、蓮華ちゃんが班長さん？」

「もちろんよ！　隊長と班長が違ったら、指示が混乱するでしょ」

「ま、いいけどさ」「そうだね」「……特に異論はない」

　普段だったら「静かにしろ」くらいは言う刀塚野先生も、そんな俺達の盛り上がりに水を差すこともないと思ったのか、どこか楽しそうな表情で黙っていた。




　……後にして思えば、あの表情に疑問を持つべきだった。




　　　　　◆




　そして、キャンプ当日の朝がきた。

　俺達一年生は普段よりも早く登校し、ジャージ姿で駐ちゆう車しや場じように集められた。

　駐車場にはクラスごとにバスが一台、総計三十台近い大型バスが並んでいる。

　なにしろ登龍門は全校生徒数三千を誇る、頭に「超」がつくマンモス校だ。一年生だけで千人を超えるわけで、全員収容できるキャンプ場なんてありゃしない。

　なので、一年生はクラスごとに別々のキャンプ場へ分散されることになっていた。

　見渡せば赤い集団、青い集団って感じで、それぞれのクラスが集まっていた。

　玉組は例外として、登龍門のクラスは基本的に竜種別に分けられている。

　理由は単純、そうした方が授業がスムーズに進められるからだ。

　属性ごとに教えるべきことが違うわけだから、俺もそうするのが自然だと思う。

　その結果として、クラスごとに色が揃うという光景が生まれるわけである。

「玉組みたいにカラフルなのもいいけど、おそろいなのもキレイだよね」

　あっけらかんと笑うすずみの言葉に、俺も自然に頷いていた。




　　　　　◆




「ほら見て、こうちゃん！　山だよ、山！」

「おー！　見てるぞ、すずみ！　でっかいな！」

「二人とも！　見ているだけでどうするの、山に来たらお決まりのがあるでしょ！」

「おお、そうだな蓮華！」

「さすが蓮華ちゃん班長！」

「さぁ、いくわよ……せーのぉ」

「「「ヤッホ――ッ！」」」




「みんなテンション高いですねぇ」

「ふふふ」




　玉組の乗ったバスは最後に学校を出発し、一路キャンプ場を目指した。

　九く頭ず龍りゆう市内の北端に位置する登龍門から、さらに北東へ走り続けること一時間余り。

　車しや窓そうからの景色は次第に緑ばかりに変わっていった。

　東に富ふ士じとの国境が迫るこの地域は非常に山深く、周囲に民家など全くない。

　もともと山に囲まれた九頭龍市で育った俺やすずみだけど、ここまで深く山中に入った経験はあまりない。だから、この景色はちょっとした非日常空間だ。

　それに、俺もすずみもキャンプなんて小学校の体験学習以来。

　これでワクワクするなという方が、ちょっと酷こくじゃないかなと思う。

　バスの走る道は次第に細くなり、ぐねりぐねりと折れ曲がりつつ山肌を登っていく。

　細い山道にはだいぶ前から対向車の姿もなく、俺達のバス以外の車といったら随ずい行こうしてきた大おお竹たけさん達の大型オフロード車があるくらい。

　そんないかにもな山道の途中、バスは不意に減速し始めた。

「……あれ？　こんな場所で停とまるの？」

「キャンプ場って感じじゃないわね」

　他のクラスメートからも「なんだろ？」「トイレ休きゆう憩けい？」といった疑問の声が上がり始める中、バスは道路左側の待避所に停車した。

「よーし、全員バスから降りろ」

　どういうことだろう？　刀塚野先生に指示されるまま、俺達は道路へと出た。

「誰か車酔いしたとか？」「いや、それなら全員は降ろさないだろ」「だよな」

　深い緑の世界に、紺こん色のジャージ姿の一団が立ち並ぶ。

　全員がバスから降りたのを確認すると、刀塚野先生はバスの下部についているハッチを開き、俺達に荷物を取り出すようにと指示した。

「まさかそんなことは、と思いたいけど……そのまさか、かな？」

「うん、嫌な予感がするわね」

　先ほどまでのはしゃぎぶりはどこへやら。クラスメート達は一様に不安げな表情を浮かべ、「いや、もしかしたら違うかも」という淡あわい期待を持って先生の言葉を待った。

「……へ？　なになに？　こうちゃん、蓮華ちゃん、どゆこと？」

　一部、状況が全くわかってない輩やからも混じってるけど。

「さて、退屈なバスの旅は終了だ。ここからは、楽しい楽しいピクニックの時間だな」

『………………』「えぇっ!?　……って、あれ？　どうしてみんな驚かないの？」

　一人だけ驚いたすずみの声が、空むなしく山にこだまする。いつの間にかどんよりと曇くもり始めた山の空や俺達の心とは正反対に、刀塚野先生の顔はとても晴れやかだった。

「それじゃ各班長、地図とコンパスを受け取れ。地図を見ればわかると思うが、キャンプ場はこの山を突っ切った先にある。基本的にまっすぐ進めば問題なく着くはずだ」

　蓮華以下の各班長に細々とした指示をした後、先生はさらりとバスに乗り込んだ。

「がんばって昼飯までには来いよ。一番乗りにはご褒ほう美びもあるからな」

　珍めずらしく満面の笑みを浮かべた刀塚野先生を乗せ、バスは本当に走り去った。

　呆ぼう然ぜんとバスを見送りながら、玉組全員は思った。「あの人は鬼だ」と。

　それでも、誰も抗議の声を上げなかった。……だって怖いから。

　バスが視界から消えると、みんな無言で突っ切れと指示された斜面を見上げた。

　その視線の先にあるのは、人じん跡せき未み踏とうなんじゃないかと思える深い森だけ。

「マジで？」「キャンプ場までどのくらい？」「これ、昼までって無理じゃないか？」

　いかに竜の集まりとは言え、俺達は基本山歩きなんぞしたことのない高校生だ。

　こんな状況で「よし、行こう！」なんて簡単に動き出せるものでもなく、みんな不安げに地図を広げたり、周りと話し合ったりしていた。

「サプライズイベントって、こういう意味かよ」

「たしかにすっごくビックリしたよ」

　俺とすずみは顔を見合わせ、深くため息を吐ついた。

「山を抜けるより、車道に沿って迂う回かいした方が早いんじゃないの？」

「……安全だと思うけど、すごく遠回り。お昼までに着くのは、難しい」

　蓮華と霧生さんは、意外と冷静な雰囲気で地図を広げて話し合っていた。

「山を越える方が早いと思いますよ？　ほら、あっちに遊歩道もありますし」

　ホントだ。荒気に言われるまで気づかなかったけど、俺達が立つ場所から少し離れたところに『遊歩道入り口』という小さな看板が立っている。

　俺達が看板に向かうと、他のみんなもゾロゾロとついてきた。

「あ、この案内板にキャンプ場の場所書いてあるぞ。この遊歩道の先みたいだけど、そっちの地図と同じか？」

「うん。この案内板は大ざっぱだけど、位置関係はだいたい地図と合ってるわ。けど、なんであたし達の地図には遊歩道のことが書いてないのよ？　役に立たないわね」

「たぶん意い図と的てきに書かなかったんでしょうね。僕が思うに、今回のテーマは地図とにらめっこして来い、じゃなくて、この遊歩道を見つけろ、ってことじゃないですか？」

　荒気の解説にみんなが「おぉ」と感かん嘆たんし、蓮華は「性格悪い」と顔をしかめた。

　ともあれ、荒気のおかげで正解がわかったわけで。みんなは「やれやれ」って感じで遊歩道に入っていく。特に班ごとの競争をする雰囲気でもなさそうだ。

　俺も彼らに続こうとして歩き出した時、ものすごい力で襟えり首くびを後ろに引っ張られた。

「な、何すんだよ蓮華！　みんなに置いて行かれちまうだろ？」

「何言ってんのよバカ！　みんなと一緒に行ったら、一番乗り出来ないでしょ？」

「……はぁ？　一番乗り？」

「そうよ！　やるからには、一番目指さなくてどうするの！」

　向日葵ひまわり色の瞳ひとみには、無駄なやる気が満ちていた。……負けず嫌いだね、ホント。

　誰かこの班長殿を止めてくれないかな、と期待して見回してみたのだが。

「いいね、一番乗り！　すてきな響きだよね、蓮華ちゃん！」

「そうですね、やりましょう！　僕もスピード勝負は負けたくありませんし」

　意外なことに、班員二人はノリノリだった。最後の希望と霧生さんを見たんだけど、

「じゃあ、こっちが良いと思う」

　地図を片手に、俺達の先頭に立っていた。……やれやれ、仕方ないね。

　先を行く四人に続き、俺も遊歩道を外れ、深い森へと入った。

　原げん生せい林りんの中は暗い。頭上では多くの枝が絡からみ合うようにして空を隠し、足下には湿った落ち葉が積もる。一歩ごとに下草がガサガサと足に当たり、不気味極まりない。

　森林浴と言えば聞こえは良いけど、むしろこれは肝試しの部類なのでは？

　……なんか、俺の後ろから足音が聞こえる気もする。いやいや、まさかそんな。

　恐る恐る振り返ってみたら、そこには白い人影が立っていた。

「いいですなぁ大自然！　いやぁワタシも若い時分、研究に行き詰まった時にはよく森へ出かけたもんですよ！　いやいや、懐かしいなぁ我が青春の日々。森の木々を見上げながら、どの枝にロープを掛けようかと悩んだ日もありました、あっはっは！」

「所長、はしゃぎすぎるとバテますわよ」

　…………なんでやねん。

「……あの～、大竹さんに中なか司つかささん、なんでここにいるんですか？」

　俺の疑念のこもった視線に、大竹さんは何故だか胸を張って答えてくれた。

「何をおっしゃる鋼平くん！　すずみさんのある所に我らありです！　こういった野外活動でしか得られないデータもあるのですよ！」

「そういうわけですので、わたくし達も同行させていただきますわ」

　一人は騒がしく、一人は静かに。この季節に、しかもこんな大自然の中でさえ、決して白衣を脱ごうとしないお二方は、失礼ながら非常に不自然だった。

「いいですけど……大丈夫ですか？　倒れても知りませんよ？」

　よく見たら、大竹さんも中司さんもけっこうな大荷物を背負ってる。

　中に入ってるのはすずみ用の測定器の類たぐいだろうけど、重くないのかな？

「ご心配なく！　我々は研究に命を捧ささげとるのです！　研究のためなら死ねます！」

　大竹さんの表情は力強く、ギラギラ光る瞳には生せい気きが満ちていた。




　――一時間後。

「ハァハァ……け、研究の、ために……死ニマス」

　大竹さんの表情は力なく、フラフラ泳ぐ瞳には悲ひ哀あいが満ちていた。

「所長、死ぬならキャンプ場でお願いします。持ち運びが大変ですので」

　大人って大変だなぁ。




　　　　　◆




「わぁーっ！　みんな見て！　滝よ、滝――っ！」

　不意に木々が途切れ、開けた俺達の視界に大きな滝が飛び込んできた。

　先頭を歩いていた蓮華が駆け出して、俺達も続いた。

「おぉーっ！」「すっごーい！」「へぇ、これは見事な滝ですね」「絶景」

　ぱっと見、落差は二十メートルはあるんじゃないだろうか？

　幅もなかなか広くて水量も豊ほう富ふ。雄大な自然の風景って感じ。

「あぁ、この滝……懐かしいですわね」

　はしゃぐ俺達の後ろで、中司さんは感かん慨がい深ぶかげに滝を見上げていた。

「ほぇ？　礼れい子こさん、ここに来たことあるんですか？」

「えぇ。野外実習はわたくし達の時代も同じコースでしたから」

「……えっと、それはつまり、中司さんって俺達の先輩なんですか？」

「えぇ、そうです。……あら、お話ししていませんでしたか？」

　聞いてないです。俺達が首を横に振ると、彼女はフッと笑った。

「これでも、みなさんと同じく玉組に在籍していたんですよ。……何年前かは、秘密にさせていただきますけれど」

　なるほど。毎年選より抜ぬきの人材が集まる玉組の生徒だったのなら、中司さんはけっこう力のある竜ってことだ。彼女が疲れ一つ見せなかったことにも合が点てんがいく。

「そうだったんですか！　それなら、ここからキャンプ場への道もわかります？」

　蓮華が目を輝かせて尋たずねると、「えぇ」と頷いた中司さんはスラスラとキャンプ場への道順を説明してくれた。どうやらこの滝の真上がキャンプ場らしい。切り立った崖を登るのは難しいが、少し歩けば簡単に登れる道があるとのこと。思わぬ近道情報だ。

「健康なみなさんの足でなら、三十分と掛からないでしょう。きっと、遊歩道を行ったみなさんより早く着けると思いますわ」

　一瞬へたり込んだ大竹さんの方を見たのは、何か意味があるのかな？

　滝を離れた俺達は、再び森の中へと分け入った。中司さんの記憶と地図を照らし合わせつつ、キャンプ場への最短コースを進んでいく。

　その道は少々険しかったけど、みんなの歩くペースは落ちなかった。

「みんな元気だね。こんな山道をけっこうな距離歩いてるのにさ」

　隣を歩いている霧生さんの横顔にも、余裕のようなものが見える。運動の得意そうな蓮華や荒気はまだわかるけど、すずみや霧生さんまでっていうのはちょっと意外だ。

「じゃあ、白しら石いしくんは疲れてる？」

「う～ん……それが不思議と平気なんだよね。なんでかな？」

「それは、ここが竜りゆう脈みやくの真上だから」

　霧生さんはすーっと大きく息を吸い込んだ。

　なんとなくマネてみると、吸い込んだ空気は森の木々と土の良い匂いがした。

　空気が濃いというか、肺を満たす感覚がいつもより強いような、そんな気がする。

「竜脈は、大地を走る竜りゆう気きの河。だから、竜脈に近いほど、竜気は濃い。竜気の濃い場所では、私達はより強い力を発揮できる。竜気力も、体力も」

　なるほど。霧生さんの言うようにここの竜気が濃いのなら、疲れないのは納得だ。

「たしか、九頭龍市内……つか、登龍門の真横に、日本最大級の竜脈が流れてるんだっけ？　だから、登龍門はあの場所にあるって話だったよね」

　俺の目を見てコクリと頷き、霧生さんは先を続けた。

「そう。登龍門含め、四大竜科学校は、全部同じ。良好な竜脈の近くに建ってる。そして、四校は全て富士の周辺。……どうしてだと思う？」

「この辺りの竜脈は全部富士に源げん流りゆうがある、とか？」

「正解」

　まるで教え子が難しい問題を解いたように、霧生さんはうれしそうに微笑んだ。

「富士台地は、世界一竜気が濃い場所。そこから、多くの竜脈が流れ出している。竜脈以外にも、台地全体から竜気が溢あふれてる」

「なるほど。それじゃあ、この辺りは竜気の源流に近いのか。さながら竜気の水溜まり……いや、規模的に湖って感じなのかな」

「そう。だから、ここでは私達は疲れ知らず。……源流である富士台地なら、ここよりもっとすごいと思う。だから、富士は竜のいない竜の楽園、なんて言われる」

「へぇ……それも不思議な話だね」

「うんうん、不思議だよねー。なんで昔の竜は富士に住まなかったのかな？」

　突然すずみが話に入ってきた。どうやら途中から聞いていたようだ。

「おまえも補習で習っただろ？　神話の時代、龍りゆう神じん様と神様が和解する時に、それぞれの子し孫そんである竜と人は、友好の証としてお互いの聖地を交換したって」

「知ってるよ。でも、それって神話でしょ？　ホントだとしても、ずっと昔じゃん。なんで今もそんな状態なのかな？　富士って今も人の出入りを制限したり、国際結婚禁止したりしてるじゃない。富士の人には竜気が使えないんだから、あそこはただの不ふ便べんな場所じゃないの？　それって不自然っていうか、おかしいと思わない？」

「……おぉう、驚いたな。珍しくすずみの発言に筋すじが通ってる」

「こうちゃん、それってどーゆー意味かな？」

「ふふ……じゃあ、ついでにもう一つ豆知識。富士の成立には、異説がある」

「へぇ？　どんな話なの？」

　ただ歩くのが退屈になったのか、蓮華が促うながすと霧生さんは頷いた。

「富士台地は昔、天にも届くほどの山だった。富士とは不死、死なぬ者が住まう高き山。そこには天あま翔かける龍神が住んでいて、彼らは西の神様と戦争した。で、長い戦争の後に和解。龍神達は、住すみ処かである不死の山ごと神様の住む天へ昇った。……ここまでは、一般的な神話と同じ。違うのは、和解した後。竜の女王のお話」
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　戦争が終わり、神も龍神も天へと去った。

　龍神の子孫である竜達は、富士台地を中心とした東日本に国を創り、神に仕つかえていた人々は、近きん畿きを中心とした西日本に国を創り上げた。

　竜の国と人の国。両国は互いに不干渉を守り、安定した関係を保っていた。

　人と竜から、それぞれ神と龍神の血と記憶が薄れ始めた頃、富士の地に一人の少女が生まれた。少女は龍神が持ち、竜が失っていた力の持ち主だった。

　少女は竜達から龍神に近き者と崇あがめ奉たてまつられ、竜の国の女王に即位する。

　女王は善ぜん政せいを敷しき、竜の国を大きく富ませた。

　民衆は彼女をさらに崇め、同時に、より多くのものを望むようになる。

　天翔る龍神への回かい帰き。それこそが民衆の悲願だった。

　力に満ち、死ぬことさえないと伝えられる龍神への憧れ。

　それはただの夢物語だったが、女王は民衆の願いを受け入れ、その手段を模も索さくした。

　たどり着いた結論は、力の源である竜気を大量に集めること。

　方法は伝えられていないが、彼女の試こころみは成功し、極めて大量の竜気を富士の地に集めることができた。そして、彼女はまず自らが集めた竜気を取り込んでみせた。

　取り込んだ膨ぼう大だいな竜気は、女王に絶大な力を与えた。

　――その結果、悲劇が起きてしまった。

　大きすぎる力は女王にさえ制御できず、彼女を巨大な魔物へと変えたのだ。

　その魔物に理性はなく、ただ強大な力を振るい、竜や人を喰らうだけの存在だった。

　魔物によって竜の国は破壊され、多くの民衆が犠牲となってしまう。

　独力での対処を諦あきらめた竜の国は、人の国へと助力を求めた。

　二つの国は協力し、長い戦いの末に魔物の退治に成功する。

　しかし、竜の聖地であり都でもあった富士の地は荒こう廃はいし、女王の集めた膨大な竜気もまた、多くが富士に残されてしまった。

　この土地に竜が住めば、再び魔物を生み出すかもしれない。

　そう恐れた両国の指導者は、ある取り決めを交わした。

　富士の地へ、竜は決して足を踏み入れないこと。

　富士の地は、竜の血を持たぬ人の手によって治めること。

　その代わり、富士に住む者は決して外の世へ干渉しないこと。

　そうして富士は人の手に渡り、二度と竜が富士へ足を踏み入れることはなかった。
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「その後、竜の国と人の国は一つになった。人と竜はお互い混じり合い、今の日本の原型が出来ましたとさ――ちゃんちゃん。めでたしめでたし」

　霧生さんが話を終えると、聞いていたみんなが知らず「ほぅ」と息を吐いた。

　なるほどね。今の話を念頭に置けば、富士の異常なまでの閉へい鎖さ性せいにも納得がいく。

　富士が頑かたくなに人の純血を守り、外からの侵入を嫌うのは、竜の血が魔物を生む可能性を恐れているってことか。……理屈は通るけど、非科学的というか、迷信的というか。

　そういう国の生まれだから、刀塚野先生は今ひとつ捉えどころがないのかもな。

「おぉー、面白かったよ雫ちゃん。ぱちぱちぱちー」

　すずみは目を輝かせて手を叩き、蓮華も感心したように頷いた。

「へ～え？　詳しいのね、さっすが委員長。伊だ達てに眼鏡めがねしてないわね」

「……え？　これ、出力調整用のレンズ型要かなめ石いし。……だから、この眼鏡は、伊達」

「そういう意味で言ったんじゃないわよ！」

　二人の漫才を、すずみは「仲良しさんだね～」とケラケラ笑った。

　ともあれ、面白い話だった。それと、饒じよう舌ぜつな霧生さんを初めて見たって感動もある。

　なんて言うか、霧生さんって無口な印象があるし、実際必要以上のことをしゃべらない。一度帰りに車に乗せてもらった時も、俺の話に相づちを打つくらいだった。

　でも今の感じだと、霧生さんは意外に説明好きなのかもしれない。思い返してみれば、すずみの転校初日にいろいろと説明してくれたのも霧生さんだったし。

「ホント物知りだね～、雫ちゃん。あ、いつも読んでるのって、そういう本なの？」

「……そうでもない。学校では、小説読んでる方が多い」

「そうなんだ！　わたしもけっこう小説読むんだよ。ねね、雫ちゃんはどんな小説が好きなの？　オススメあったら教えて欲しいな！　あ、わたしのオススメは～」

「すずみ、おまえが読んでるのってベタベタな恋愛小説ばっかりじゃねーか。霧生さんが読んでるのは、もっと高こう尚しような文学作品に決まってるだろ」

「なによそれーっ！　恋愛小説のなにが悪いのさ！　恋愛は人類が追い求め続ける永遠のめーだいなんだよっ！　十分こーしょーだよっ！　こうちゃんが泣きながら読んでる、あのなんとかいうスポーツ漫画なんかより、ず～っと偉大なんだよっ！」

　こ、こいつなんて暴言を……っ！　あの作品をけなすことは許さんぞ！

「待てすずみ、おまえに「そうね、恋愛モノこそ至高」の素晴らしさが、って、え？」

　き、霧生さん、突然どうしたの？

「白石くん、あなたは何もわかっていない。恋愛小説はすばらしいものよ」

　な、何故に霧生さんがすずみの味方を？　いや、恋愛モノの擁よう護ごしてるだけ？

「いいえ、小説に限らず、恋愛映画、少女漫画、昼メロ、全て最高のエンターテイメント。恋愛を描いてさえいれば、幼稚園児の描いた絵でも芸術になる」

　怖い、目が怖いぞ霧生さん！　心なしか、あなたの体から凍えるように冷たい霧きりが立ち上のぼっているように見えるのですが、暴走しちゃいませんよね？

「……そして、何より面白いのは、目の前で実際に展開されるリアル恋愛劇。白石くん、穂村さん、だから、私はあなたたちを見ているのが、とても好き」

「んん？　雫ちゃん、さっきから言ってることがおかしいよ？」

「そして、鳴なる神かみさん。だから、あなたも注目株」

　ガシッと、霧生さんは、蓮華の両手を包み込むように握にぎった。

「へ？　あ、あたし？」

「そう。あなたがいてこそ、恋は盛り上がる。でも……できれば、あなたにはもっとがんばって欲しい。よりドロドロとした状況が、私的にはツボ。三角関係とか、大好物」

「んなっ!?　さ、三角か……って、あ、あんた何言ってんのよ!?　なんであたしが」

　蓮華の顔が、みるみる真っ赤になっていくじゃないか。

「いいの、わかってる、みなまで言わないで。……がんばれ、女の子」

「～～～～～っ！　く、下らないこと言ってないで、先を急ぐわよ！　班長命令！」

　蓮華は霧生さんの手を乱暴に振り払い、大股で歩いて行った。

「霧生さん、ああいうからかい方はないんじゃない？　蓮華は意外と純情さんだよ？」

　霧で曇った眼鏡越しに、不穏な視線がまっすぐこちらに向いた。

「……からかってなんて、いない。全部、本音」

「それはそれで性た質ちが悪い……」

「うふふふ」

　以後、俺は霧生さんの静かな笑いから邪じや悪あくな気配を感じるようになった。
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「おぅ、早かったな。おまえらが一番乗りだ」

　キャンプ場に到着した俺達を出迎えてくれたのは、笑顔の高たか山やま先生だった。

　先生は「よくやった」って感じで、先頭の蓮華から順に俺達の肩をポンと叩いた。

「「「イェ――イッ！」」」

　蓮華、すずみ、荒気の三人は歓声を上げてハイタッチを交わし、少し離れていた俺と霧生さん、それに中司さんも、お互い笑顔を向け合った。

「あれ、ところで高山先生だけですか？　刀塚野先生の姿が見えませんけど」

　荒気の言葉に周りを見回してみると、たしかに刀塚野先生の姿がない。

「……知るか。あいつのこったから、どっかその辺で昼寝でもしてんだろ？　おまえら、あいつが寝てるところ見かけたら、物理的に叩き起こせ。アタシが許す」

　吐き捨てた高山先生の眼には殺気が見えて……俺達はただ頷くしかなかった。




「他の連中が来るまで、どっかその辺で休んでろ」

　ということだったので、俺達はキャンプ場近くの川原で休むことにした。

　おそらく、この川がさっきの滝に流れ落ちていくんだろう。

　川の水がきれいに見えたので、俺は山歩きで火ほ照てった足を冷やすことにした。

　ちょうど良いサイズの石に腰掛け、靴と靴下を放り出して川に足を差し入れる。

　ん～……ちょっと冷たいな。けど、予想通り気持ちいい。

「ありゃ、こうちゃんくつろいでるね。それ、気持ちいいの？」

「おー、いいぞ。おまえもちょっとやってみ？」

「うん！」

　すずみは笑顔で俺の隣に座り、同じように川へ足を入れた。

「あー、たしかに気持ちいいね～」

　パシャパシャと水を蹴けり上げ、すずみは楽しそうに笑う。

　他のみんなも近くに座り、涼しい川辺の空気を楽しんでいるようだ。

　さっきのことがあるのか、蓮華は微び妙みように俺と距離を取っていたけど。

「あれ？」

　不意に、すずみが後ろを振り返った。

「どうかしたのか、すずみ？」

「うん。今、誰かに見られてたような気がして」

　俺もすずみの視線を追ったけど、そっちにはただ森が広がってるだけ。

「誰もいないぞ。ただの気のせいじゃないか？」

「そう、なのかな？　……実はさ、森の中でも何度か視線を感じたんだよねぇ」

　不思議そうに首を捻ひねるすずみの言葉に、俺もみんなも驚かされた。

「おいおい、すずみ……お化け苦手なくせに、こんな時間から怪談か？」

「そういうんじゃないけど……う～ん……もう感じないし、やっぱり気のせい――」

「気のせい、とは言い切れないと思いますわ」

　すずみの言葉を遮さえぎったのは、意外なことに中司さんだった。

「中司さん、それってどういう意味ですか？」

「すずみさんは本当に見られていたかもしれない、ということです。実は、そういう怪談が登龍門に伝わっているんですよ。……お聞きになります？」

　彼女はスッと目を細め、怪しげな笑顔を作った。……怪談する気満々ですね？

　あと、美人のこういう顔って普通の人より怖いよねー。

「へぇ、学校の怪談ですか。いいですねぇ、どんな話なんですか？」

　すずみが話に乗り、荒気も霧生さんも寄ってきて、川辺の怪談会が始まった。
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　ある年、ある竜科学校に優秀な少年Ａくんがいました。

　彼は天才と呼ぶに相応ふさわしい能力を持つⅠ種の火か竜りゆうでした。

　Ａくんは学業実技共に大変優秀な成績を示し、周囲から将来を嘱しよく望ぼうされていました。

　ですがある時、Ａくんは唐突に姿を消してしまったのです。

　その日、Ａくんは消える直前まで普段通り生活していました。

　いつも通りに授業を受け、部活をこなし、学生寮までの短い帰路につきました。

　しかし、夕食の時間となってもＡくんは戻らず、不審に思ったルームメートが教師に連絡、彼の失しつ踪そうが判明したのです。

　教師や生徒達は学校周辺を探し回りましたが、Ａくんは見つかりませんでした。

　事件か、事故か。通報を受けた警察・消防の手により、大がかりな捜索は幾いく日にちも続いたのですが、Ａくんが発見されることはなく、ついに捜索は打ち切られたのです。

　きっと彼はもう生きていないだろう。誰もが内心ではそう思っていました。

　――ですが、Ａくんは生きていたのです。

　姿を消してから数年が経ったある日、消えた日と同じく、唐突に彼は帰ってきました。

　富士との国境に近い山中で倒れていたＡくんを発見、保護したのはたまたま通りかかった木材の運搬業者でした。発見された時、Ａくんはボロボロの服装で、顔は見る影もないほどやつれ果て、鮮あざやかな真しん紅くだった髪は真っ白になっていたそうです。

　Ａくんはすぐに病院へ搬送され、そのまま入院することになりました。幸いなことに、彼は衰すい弱じやくしていましたが命に別状はなく、家族との再会も果たすことができました。

　数日後、入院中のＡくんの元へ、二人の刑事がやって来ました。

「Ａくんの話が聞きたい」――彼はまだ衰弱していたため、付き添っていた家族や医者はしぶりましたが、少しだからと押し切られ、病室を出されてしまいました。

　聞き取りは短時間で終わりましたが、廊ろう下かで待つ家族は何度もＡくんが悲ひ鳴めいを上げるのを聞いたそうです。「富士は地獄だ」「僕だけじゃない」「手足を」「実験台」――断片的に聞こえる内容は、彼が受けた虐待の凄せい惨さんさを物語っていました。

　刑事達は病院を辞す際に家族を労ねぎらい、何かあれば力になると約束したそうです。

　ですが――数日後、Ａくんは再び姿を消してしまいました。

　病室に少量の血けつ痕こんが残っていたため、病院側はすぐに警察へ通報しました。

　警察は彼を捜索すると同時に、事件として捜査を開始しました。しかし、二度とＡくんが発見されることはなく、また事件の捜査もなんら進展を見せず終了したのです。

　Ａくんの家族は捜査の継続を嘆たん願がんすると同時に、力になると言ってくれた二人の刑事へ連絡を取ろうとしました。……ですが、そこで家族は衝しよう撃げき的な事実を知ったのです。

　二人の刑事は「一身上の都合」で退職し、その後遠方に転居した――と。

　驚いたＡくんの家族は二人を探しましたが……その行方ゆくえは全くわかりませんでした。

　そしてこの事件の後、こんな噂うわさが流れるようになりました。

　富士は国家ぐるみで優秀な竜を捕らえ、実験台にしている。そして、脱走した者は容赦なく殺害される。それを探ろうとした者も彼らによって排除されるのだ、と。

　実際、過去にも優秀なⅠ種が突然に姿を消す事件が幾度かあったそうです。

　いつしか事件は完全なタブーとなり、歴史の闇に葬ほうむられてしまいました。

　そして、今も時折、優秀なⅠ種の竜がこつぜんと姿を消してしまう事件が、ひっそりと起き続けているそうです。
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「と、そんなお話です。……いかがでしたか？」

「…………いや、なんつーか」

　神しん妙みような顔をしている俺達を見て、中司さんはフッと表情を和やわらげた。

「いやですね、みなさん。そんな真に受けないでください。今のはあくまでただの都市伝説。怪談ですわ。……そうそう、話のオチに、『この話を聞いた者の家に、全身黒ずくめの男が口止めにやってくる』という脅しが付くバージョンもありますわね」

　おどけたように言って、彼女はクスクスと笑った。……ＭＩＢですか。

「あ、あはは……そうなんですか～。お、面白いお話ですね～」

　すずみ、顔が引きつってるし、声も裏返ってるぞ？　気持ちはわかるけど。

　なにしろ、今の話だとさらわれる第一候補はおまえだもんな。

「さて……それでは、わたくしは所長の回収に行ってまいりますね」

　そう言えば、途中から大竹さんの姿が消えてましたけど、脱落してたんですね。

　歩み去っていく中司さんが見えなくなったところで、すずみが口を開いた。

「ねぇねぇこうちゃん、今の話って本当だと思う？　噓だよね？　ね？　ね？」

「ただの都市伝説だろ？　中司さんだって、そう言ってたじゃないか」

「けど、実際いなくなった人がいるって……」

「バーカ。それが都市伝説のパターンなんだよ。実際調べたらそんな事件はない……よくある話だよ。つか、おまえは信じたいのか信じたくないのか、どっちなんだよ？」

「うぅ～……で～もぉ～～……さっき視線を感じたし～～……」

　要するに怖いんだな。……ホント、単純な奴。中司さんが脅したくなるわけだ。

「さて、そろそろみんなも来るだろうし、向こうに戻ろうぜ」

　俺は足を拭き、靴をはき直して立ち上がった。

「そうね。お腹なかも空すいてきたことだし、お昼の準備を始めよっか！」

　空気を変えるように、蓮華は明るい声でみんなを促した。

「あ、そだね！　わたしもお腹空いたよー。ごっはんっ、ごっはんっ♪」

　……やれやれ、飯の話題になったらいきなり笑顔だもんな。現金な奴。

　そんなすずみの様子に、俺達が苦笑いしながら立ち上がった時――、

「みんな伏せてっ！」

　荒気の張り詰めた声が川原に響いた。

　俺はとっさにすずみの頭を抱え、その場にしゃがみ込んだ。その瞬間――。
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　すさまじい轟ごう音おんが川原に響き渡った。

　まるで複数の重量物が間ま近ぢかに落下したような、激しい震動。地面の揺れが収まると、パラパラと小さな硬い破片が頭に降り注ぎ、砂ぼこりが鼻に入ってきた。

「ふえぇ……な、なんなの？」

　間近で聞こえるすずみの声に、俺はゆっくりと目を開け、周囲を見回した。

　最初に見えたのは、すずみの朱あかい髪と、周りのみんな。蓮華も荒気も霧生さんも、俺と同じようにその場にしゃがみ込んでいた。良かった、全員無事みたいだ。

　次いで見えたのは、俺達を囲むように広がる真っ白な土つち煙けむり。

「何よこれ、落石？　煙でなんにも見えないじゃないの」

「今、見えるようにしますねっ！」

　放った声がそのまま風になるように、荒気を中心に巻き起こった突風が砂ぼこりを吹き飛ばし、森の木々さえザワザワと揺らした。

　クリアになった視界に入ってきたのは、川原に突き立つ複数の奇妙な円えん筒とうだった。

　鈍い金属光沢を放つ円筒は明らかな人工物で、周りが自然いっぱいなキャンプ場だけに、ことさらに異物感を放っている。なんというか、パッと見それらは……。

「ミ、ミサイル？」

　俺も実物なんて見たことないけど、これが空から降ってきたのはたぶん間違いない。

　飛翔する金属の円筒……そんなもの、ミサイルかロケットのどっちかだろ。

「これ、見たことないミサイルですね。新型の試験か、それとも一般に公開されていない訓練用の模も擬ぎ弾かな？　でも、国境に近いこんな場所で訓練なんてしますかね？」

「この近辺に、演習場はない。陸軍の駐ちゆう屯とん地ちは、富士を挟んだ東側。それに、全部で十発。これだけの数、狭い範囲に落とすなんて、打ちっ放しじゃ無理」

「ですね。近くからレーザー照準、もしくは無線誘導してると思うのが自然ですよね」

　霧生さん、荒気くん、詳しいね。君たちって軍事マニア？　それとも陸軍志望？

「えと……こうちゃん、つまりどういうことなの？」

「簡単に言えば、ここが狙ねらわれたってことだろ？」

「ええぇっ!?」

　すずみが素すっ頓とん狂きような声を上げるのと、その変化は同時だった。

　川原や川底に突き立つ十本の円筒が、すさまじい音を立てて高速回転を始めたのだ。

　予想外の変化に身を硬くする俺達の前で、円筒はさらに劇的な変化を見せた。

　旗が風に吹かれて広がるように、回転する円筒から棒状のものが数本伸び上がる。

　円筒の回転が次第に緩くなり、やがて止まった。

　そして、ガシャンと重い金属音を鳴らし、円筒だったものは地面を踏みしめた。

「噓。これ、カカシなの？」

　俺達を囲むように立つ十体の歪いびつな人型は、材質と形状は違うものの、全体的には学校で見るカカシとよく似ている。

「なになに、なんでカカシさんが？」

「お、落ち着けすずみ！　もしかしたら、これは先生方のサプライズってことも……」

　――なんて、俺の希望的観測は即座に打ち砕かれた。

　カカシがこちらに腕を突き出した瞬間、かぎ爪のような手先が飛んできたのだ。

　十体同時、ついでに両腕飛ばしの大サービスだ。

「うわっ！」「ひゃあっ！」

　合計二十本のロケットかぎ爪は、全部一直線に俺とすずみの方へ飛んできた。

　かぎ爪の材質と尖とがり具合から、「刺すぞ」って意志がハッキリ見て取れる。

「なめんなっ！」

　バシンッと電光が閃ひらめき、俺達の眼がん前ぜんに迫っていた全てのかぎ爪が弾き飛ばされる。

　ガシャンガシャンと金属質な音を立てて、二十本のかぎ爪は力なく地面に落ちた。

「シャレになんないわね。これで先生方の差さし金がねなら、サプライズにもほどがあるわ。……ひょっとして、さっきの怪談を聞いたから出てきた富士のＭＩＢかしら？」

「黒くはないですけど、富士特産のカカシですし、場所も近いですからね。富士からって考えるのが自然かもしれませんよ」

　おいおい、仮にそうだとしても、聞いた瞬間即参上なんて、そんなのありか？

　不意に、「ギュイーン！」とモーター音が響き、かぎ爪の後ろに付いていたワイヤーが高速で巻き取られ、カカシの手元に戻った。……あら便利。

「ワイヤークローってとこかしら？　学校のと違って、ずいぶんメカメカしいこと」

　苦笑した蓮華は、腰を落とすように身構えた。

「さて、と。どこの奴かなんてのは後回し！　あっちから攻撃してきたんだし、本気でボコボコにしてやってもいいわよね？」

「大丈夫。ちょっとやり過ぎても、正当防衛」

「ＯＫ！」

　こっちは五人、あっちは十体。戦力的には一対二で、こっちは完全包囲。

　包囲しているカカシに対し、俺達は背中合わせの円陣を組んで向き合った。

　俺達を囲む十体も前ぜん傾けいを深める。それは戦闘態勢であるように見えた。

「荒気、あたしと霧生で包囲を崩すから、あんたは先生方に連絡して。今の音が聞こえなかったとは思えないけど、一応ね」

「はいはい、僕は今回も伝令ですね。女の子を残していくのは気が引けますけど」

「気にしない。適材適所」

「そういうこと。すずみんは自衛に徹して、鋼平はすずみんのガード役」

「うん、わかったよ」「ま、壁だからね」

　俺達の返事に蓮華は満足そうに頷き、一つ大きく深呼吸をした。

「……じゃ、三つ数えたらスタートよ」

　蓮華の言葉に小さく頷いて、霧生さんは眼鏡を外して胸ポケットにしまった。

「三……二……一……ゴーッ！」

　掛け声と共に蓮華の右腕から雷光が伸び、正面の一体を直撃した。

　カカシの胸が内側から膨ふくれあがり、火花を上げて爆散する。

「まず一つっ！」

「違う、二つ」

　明るい声を、静かな声が訂正した。振り返って見れば、川の中に立っていたカカシが一体、凍った水面から伸びた巨大な氷柱つららに貫かれ、火花を散らしていた。

「やるじゃない！」

「そっちも」

　おぉ、さすがに玉組ツートップだ。こんな時は非常に頼もしい！

　あっという間に二体失った襲撃者は、陣形を組み直すような動きを見せた。

　その間かん隙げきを突くように荒気が地面を蹴り、俺の視界から姿を消す。……が。

「うわぁっ？」

「荒気っ！」

　それが荒気の声だと認識した時には、荒気は川原に転がっていた。

　荒気の体はネットで拘束されていて、その周りを三体のカカシに囲まれている。

　噓だろ、あいつら荒気の速度に対応できるのかよ？

「っ！　鳴神さん、前っ！」

「え、きゃあっ!?」

　霧生さんの声に振り返ると、蓮華がいたはずの場所にいたのはカカシだった。

「蓮華ちゃんっ！」

　すずみの視線を追うと、弾き飛ばされたのか、蓮華は数メートル後方に立っていた。

「いっつ～……」

　攻撃をガードした両腕が痛むらしく、蓮華の表情は苦しそうだ。

　おいおい、こいつら学校のカカシとは比べものにならないくらい強いぞ！

「ひゃあっ？」

「すずみっ!?」

　慌てて視線を戻すと、蓮華を弾き飛ばしたカカシがすずみの腕をつかんでいた。

　カッと頭に血が上のぼる。

「てめぇっ！　すずみを放せっ！」

　俺は足下に落ちていた大きめの石を拾い、カカシの腕に思い切り振り下ろす。

　ガツンという鈍い音が響き、俺の手には確かな手応えが伝わった。

　効いてない、と。

　いやまぁ、俺の腕力じゃ石で金属なんて破壊できませんけど……わわっ！

「こうちゃんっ！」

　邪魔だと言わんばかりに振るわれたカカシの腕で、俺の体は簡単に浮いた。

　なんとか倒れずに着地したけど……くそっ、こいつらマジで強い！

「こんのぉーっ！　こうちゃんにぃ、なにすんのさ――っ！」

　顔を真っ赤にしたすずみは、自分を捕まえたカカシの腕をつかみ返し……まるで木切れでも放るかのように空高くへと投げ飛ばした。

　クルクルと空中を舞ったカカシは、ガシャンと音を立て、頭から川原に落ちた。

　……あらまぁ、ずいぶんとハイパワーだこと。

「わわっ！」

　焦った声に視線を上げると、次のカカシがすずみに迫っていた。それも二体同時だ。

　やばいっ、すずみが棒立ちだ！　庇かばおうと俺が駆け出した時、

　ズザン！

　短い音が響き、突進してきた二体のカカシが千ち切ぎれ飛んだ。

「……ちょっと本気」

　静かな、それでいて冷たい声が川原に広がる。

「雫ちゃん、それって……」

　いつの間にか、霧生さんの左腕には竜りゆう身しん『氷こおりの爪つめ』が纏まとわれていた。

　霧生さんが無造作に巨大な左手を振るうと、さっきすずみに投げられ、なお立ち上がろうとしていたカカシがあっさりと斬り裂かれた。

「悪い子には、お仕置きが必要」
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　荒気を拘束している三体をにらむその瞳は、暴走中のすずみと同じく自ら光を放っていた。もっとも、そこから受ける印象はすずみと真逆の、凍えるほどの冷気。

「すっげー……」

「うん。雫ちゃん、かっこいい！」

　これが、制御されたⅠ種の力ってことか。もうすごいとしか表現できない。

　襲撃者の数はあっという間に半数だ。これなら……。

　そう思ったところで、背後からドドッと二つの爆発音が響いた。

「やられっ放しは、性しように合わないのよね」

　得意げで、それでいてちょっと悔しそうな声。

　振り返ると、蓮華の拳に胸を貫かれたカカシが、煙を上げて倒れ込んだ。

「さっすが蓮華ちゃん！」

「ふふん、当然の結果よ」

　歓声を上げる二人をチラリと見て、霧生さんは残るカカシへと視線を戻した。

「……さ、残ったのは、あなた達だけ」

　足を肩幅ほどに広げ、体は少し前傾に。霧生さんは氷の爪を油断なく構える。

　隙があれば一気に踏み込む。そんな居い合あい抜ぬきにも似た、ピンと張り詰めた空気。

　心を持たないはずのカカシ達が、まるで彼女に気け圧おされたように動きを止めていた。

「荒気くんを放しなさい」

　畳みかけるように放たれた威圧の言葉に、カカシがビクリと身を震わせる。

「出来れば、このまま穏おん便びんにすませてくれるとうれしいんですけど」

　カカシに押さえつけられている荒気が、ちょっと情けない声を上げた。

　しかし、そんな荒気の淡い期待は、瞬時に裏切られた。

「……って、え？　ちょっと！」

　突然動き出したカカシ二体が、ネットでがんじがらめの荒気を左右から抱え上げ、そのまま霧生さんに向けて放り投げたのだ。

「うわぁあああああ――――っ！」

「……っ！」

　霧生さんは反射的に氷の爪で荒気を受け止めたものの、勢いに負けてよろめいた。

「危なっ」

　慌てて蓮華が駆け寄り、霧生さんの背中を支えた。その時――。

「ダメッ、みんな避よけてっ！」

　ドンッ！　爆発音が轟とどろき、激しい衝撃波が地面と空気を震わせる。

　同時に吹き上がった白はく煙えんに、俺達の視界は覆おおわれた。

　――自爆攻撃。一瞬のことで、俺は声も出せなかった。

「やだっ……蓮華ちゃん、雫ちゃん、荒気く――」

　みんながいた方へ、すずみが走り出そうとする。その肩を、俺はつかんだ。

　この時、俺は妙に冷静で、残る二体が特攻してくると何故か確信していた。

　確信に従い、俺は何の躊ちゆう躇ちよもなくすずみを抱きすくめ、カカシが飛びかかってくるであろう方向へと背中を向けた。――だから、間に合った。

　不思議と爆発音は聞こえなかった。

　全身がバラバラになりそうな、すさまじい衝撃。

　一瞬の浮遊感、もしかしたら意識が飛んでいたかもしれない。

　浮遊感が消えた後、俺は自分が水中にいて、さらに流されていることに気づいた。

　水に沈みかけた視界の中、すずみがこっちに手を伸ばしているのが見える。

　どうやらあいつは無事みたいだ。いや、それは何よりだ……。

　狭い視界の中のすずみは、涙と鼻水でグシャグシャにしていて、声は聞こえなかったけど、口の動きで俺の名前を呼んでいるのがわかった。

　声が出せたなら「うわ、おまえブッサイクな顔してるな～」と笑ってやるとこだったのに、いかんせん口は水中だ。呼吸すらできない。残念だ。

　視界が完全に水に覆われたので、俺はまぶたを閉じ、流れに身を任せた。

　水を吸ったジャージは重く、俺の体は流されながら水みな底ぞこへと沈んでいく。

　あぁ、これで終わりか、なんて他人事のように考えた時、不意に、体が浮いた。

　ちょっと息が出来る。それに、何か柔らかくて、温かい。

　赤ん坊の時、母に抱かれて得た安心感……なんて、そんなの俺は覚えちゃいないけど、たぶんこういう感覚なんだろう。そう思えるほどに心地よかった。




「こうちゃんっ！」




「……っ！　ぐげほっ!?」

　耳元で自分の名前を怒鳴りつけられ、驚いた拍ひよう子しに息を吞む……つもりだったが、口に入ってきたのが水だったもんだから、俺は思い切りむせた。

「ゲホゲホッ……うげぇ、なんだよもう……」

　必死で足をばたつかせ、川に沈みかけていた体を起こす。あー、死ぬかと思った。

「ぁ……良かった、こうちゃん目が覚めたんだね……ぐずっ」

　声のした方を見ると、ずいぶんと近くにすずみの顔があった。すずみは俺を抱えて浮いていてくれたらしい。……さっきの柔らかい感触って、すずみだったのか。

　泣き笑いというか、目に涙を溜め、すずみはうれしそうに俺を見つめていた。

「……ていうか、こうちゃん、ひょっとして無傷？」

「ん～？　たぶんな。背中がヒリヒリするけど」

「…………へぇ、そうなんだ。ホントに頑がん丈じようだよね……泣いて損したよ」

　いや、命の恩人さん。ケガはしてないけどさ、俺だって痛いもんは痛いんだぞ？

「ともあれ、さんきゅーすずみ。おかげで水死は免まぬがれた……けど」

　状況は良くない。俺達は抱き合うように川の真ん中辺りに浮かんでいるが、かなりの勢いで下か流りゆうに流されているらしい。依然として大ピンチだ。

「白石、穂村――っ！　大丈夫か――っ？」

　遠くから高山先生の声が聞こえた。

「大丈夫ですけど――っ、流れが速くて岸まで泳げませ――んっ！」

「あきらめるなバカタレ――ッ！　そのままだと滝に落ちるんだぞ――っ！」

　俺達は顔を見合わせた。言われてみれば、後ろから大きな水音が聞こえる。

「た、滝ってさっき見たアレだよな？　ヤバイ、落ちたら痛いじゃすまねーぞ」

「っていうか、いくらなんでも死ぬんじゃないかな～？」

　すずみの表情は硬く、俺も自分の顔から血の気が引くのがわかった。

　話している間にも俺達はどんどん流される。後ろから聞こえる滝の水音も、だんだんと大きくなってきてるし……ヤバイ、本格的にヤバイ！

　さっきの滝は、パッと見で落差が二十メートルはあった。

　そんな高さから落っこちた経験はないけど、間違いなく無事じゃすまない。

　仮に落下の衝撃に耐えられたとしても、この水量だ。滝たき壺つぼに落ちたら百パー溺おぼれる。

　溺れて息ができなきゃ鋼こう化かも解ける。つまり、落ちた時点で俺の命は終了だ。

　それはすずみだって同じ……というか、耐久性は俺の方が高いんだから、間違いなくすずみの方が危険だ。どうする？　どうしたらいい？

「……あっ、そうだすずみ！　すずみんブレスだ！　ブレスをジェット噴ふん射しやみたいに使って、岸まで進むってのはどうだ？」

「あ、そっか！　よーし…………って、ブレスってどうやったら出るの？」

「お、おまえなぁあっ！　暴走中はあんだけポンポン吐いてるくせに、まだ自力じゃブレス吐けないのかよ!?　肝心な時に使えないな、このヘボⅠ種！」

「ひど――いっ！　ヘボってなにさ、いつもはブレス吐いたら怒るくせに――っ！」

　滝が迫ってくる。もう大して時間がない。考えろ考えろっ！

　すずみが転入した時、ブレスの原因って話が出たはずだ、あれは……蓮華が広げた「すずみんのしつけポイント」って書いた紙で、すずみんブレスが重要で、対策って書き加えられたのが『大声禁止！』と『要石の常時着用！』って標語だったから……。

　そうだ、だったらあの二つの逆をすればいいんじゃないか？

「すずみ、要石を外せ！　それで思いっきり息を吸い込んで、腹の底から叫べばブレスが出るかもしれない！　やらなきゃ死ぬんだ、試す価値はある！」

「そ、そっか。やってみるよ！　…………で、なんて叫べばいいのかな？」

「なんでもいいよっ！　おまえが一番叫びたいことを叫べっ！　早くっ！」

「わかった！　すぅふぅう……すぅうううううう――――っ！」

　要石を外したすずみは大きく息を吸い込み、リスのように口をふくらませた。

　リミッターを外されたすずみの体内に、大量の竜気が充じゆう塡てんされていく。

　そして、すずみの二つの朱い瞳が、燃え盛る炎のような光を放った。

「やれっ！　すずみ――っ！」

　すずみはコクッと力強く頷き、大きく溜めた力を右う岸がんへ向けて解き放った。




「お腹空いたぁあああああああああああああああああああああぁぁ――――――っ！」

　ゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォ――――――ッ！




　ドォン！

　放たれたすずみんブレスは、狙い通り右岸を直撃し、爆発を起こした。そして。

　――俺達は虚こ空くうに放り出された。

「「へ？」」

　気づけば川は終わりを迎えていた。

　ちょうどそのタイミングで加速した俺達は水面を離れ、空中へ飛び出したのだ。

　視界に広がるのは大空。雲間から覗く青空に真昼の太陽が輝いていて、それは俺の真横、見開かれたすずみの瞳と同じくらいにキレイだった。

　そして、万ばん有ゆう引いん力りよくに捕らえられた俺達は、真っ逆さまに落下を始めた。

「うわぁああああああああああああああああああああああぁぁ――――――――っ！」

「きゃぁああああああああああああああああああああああぁぁ――――――――っ！」

　俺とすずみの悲鳴が重なる。

　俺はギュッとすずみの体を抱きしめ直し、きつく目を閉じた。

　せめて、すずみのクッションくらいにはなってやらねーとなぁ……。




「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁ――――…………って、あれ？」




　間の抜けたすずみの声がした。こいつは最さい期ごまでのんきな声を……って、またずいぶんと長い落下時間だな。まだ地面にはつかねーのか？

　目を開くと、不思議な光景が広がっていた。俺の足下に森が見えるのだ。

　おかしいな。俺達は頭から落ちてたんだから、森は頭上のはずだろ？

　それに、地面までの距離がさっきから変わらないような。

「……あれ？　落ちて、ない？　つか、飛んでる？」

「うん、そーみたいだね」

　目を上げると、鼻が触れ合うほど近くに、不思議そうなすずみの顔があった。

　再度周りを見回してみる。……俺達の体は、たしかに空中に浮いていた。

「どういうことなんだ？」

「どういうことなんだろうね？」

　お互い首を傾げる。と、すずみの背後に見覚えのあるものがあった。

「あ、すずみ……おまえ、それって」

「ん？　なぁに？　わたしの背中に何か付いてる？　……って、おぉっ！」

　すずみは肩越しに振り返り、自分の背中にあるものを見つけ、自分で驚いていた。

　そこにあったのは鳥のように羽ばたく、一対の炎の翼。

　それは紛れもなく、肉食衝動で暴走した夜、すずみが広げていたあの翼だった。

「え、え？　うそ、なにこれ？　こうちゃん、なんでわたし飛んでるの？」

「いや、俺に聞かれてもなぁ。飛んでるのはおまえだろ？」

「そうみたいだけど……えぇ？　なんで？」

　翼がよほど気になるようで、すずみは右へ左へ振り向いてはそれを確認していた。

　どうでもいいが、下手に動かれるとバランスが崩れる。

　心なしか高度が落ちてるような気もするし、それ以前に俺が落ちる。やめて。

「ふむ。とりあえず落ち着けすずみ。理由は全くわからんが、おまえが飛んでいるのは間違いない。ここは素直に事実を受け入れよう。おまえは飛んでいる、はい復ふく唱しよう」

「あ、うん、そだね。……うん、わたしは飛んでいる。アイ・キャン・フライ」

　神妙なすずみが顔で頷くと、崩れかけていたバランスが安定した。

　よし、これで落下の心配はひとまずなさそうだ。せっかく助かったのに、「背中の羽が気になって落ちました」なんてマヌケすぎるからな。

「よし、次は落ち着いてゆっくり下に降りよう。……できるか？」

「う、うん。それならできそう。むむむ……ゆっくり、と」

　羽ばたきが少し緩やかになり、少しずつ下へと降り始めた。

　ときおりガクッと落ちかけながらも、しかめっ面全開のすずみは「ゆっくり」を念仏のように唱となえ、二十メートルほどの高さからゆっくり時間をかけて降りた。

　おそらく一分ほどだったろうけど、俺にはそれが何倍にも思えた。

　だから地面に足が着いた時、緊張から解放された俺達は同時に「ふはぁっ」と息を吐き出し、そのまま崩れ落ちるように座り込んでしまった。

　炎の翼は折りたたまれるようにすずみの背中へ吸い込まれ、消えた。

「はぁ……すずみ、ありがとな。おかげで助かった」

「え、えへへ……うん。こうちゃんが無事で、ホントに良かったよ」

　俺達はお互いに笑い合い、そして――。

「「怖かった～～～～～～～～っ！」」

　互いの両手を取り合って、深く深く安あん堵どのため息を吐いた。

　今さらながら、俺達がずぶ濡れだったことを思い出し、ぶるりと体が震える。

　安心したからか、すずみの両目からは再び大粒の涙がこぼれていた。

「よしよし、良い子だから泣くな泣くな」

「うぅ～……子供扱いして～…………あ、そうだ！　蓮華ちゃん達！」

　ハッと、すずみが顔を強ばらせた。そうだ、あいつらカカシの自爆で！

　すぐに立ち上がり、手を貸してすずみも立たせる。

「お～～いっ！　穂村っ、白石っ！　おまえら生きてるか――っ？」

　高山先生の声だった。ひとまず応えようと崖の上を見上げると、

「すずみ――ん！　大丈夫――っ？」「二人とも、ケガはない――っ？」

　先生の隣で蓮華と、なんと霧生さんまで大声を上げ、こっちに手を振っていた。

「蓮華、霧生さん……よかった、あっちも無事っぽいな」

「お――い！　わたし達も大丈夫だよ――っ！　って、あれ？　荒気くんは？」

　ブンブンと両手を振り返していたすずみが、ピタリと固まった。

「え？　あれ、ホントだ、いないな。…………荒気さ、良い奴だったよな？」

　合がつ掌しよう。

「うん……って、えぇっ!?　あ、荒気くん死んじゃったの!?」

「いやいや、死んでませんから」

　驚くすずみの後ろで荒気は苦笑していた。




　　　　　◆




　謎のカカシによる襲撃の後、俺達は大変だった。

　我ら『すずみんをしつけ隊』は全員が軽傷程度で済んだ。

　しかし、襲撃自体が大問題だったわけで。当然のごとく野外実習は即刻中止され、我ら一年玉組はすぐに学校まで連れ帰られた。

　現場に居合わせず、何もしないうちに連れ帰られたクラスメート達こそ大混乱で、当事者の俺達は帰りの車内でさんざん質問責めにあった。けど、わからないのはこっちも同じだ。語れることといったら、せいぜい武ぶ勇ゆう伝でんくらいなわけで。

「あたしは三体やったわ！」

「私は四つ。ハイスコア」

「ちょっと霧生！　それって、すずみんが投げ飛ばした奴も入れてるじゃない！　あれはノーカンでしょ？」

「でも撃破したのは私。あと、最後の自爆を防いだのも私だから、五つ」

「ぐぬぬぬぬ……っ！　反則！　ずるい！　認めないっ！」

「ま、まぁまぁ二人とも、落ち着きましょうよ」

　とまぁ、そんな話をしながら学校まで帰って、すぐに解散となった。




　で、事件翌日の今日。本来ならばまだキャンプ二日目だったわけで、我ら玉組には授業の予定が組まれていない。刀塚野先生に至っては、姿さえ見せなかった。

「――というわけで、今日は終日自習」

　朝のＳＨＲの時、霧生さんがそう告げるとクラスメート達は「やったー」と喜んだり、「だったら帰りたい」と愚ぐ痴ちったり、まぁそれぞれに反応していた。

　俺も帰りたい派だ。一時間ならいざ知らず、一日自習なんて退屈だし。

　早く帰ってゴロゴロしたい、なんて考えてたけど、俺の退屈な時間はすぐに終了した。

　俺達『すずみんをしつけ隊』とすずみは、校長室に呼び出されたからだ。




　　　　　◆




　登龍門高校の校長室は職員室の隣、いかめしい扉の奥にあった。

　人生初の校長からの呼び出しに、多少緊張していたのは否いなめない。

　だって、生徒が校長室に呼ばれるのって、あんまり良いシチュエーションじゃないよね？　イメージ的には、学校からきつく叱しかられる場面だ。

　他のみんなの考えまではわからないけど、楽しげな表情はしてなかった。

　俺達を先導してきた高山先生が扉をノックし、「失礼します」と扉を開く。

　部屋の奥にある大きな窓の前、高級そうなデスクセットに校長先生は座っていた。

　入学式や全校集会で遠目に見たことしかなかったが、こうして近くで見た印象もその時のまま。一言で言えば、優しそうなおばあさんって感じだ。

　正直、入学当初は「登龍門のイメージに合わない人だ」と思っていた。

　ただ、こうして間近に立ってみると、白髪しらがの一本も混じらない琥こ珀はく色の髪と同色の瞳、霧生さんに似た雰囲気から、校長先生が強い竜であることがなんとなくわかる。

「ごめんなさいね、突然呼び出してしまって」

　印象通りの優しい声。校長先生は柔にゆう和わな笑顔で俺達を迎えてくれた。

「さ、みんなそこへ座ってちょうだい」

「あ、はい。失礼します」

　蓮華が緊張気味に答え、俺達は勧められるまま応接用らしいソファに並んで座った。

　俺達が席に着くと、校長先生も近くの一人掛けソファへと腰を下ろした。

「高山先生も、どうぞお掛けになって」

「いえ、私はここで」

　高山先生が扉の脇で首を振ると、校長先生は「そう？」と少し残念そうに見えた。

「さて、長い前置きも退屈でしょうし、早速本題に入りましょう。今日来てもらったのはね、昨日の襲撃事件について、当事者のあなた達から直接お話を聞かせてもらいたかったからなの。……いいかしら？」

　俺達は全員一緒に頷いた。




　俺達の説明は三十分ほど続いた。

　お世せ辞じにもまとまっていたとは言えなかったけど、校長先生は穏やかな表情を崩さず、時折頷いたり、相づちを打ったりしながら、じっと聞いてくれた。

「――なるほど、状況はよくわかりました。ありがとう」

　そして、すずみが飛んだところまで説明すると、校長先生はゆっくりと深く頷いた。

「みんな、大変だったわね」

　ねぎらいの言葉が温かくて、ちょっと感動してしまったくらいだ。

「先生方から報告は受けていたけれど、やっぱり当事者のお話は臨場感があるわね。それじゃあ、質問させてちょうだいね。今回の襲撃、あなた達はどう感じたかしら？」

　校長先生の問いかけに、蓮華は首を傾げた。

「どう感じた、ですか？」

「そう、感じたこと。現時点では相手が何者かわからないし、目的も不明。けれど、その行動を直接目にしたあなた達にしか感じられなかった、空気というか、そういう情報がきっとあると思うの。それを教えてくれないかしら？」

　あの襲撃から感じたこと……か。言われて、もう一度状況を思い出してみた。

　あの時、俺達はキャンプ場へ到着した直後。

　キャンプ場に他のお客さんの姿はなかったから、一番乗りだった俺達以外には先生方と、一緒に歩いてきた中司さんくらいしかいなかった。

　そして、カカシミサイルが降り注いだのは、その少ない大人達の姿さえない状況。

　……まるで、周囲に誰もいなくなるタイミングを狙ったかのようだ。

「う～ん……思い返してみると、いろいろタイミングが良すぎるな」

「カカシの着弾位置も、気持ち悪いくらい正確でしたもんね。となると」

「犯人は近くからあたし達を監視していた、ってことね」

「あっ！　じゃあひょっとして、森でわたしが感じた視線って……」

「犯人って考えるのが自然じゃない？　すずみんは意外と鋭するどかったってことね」

　蓮華の言葉にみんな頷き、すずみだけ「意外ってなんだよー」とふくれっ面をした。

「……そもそも、カカシを使うのが不自然。私達を攻撃したいだけなら、あんな手段をとる必要がない。本物のミサイルか、砲弾を撃ち込めばいいだけ」

　サラリと恐ろしいことを……けど、たしかに霧生さんの言う通りだ。

　あの襲撃には不自然な点が多すぎる。状況を整理すれば、犯人はこちらを監視下に置いていたとわかる。つまり、あちらは自由に俺達を攻撃出来たはずだ。

　なのに、あえてこちらが抵抗出来るカカシを使用したことになる。

　それはつまり、犯人の目的のためにはそうする必要があったってことだ。

「……犯人の目的、穂村さんだと思う」

　ポツリと漏もらされたつぶやきに、全員の視線が霧生さんに向いた。

「わ、わたし？　え、なんでわたしってことになるの？」

「ただの勘かん。……でも、根こん拠きよはある」

「じゃあ、その根拠ってなんなのよ？」

「一つは、カカシの動き。まず、最初のワイヤー攻撃。全部、穂村さんを狙ってた。それから、覚えてる？　穂村さんに近づいた一体が、穂村さんの腕をつかんだこと。鳴神さんは殴り飛ばして、白石くんを払いのけたのに。とても不自然」

「あ……そう言えば、そうね」

「次に、穂村さんの力」

　霧生さんの視線を全員が追い、すずみへと向けられる。

「飛行は天翔る龍神が持ち、地を這はう竜が受け継がなかった、失われた力。この二千年間、空を飛べた竜は、記録上一人だけ」

「……たしかにすごいレア能力だけど、だからってあんなことする理由になる？」

　訝いぶかしげな表情の蓮華に、霧生さんはまっすぐ視線を向けた。

「なる。だってその一人は、昨日話した昔話の、魔物になった女王だから」

『え？』

　驚く俺達に追い打ちを掛けるように、霧生さんの言葉を追つい認にんする人が現れた。

「霧生さんの意見には、私も賛成です。穂村さんにかつての女王を重ね、何か良からぬことを企たくらんでいる輩やからがいる……それはおそらく事実でしょう」

　校長先生がハッキリと首しゆ肯こうしたのだ。

　俺達は言葉を失い、霧生さんと校長先生の顔を交互に見ることしかできなかった。

　呆然とする俺達を尻目に、校長先生に促され、霧生さんが再び口を開いた。

「『天翔る竜は、世に災いを呼ぶ者なり』。これは、私の家みたいに、古くから続く竜の家系に伝わる口く伝でん。翼を持つ竜は、魔物に変わる恐れのある、忌いみ子ご。それから、口伝はこう続く。『翼持つ竜の子、生まれたる時は』……」

「う、生まれたら……どうなるの？」

　すずみが尋ねると、霧生さんは言葉に詰まったようだった。

「『疾とく富士へと送るべし』……と言われていますね。私も父から聞かされました」

　霧生さんに代わり、校長先生が言葉を継いだ。

「富士と竜の女王にまつわる伝説は、あなた達も知っているようね。もちろん、あのお話が全て事実であるのか、それはわからないわ。……ただ、それを信じている人達もたくさんいるの。そうして、二千年以上という時を過ごしてきた人達がね」

「それが、富士の人達ってことですか？」

　蓮華の質問に校長先生は頷いた。

「ってことは……やっぱり、犯人は富士ってことですか？」

　蓮華の言葉に、誰かがゴクリとのどを鳴らしたのが聞こえた。

　その質問には答えず、校長先生は穏やかな表情のまま、俺達一人一人と視線を合わせるようにゆっくりと見回した後……静かに首を横に振った。

「いいえ、私は違うと思うわ」

「で、でも！　カカシ使ってましたし……それに、富士の人達は伝説を信じてるんですよね？　だったら、一番疑わしいのは富士じゃないんですか？」

　食ってかかる蓮華の言葉を、校長先生は遮らずに最後まで聞いた後、口を開いた。

「そうね。たしかに、かつての女王と同じ力を持つ子が現れた、と富士の人達はとても興きよう味みを持っているわね」

「じゃあ、富士はすずみのことを知っているんですか？」

「えぇ。私達から正式に報告しましたからね」

『えぇっ!?』

　俺達の顔を見て、校長先生は困ったように笑った。

「勘違いしないで。これは正式な外交ルートを通じての情報交換よ。同じルートで、私達は今回の襲撃について富士へ公式に質問し、関与していないという回答を得たわ」

「でも、そんなの噓かもしれないじゃないですか！」

　退ひこうとしない蓮華に、校長先生はおだやかな視線を向けた。

「もしも今回のことが本当に富士の犯行だとしたら、それは立派な外交問題よ。さらに公式な発言に噓があれば、今後富士は国際社会において信用を失うことになる。これは国家にとって非常に深刻な問題よ。だから、彼らが公式に違うと言った以上、信用できると思うわ。……それなりの証しよう拠こも与えてくれましたからね」

　校長先生は何枚かの書類を俺達の前に差し出し、簡潔に説明してくれた。

　回収されたカカシの特徴が、富士で作られているどのカカシとも異なっていること。

　富士側のレーダー記録に残っていたカカシの発射地点が、日本領内であること。

　この情報を信じるなら、富士への疑いは晴れることになる。……けど。

「みんな、納得いかないって表情ね」

　全員の顔を見回した後、校長先生はまた困ったように笑った。

「富士の国こく是ぜは魔物の再来を防ぐこと。実際、彼らは国是を果たすため、私達竜以上に竜気力を研究し、制御法を確立してきたわ。現在私達が教えている竜気力制御の理論、要石などの道具……他には、竜気道なんかで使う結界もそうね。そういったもののほとんどは、富士の人達が長い時間をかけて生み出してきたものなの。その研究のために、昔は強い力を持つ竜が富士へ招かれた、なんて話も聞いたことがあるわね」

　……あぁ、それが中司さんの言ってた都市伝説の元ネタなのか。

「現在、富士と日本は公おおやけに協力して竜気力を研究し、研究成果を子供達に与え、竜の力による災いを未然に防ぐ努力をしているわ。そのために、竜科学校というシステムが創られたの。人の出入りに厳しい富士が登龍門と人材交流しているのも、その一環ね」

「じゃあ刀塚野先生は、その人材交流でうちの学校に来てるんですか？」

「そういうことだ。おまえ達の担任、刀塚野……先生は、我々登龍門高校が正しい教育をしているか監かん査さしている、いわば富士から来たお目付役なんだよ。あいつを通じて、アタシらは富士と情報交換をしているわけだ」

　俺の問いかけに答えたのは、それまで黙っていた高山先生。

「穂村が寮で暴れた夜、すぐに刀塚野、先生は、炎の翼について職員会議で報告したんだよ。飛行能力者である可能性と、魔物……あいつはオロチと呼んでいたが、その危険性についてもだ。ご丁てい寧ねいに、国外不出って判の押された資料まで添えてな」

「そんなこと……あたし達には何も言わなかったのに」

「あまり怒ってやるな。刀塚野にしても、穂村が飛行能力者なのか確信は持ってなかったんだ。あの時点でおまえ達に言っても、無駄に心配させるだけだったろうさ」

　まぁ、たしかにそうかも。あの時「穂村は魔物になるかもしれん」なんて言われても、何を言ってるのかサッパリだったろうし。

　……それはそうと、高山先生さっきから刀塚野の後に『先生』って付け忘れかけてたけど、ついに刀塚野って呼び捨てになったな。

「昨日だって、襲撃の時何もしてやれなかったって、けっこう落ち込んでいたんだぞ？　おまえらを送った後、すぐに富士へ戻って、国の連中がちょっかいかけてないかって夜中ずっと調べ回ってたらしいからな。おかげで、まだ帰ってきちゃいない」

「あの刀塚野先生が……？」

　みんな信じられないって顔をした。あの後、俺達と一緒に学校に戻った姿を見ているから、富士に着くのは午後遅くになってからのはず。ホントに一晩中動いてたのか？

　なんだよ、それじゃまるで熱血教師みたいじゃないか。

　俺達の中じゃ、いつも面倒くさそうにあくびしてるイメージなのに。

「で、今朝の刀塚野からの報告じゃ、富士国内に怪しげな動きはなかったとさ。あいつが見つけられなかったんなら、少なくとも国としての富士には穂村をどうこうする動きがないってことだ。――だが、刀塚野の報告から穂村の重要性を知った誰かが、おまえらを襲ったという可能性は大いにある」

　それなら、犯人は刀塚野先生の報告を知りうる人物ってことか。

「国としての富士じゃなくて、一部の過激派……個人ってことも、ありうる」

　霧生さんのつぶやきに、高山先生は小さく頷いて言葉をつないだ。

「もしくは……疑いたくはないが、うちの学内に犯人がいるということだ」

　裏切り者という言葉こそ使わなかったが、高山先生は苦い顔だった。

　……結局、犯人が誰なのかはわからないってことか。

　全員黙り込んでしまい、校長室に居い心地ごこちの悪い静せい寂じやくが訪れた。

「……えぇっと、結局ですね、わたしはいったいどうしたらいいんでしょう？」

　それを破ったのは、「わけわかりません」という顔のすずみだった。

　そうだよな。俺だって、今の話はいきなり壮大で、どうにも理解が追いつかない。

「あぁ、そうね。突然こんなことを聞かされたら、不安になるわよね」

　校長先生はおだやかな声音で、すずみを落ち着かせるように語った。

「でもね、穂村さん。あなた達は何もしないでいいわ。こちらには回収したカカシという、直接的な物ぶつ証しようがあるんですもの。調査に少し時間はかかるでしょうけど、いずれ犯人はわかるはずよ。だから、大丈夫。事件のことは私達大人に任せてちょうだい」

　ニッコリと笑う校長先生からは、深い優しさが伝わってくる。

「クラスのみんなにも後で伝えるけれど、一年玉組の今日の授業は半日でおしまい。あなた達はゆっくり休んで、明日からはいつも通り生活してくれればいいの」

　俺達は一瞬お互い顔を見合わせて、「はい」と頷いた。

　校長先生は、やっぱり優しい笑顔で頷き返してくれた。




「――白石、ちょっと待て」

「はい？」

　校長室を辞し、教室に戻ろうとしたところで、俺は高山先生に呼び止められた。

「校長は大丈夫だと言っていたが、用心するに越したことはない。緊急連絡用に、これを渡しておく。必要な番号は登録しといたから、何かあったらすぐに連絡しろ」

　高山先生は、俺に電話の子こ機きみたいなものを手渡してきた。

「はぁ、わかりました……これ、携帯電話ですか？」

「ただの携帯じゃない、衛星電話だ。この辺りは電波が弱いからな」

　ほほう、衛星電話ですか。戦場カメラマンの手しゆ記きで読んだことあるな。

　携帯電話自体、俺は使うの初めてだし、あとで操作を確認しよう。

「先生、あたし達にはないんですか？　ってか、なんで鋼平だけ？」

　不満丸出しの蓮華に、高山先生は苦笑した。

「バカタレ。おまえや穂村に持たせたら、竜気力発動した瞬間にお釈しや迦かになっちまうだろうが！　逆に白石は持ち物ごと鋼化できるからな、持たせといても安心だ」

　高いんだからな。そう言って、高山先生は笑った。

　恨めしそうに俺をにらむ蓮華の視線から逃げるように、廊下を急いだ。

　願わくば、これを使うような事態になりませんように。俺はそう祈っていた。




　　　　　◆




　昼休み前、校長先生の予告通りに解散を言い渡された俺達は、食堂でゆったりと昼食を楽しんだ。いやいや、時間を気にしなくて良い食事はすばらしいもんだね。

　荷物を持って食堂まで行った俺達は、教室に戻ることなく昇しよう降こう口ぐちへ向かっていた。

「伝説の女王の力で、同時に魔物の力かぁー……なんか漫画とか小説の世界ね」

　蓮華は廊下の天井を見上げて、ため息まじりにつぶやいた。

「ファンタジーか、伝奇物。……好みのジャンルとずれる。恋愛要素が少ない」

「あんたの偏かたよった好みはどうでもいいのよ」

「……つまらない」

　二人の会話を後ろで聞いていた俺と荒気は苦笑いした。

「では、つまらない伝奇物に恋愛要素を添えましょう。テーマは二人のラブフライト」

　と思ったら、荒気は苦笑いからニヤニヤ笑いへと移行していた。

「はぁ？　ラブフライト？　なんだよ、その全体的にかっこ悪い言葉」

「やだなぁ、昨日のアレですよ。いろいろあってツッコミづらかったんですけど……飛んでた時、二人はぴったり抱きしめ合ってましたよね？　顔なんてこーんな近くで」

　荒気は両方の掌てのひらが付くか付かないか、くらいの隙間を作ってみせた。

「え、ホントなの？」「何それ、詳しく」

　蓮華は何故か頰ほおを染め、霧生さんは眼鏡を光らせて激しく食いついた。怖い。

「滝壺の上空二十メートル……二人は決して離さないぞ、って感じでぎゅーっと抱きしめ合ってですね、ゆっくりゆっくりと時間をかけて下へ降りてきたわけですよ」

「いや、だってそうしないと落ちるじゃん」

　俺の至極常識的な言葉に、蓮華と荒気は疑わしげな視線をよこし、霧生さんは――。

「濡れた衣服がピッタリと肌に張り付き、彼女の艶なまめかしいラインがくっきりと現れる。その冷たい布越しに感じる、柔らかな肢し体たい。水に体温を奪われた首筋に吹きかけられる、彼女の熱い吐と息いき。あぁ、全身で感じる彼女の全てが、ボクの胸を高鳴らせる……！」

　芝居がかった、というか、どこぞの安っぽい官能小説めいた語りを繰り広げていた。

　うぅ……霧生さんのイメージがどんどん崩れていく。

「いやいや、そこまで余裕なかったよ。……たしかに、すげードキドキしたけど」

「やっぱりドキドキしてたのね。当然よね、男女の抱ほう擁ようですもの」

「いやまぁ、命の危険にさらされていたからね。そりゃするよ、動どう悸き」

「死の危険が織り成す、究極の吊り橋効果ね。海外のアクション映画なら、もう次のシーンはキス確定。……どうしてしなかったの？　ヘタレなの？」

　霧生さんの目がおかしい。誰かこの人を止めて。

「……っていうかさ、鋼平。ホントのところどうなの？　あんた、すずみんのことどう思ってるわけ？　……す、好きなの？」

　はぁ？　蓮華まで霧生さんに毒されたのか？　視線を向けたけど、蓮華はそっぽを向いていたから表情が見えなかった。わかったのは耳が真っ赤なことくらい。

「どうなの、白石くん？」「それは僕も気になりますね」と、二人も食いついてきた。

　ふ～ん？　そんなに気になるもんなのか。

「好きだよ」

「「「え」」」

　何故か、みんなが固まった。

「え、何その反応？　俺、変なこと言った？　聞きたかったんじゃないの？」

「あ、いや、その……ね？」「うん、そんなにあっさり言うとは思いませんでした」

　二人とも、何故か俺と視線を合わせようとしない。荒気まで赤面するなんて珍しい。

「……予想外の反応。白石くん、意外に大物」

「霧生さんまで。だけど、俺前にも言わなかったっけ？　すずみは妹みたいなもんだ、って。あいつは家族なんだから、そりゃ好きでしょ？」

　俺がそう言った瞬間、周りから深い深いため息が漏れた。

「……なによ、そういう意味で言ったわけ？　呆れた……ビックリして損したわ」

「勝手に驚かれて、勝手に呆れられてもね。……まぁ、蓮華のそうやって素直に感情が出るところ、俺はけっこう好きだけどさ」

「す…………っ!?　あ、あああああ、あんた、いきなり何をっ……!?」

　突然、蓮華がズザッと音を立てて飛とび退のいた。おや、これまで以上に真っ赤だね。

「…………予想を超える、大物」

　俺を見つめる霧生さんは、まるで恐ろしいものを見るような表情だった。

「ホント、白石くんは大物ですね。穂村さんが聞いたらなんて言うでしょう？」

「『わたしも蓮華ちゃん好きー』ってとこだろ？　っと、そう言えばすずみ遅いな」

　すずみは昼食前に定期検査に呼ばれ、保健室へ向かっていた。

　普段は放課後にやるんだけど、今日は半日だからって昼休みに連れて行かれたのだ。

　昼飯が別なのもかわいそうだから、「一緒に行こうか？」と聞いたんだけど、赤い顔で「えっち」と追い払われた。……前にもこんなことあったな。

　キーンコーンカーンコーン

　ちょうどその時、昼休みの終了を告げるチャイムが校舎に響く。

　ふむ、もう五十分以上経っている。ちょっと遅いかもしれない。

「穂村さんだけ置いて帰るのも悪いですし、迎えに行きましょうか？」

「んだな。……あ、霧生さんはどうする？　お迎えの車は来てる？」

「付き合う。今日はまだ呼んでないから。…………あれ？」

　霧生さんの視線を追うと、昇降口前の階段から大竹さんが転がり落ちてきた。

「ちょ……だ、大丈夫ですか、大竹さん？」

　俺達が慌てて駆け寄ると、大竹さんはヨロヨロと身を起こした。

「あ、あぁ……ワタシは割と大丈夫……って、君達か、ちょうど良かった。いや、良くない！　大変なんだ！　非常かつ緊急な事態だよ『すずみんをしつけ隊』の諸君っ！」

　俺達の顔を見るなり大竹さんは顔色を変え、俺の肩をつかんだ。……顔が近いッス。

「ちょっと落ち着いてください。いったいどうしたんですか？」

　蓮華に肩をゆさぶられ、大竹さんはハッとしたように手を放してくれた。

「す、すまない、取り乱していたようだ。あくまで紳士的に、落ち着いて話そう」

「はぁ、お願いします」

「こほん、実はだね。……すずみさんが、さらわれた」

　………………………………………………………………………………え？

「「「「なんで落ち着き払ってんですか、あんたは――――――っ！」」」」

「君達が落ち着けって言ったんじゃないか――っ！」




　　　　　◆




「――後ご手てに回ったな。校内だからと油断していたか、くそっ！」

　俺達から事情を聞いた高山先生は、すごく悔しそうに壁を殴った。

「お、落ち着いてください高山先生。ここは我々大人が落ち着いてですねぇ……」

「これが落ち着いていられるかっ！　おい、あの女の行き先はわからねぇのか？」

「ふふふふふ……高山先生、よくぞ聞いてくれましたっ！」

　鋭い視線と言葉で問われた大竹さんは、得意げにノートパソコンを掲かかげて見せた。

　ディスプレイ上には地図と、点てん滅めつしながら移動するマーカーが表示されている。

「こんなこともあろうかと！　すずみさんの制服、カバン、部屋着、ぬいぐるみなど、あらゆるものにコッソリと発はつ信しん器きや盗とう聴ちよう器き、ついでに各種測定機器など付けさせていただいております！　居場所はおろか彼女のプライベートまで暴くことががががっ!?」

「なぁにさらっと生徒のプライバシーを侵害してやがんだ、コラァッ！」

　電でん光こう石せつ火か、高山先生の右手が大竹さんの襟首を締め上げる。

「ず……ずびばぜ～～ん」

　片手で軽々と持ち上げられ、宙吊り状態の大竹さんは非常に苦しそうだ。

「先生落ち着いて。今はすずみんを助ける方が一億倍大事です！」

「同感。外道の処刑は、いつでもできる」

「……ちっ！　命拾いしたな、盗聴犯」

　蓮華と霧生さんの言葉に、高山先生は苦々しい顔で大竹さんを投げ捨てた。

「追うぞ、おまえら！　警察なんざ待ってられねぇ、アタシらで穂村を助けるぞ！」

「「「「はいっ！」」」」










　　　第六章　オロチ、目覚める時







　俺達を乗せた大おお竹たけさんの車はつづら折りの山道を、対向車線などないような走行ラインを描き、およそ考えられない速度で疾走する。

『うわわわわわわ――――――っ！』

　時折車からガードレールや斜面にガリガリこする音が聞こえるが、青ざめた顔の所有者はハンドルを握る高たか山やま先生に何も言わなかった。というか、俺達全員声もない。

「……痛っ」

「うあ、ごめん霧生きりゆうさん。大丈夫？」

「ん、大丈夫」

　さっきから何度も霧生さんにぶつかって、足とか肩とか触っちゃってるんだよね。

「くぉら、鋼こう平へい！　どさくさに紛れて女の子にベタベタ触ってんじゃないわよっ！」

「ふ、不可抗力だよっ！　それに、なんでおまえが怒るんだよっ!?」

「うっさい！　こんな状況だってのに、あんたって奴はわわわっ!?」

　再び急減速からの急カーブ突入。なんか車が横に動いてるんですけど、これがいわゆるドリフトってやつなんですか？　一歩間違えれば崖下へ真っ逆さまの山道を、こんな速度でぶっ飛ばすなんて正気の沙さ汰たとは思えない……っと、またこすった！

「ちっ、やわな足回りだな。これじゃ大してスピード出せやしねぇ」

　これでもまだ遅いんですか？　うわーん、お願い降ろして、すっげぇ怖ぇえ――っ！




　ドリフト地獄を脱した俺達の車は、富ふ士じとの国境に沿って走る道へと出た。

　ようやく運転が落ち着いた車内で、俺達は大竹さんから詳しく話を聞くことにした。

　――すずみを誘拐した犯人、中なか司つかさ礼れい子こさんについて。

「昨日のカカシ、ワタシも分析を頼まれたんですが……実は見覚えがあったんです」

『カカシの国産化計画』――それは大竹さんの知人が勤める研究所と、複数の企業が進めていた官民共同プロジェクト。彼はその資料を読んだことがあったらしい。

　その時、プロジェクトはまだ理論研究に留とどまっていたらしいが、資料の中に描かれていた完成予想図が、昨日のカカシにそっくりだったというのだ。

　ピンときた大竹さんは記憶と勘かん、あとは伝つ手てを頼りに「ちょちょっと（ぼかしてたけど不正な手段っぽい）」調べた結果、陸軍の連絡書類の中にあるものを発見した。

　書類の名目は、『試製多目的誘導弾発射試験に関する申請』。

　一見、試作ミサイルの発射試験に関する申請書だったのだが、発射予定が十発であり、かつ発射地点と予定時間が、見事に昨日の襲撃と符合したのだという。

　申請者の名前は、『陸軍少佐・中司礼子』。

　そして書類を調べていた大竹さんに、いつの間にか近づいた人物がささやいた。

『意外に優秀ですわね、所長。……予定が狂ってしまいましたわ』

　その直後、後こう頭とう部ぶをガツンとやられたのだという。

「――で、目が覚めたら礼子くんもすずみさんもいなかった、とまぁ、そういうわけでして。いやはや、危うくワタシの優秀な頭脳が損なわれるところでした」

　あぁ恐ろしい、と大竹さんは後頭部をさすった。あ、でっけーたんこぶ。

「むしろ口封じに殺されなくて助かった、と思うべきじゃないのか？」

　恐ろしい事を言いますね、高山先生。大竹さんが身震いしてますよ？

「つまり……中司さんは陸軍の人間で、昨日キャンプ場ですずみと俺達を襲撃した犯人でもある。それから、襲撃に使ったカカシは国産品ってことですか？」

「そうなりますね」

　俺の質問に大竹さんが頷き、続いて霧生さんと蓮れん華げも頷いた。

「……彼女が犯人なら、いろいろと納得がいく」

「そうね。タイミングが良すぎたことも、着弾点の正確さも説明がつくわ」

　付け加えるなら、これで富士が犯人じゃないっていうのも確定なわけか。

「陸軍少佐ね、意外と偉いじゃねぇか。しかし、わざわざ偽ぎ装そう工作してるあたり、昨日のは陸軍の正式な命令ってわけじゃなさそうだな。……大竹、あいつは何者だ？」

　高山先生に横目でにらまれ、大竹さんはため息を吐ついた。

「本人に聞いたわけじゃありませんが、おそらく彼女は龍りゆう道どう派はの一員でしょうな」

「龍道派……って、なんですか？」

「表向きは軍内部の勉強会なんですが……簡単に言えば『憂ゆう国こくの青年将校』グループですよ。思想の中心は反富士を核とした竜至上主義。彼らの主張をざっくり言うとですね、『軍を担になう竜が中心となり、富士におもねって竜を弾だん圧あつしている現政府の方針を正し、美しく誇り高かったかつての日本を取り戻しましょう』って感じですね」

　憂国に、青年将校……失礼ながら、古めかしい響きだ。

　日本史の教科書を開けば、近現代史でいくつか青年将校の蜂ほう起き事件は見つけられる。

　でも、それはあくまで教科書の中の話だ。この平和なご時世に……時代錯さく誤ごだろ。

「驚くでしょ？　でもね、龍道派は軍の若手にはちょっとした人気なんですよ。主張は過激にして単純明快！　悪いのはみんな外国とその手先だ、腐った国を正すのは選ばれた俺達だと声こわ高だかに叫ぶんです。竜のエリート意識もくすぐられますし、優秀な若者ほどハマっちゃうんですよね。ほら、何しろそういうのってカッコイイですからな！」

　大げさなくらい明るくまくし立てていた大竹さんは、そこでフッと声を落とした。

「……まぁほら、実際に進学や就職で苦労して、仕方なく軍に入る竜の子って多いですからね。ご存じの通り、竜の就職先って軍や警察、それに消防ですね。そういう肉体派の職業が多くて、逆に普通の会社員とか研究者みたいな頭脳労働は少ないんですよ。そういう職場を希望してたのに、竜だからって断られた子にしてみれば、こんな国おかしいって言いたくもなるでしょ。礼子くんなんて、まさにその口でしてね」

　大竹さんの言葉を聞きながら、俺達は言葉を失ってしまった。

　だって、進路の問題は他ひ人と事ごとじゃない。二年後には向き合わなきゃいけない問題だ。

　俺みたいに弱い竜ならともかく、蓮華や霧生さん、すずみ達のように強力な竜ともなれば、その力ゆえに選択できる進路は限られてくるだろう。

　みんながみんな希望した進路に進めるわけじゃない。それは当たり前だ。

　でも、自分の努力や意志とは無関係に、自分の行く末が生まれた時点で決められているのだとしたら、それはものすごく辛いはずだ。

　……俺とすずみが、学校を別々にされてしまった時のように。

「んで、なんだってその『憂国の士』様が、一介の女子高生を狙うんだよ？」

「おそらく、昨日すずみさん達にちょっかい出したのは、炎の翼の再確認とデータ収集が目的でしょう。あの夜の出来事は我々にとっても突然で、データ収集が不十分でしたからなぁ。しかも、あれ以来すずみさんは一度も炎の翼を発現しませんでした。そこで、戦闘に追い込めば炎の翼が発現するのではないか？　と、そう踏んだのでしょう」

　で、フタを開けたら予想以上の成果だったと。

　しかし派手に動いた結果、大竹さんにシッポをつかまれたわけだ。

「……わからんな。穂ほ村むらの力が貴き重ちようだってのはわかるが、それがどうした？　穂村が飛べたからって、それが日本を正すことにどうつながるんだ？」

「ワタシが思うに、すずみさんの力が昔話の女王様と同じってところがポイントでしょう。龍道派の主張の柱は、戦後に貶おとしめられた竜の復ふつ権けんです。そういう懐かい古こ主しゆ義ぎ的ナショナリズムを刺激するのに、『古いにしえの女王』なんてキャッチフレーズは最高でしょう。実際、すずみさんの翼を見た彼女の反応は、尋じん常じようじゃありませんでしたからねぇ」

「つまり中司さんの目的は、すずみを龍道派の客寄せパンダにすることですか？」

「あっはっは、プロパガンダならぬ客寄せパンダですか！　味があって良いですね、その例え。えぇ、あくまでワタシ個人の推測にすぎませんが、おそらくそうでしょう」

「なるほど、つじつまは合うな。……だが、それでも今の行動の説明にはならねぇな。その大事なパンダを誘拐してどうする？　こいつは立派な誘拐事件、犯罪だ。一時的にさらってみたところで、発覚したらすぐに取り返されるのがオチじゃねぇか」

　あや、先生まですずみをパンダ呼ばわりし始めたぞ。

「さて、ワタシにもそこまではわかりません。……ただ、彼女らがすずみさんを連れて行った場所に、何か意味があるんでしょうね」

　言葉を切った大竹さんは、モニター上で動きを止めたマーカーをトンと突いた。

　中司さん達の向かった先――そこは富士と日本の国境に広がる森林地帯、いわゆる『富士の樹海』の真ん中だ。すずみのマーカーは、もう十分以上動いていない。

　つまり、そこが中司さんの目的地なのだろう。

「大竹さん、そこに何があるか知ってるんですか？」

「えぇ、まぁ。ワタシら研究者の間じゃ、それなりに有名な遺い跡せきですから」

「遺跡、ですか？」

「えぇ、遺跡です。森のど真ん中にちょいと開けた場所があるんですが、その中心にすり鉢状に凹へこんだ大きな岩がん盤ばんがありまして……おっと」

　大竹さんは突然表情を引き締め、パソコンを覗のぞき込んだ。

「――ふふん、ようやく電波が届きましたね。ではみなさん、解説は後回しにいたしまして、まずは誘拐現場からの実況音声を聞いてみようじゃありませんか」




　　　　　◆




『……えぇと、礼子さん？　わたしはいつまでこうしていればいいんですか？』

　多少のノイズ混じりだったけど、大竹さんのノートパソコンから聞こえた声は、確かにすずみのものだった。緊張感のない声に、俺はドッと疲れがこみ上げてきた。

「やれやれ。とりあえず穂村は無事みたいだな」「よかったぁ……」「ひとまず安心」

　みんなも俺と同じだったらしく、安あん堵どのため息が車内に満ちた。

『申し訳ありません。お疲れでしょうが、もう少しだけお付き合いくださいませ』

　こっちは中司さんか。キチンと聞き取れるけど、すずみの声より幾分遠い。

　多分、すずみに付けられた盗聴器から遠い場所にいるんだろう。

『いえあの、別に疲れてはいませんけど……わたしはなんでここに連れてこられたんでしょう？　これって、一応誘拐じゃないのかなぁ～？　なんて、思うんですけど』

『そうなってしまいますわね。ですが、ご安心くださいませ。こんな事になってしまいましたが、わたくし達はすずみさんに危害を加えるつもりはありませんわ』

「何言ってんのよ、誘拐したくせにっ！」

「……静かに、鳴なる神かみさん。今は落ち着いて話を聞くべき」

　霧生さんにたしなめられ、蓮華はムッとした表情で口を閉じた。

『ここへお連れしたのは、あなたにそこへ立っていただきたかった、それだけですわ』

『へ？　……じゃあ、このおっきな石の穴って、なにか特別なものなんですか？』

『えぇ、ご明察ですわ。あなたが立っているその窪くぼんだ岩盤は、通称「龍りゆう神じんの杯さかずき」と呼ばれるもの。周辺に立つ多くの石せき柱ちゆうも含め、前史時代から存在する遺跡ですわ』

　龍神の杯、その言葉が出た時、霧生さんが小さく息を吞む。

「知ってるの、霧生さん？」

「……もしかしたら、最悪の事態かも」

　頷いた霧生さんの顔色が悪い。なんだろう、嫌な感じだ。

『「穂村すずみは女王たりうる存在であるのか？」……それを確認するのが、わたくしに与えられた任務でしたの。非科学的な伝でん承しように賭かけるなんて、少々ギャンブルめいた方法でしたけれど……手段を選んではいられませんでしたわ』

『えぇっと……礼子さん？　いったいなんのお話をされているんでしょう？』

『わたくしには早急に成果を出す必要があったのです。どのみち、一いち型がた甲こうを使用した時点で発覚は時間の問題でしたが、こうも早くというのは計算外でしたわ。……でも』

『ふぇっ!?　なになに、なんで石が光ってるの？　冷たっ……え？　……あ、あの礼子さん？　なんか周りから水が溢あふれてきてるんですけど――っ！』

　すずみの悲ひ鳴めいに被かぶるように、スピーカーから静かな水音が聞こえ始めていた。

『この賭け、わたくしの勝ちですわね。こうもわかりやすく遺跡が発動するなんて……うふふ。良いデータが取れそうですわ。あなた達、カメラと測定機材は大丈夫？』

『『『問題ありません、少佐！』』』

『けっこうですわ』

『うえ～ん！　全然けっこうじゃないですよっ！　わたし動けないんですよ？　とりあえずロープほどいてくださ～い！　このままじゃ溺おぼれちゃいますよ――っ！』

『ご心配なく。溺れる前にはお助けいたしますわ』

『ひどい～～っ！　あぅぅ、靴下にしみてきたよ～、気持ち悪いよ～～！』

　すずみの声も中司さん達の声も、水音に邪魔されて聞き取りづらくなってきた。

「ちょっと、何が起きてるのよ？　霧生、『龍神の杯』って何なの？」

　蓮華が怒鳴るように尋ねると、霧生さんはためらいがちに口を開いた。

「竜の女王が、初めて王の資質を示した場所。……それから、魔物に変わった、場所」

「「「はぁ？」」」

　俺と蓮華、高山先生の声が重なった。

「伝承だと、女王は杯に満みちた竜りゆう気きを、『飲み干した』ことになってる。もしかしたら、この水音は竜気の液化したもの、かも」

「液化竜気ですか……それは大変興きよう味み深いですなぁ。もしそんなもの口にしたら、それはそれは大変な量の竜気が体に満ちることでしょうねぇ。それこそ……」

　魔物になるほどの、ってこと？　冗談じゃない！

『冷たいーっ！　きゃぅっ、スカートまできた～っ！　礼子さん、ヘルプ・ミー！』

　すずみの悲鳴とジタバタ暴れる音、そして水がはねる音が聞こえてくる。

「なんとかできないの!?　盗聴器以外に、何かすずみんを助けられるようなものは!?」

「ぐぐぐ……ぐるじいでずよ、蓮華ざん……！　あと付いてるのは、竜気力測定器くらいで……とても溺れる人を助けるなんて……」

　その時、スピーカーから一際大きなすずみの声が響いた。




『助けて――っ！　こうちゃ――んっ！』




　その声に、一瞬で自分の頭に血が上るのがわかった。

　待ってろすずみ、今すぐ助けに――。




『なんかすっごくお腹空いたよ――――っ！　お昼ごはんプリ―――ズッ！』




　ガクッと力が抜けた。……あのバカ、緊張感ないにもほどがある。

「え？　な、なんですかこの数値は？　信じられません！」

　蓮華に締め上げられていた大竹さんが、不意に驚きの声を上げた。

「なに、どうしたの？　すずみんの竜気力が消えた、とか？」

　俺達は急いで大竹さんのパソコンを覗のぞき込んだ。

　ディスプレイ上に表示されているのは、地図とすずみのマーカー、音声の入力状態を示しているのであろうグラフ、そしていくつかの数値を示したウィンドウ。

　その数値の一つ、すずみの竜気力と思おぼしき数値が、すさまじい勢いで変化していた。

　現在の値は……三千っ!?　それも、まだ上がってる！

「どういうこと？　なんなのよこの数値っ！　これ、測定器の故障なの？」

「……故障じゃないとしたら、大変」

　車内が言葉を失う中、再びすずみの声がスピーカーから響いた。

『お腹空いたぞ――コラ――ッ！　飯食わせろ――っ！　昼飯――っ！　大盛りランチ――ッ！　質より量を要求するぞ――っ！　というか肉食わせろ、肉――っ！』

『す、すずみさん！　落ち着いてください、突然どうされたんですか？』

『うっさい、いいから肉食わせろっ！　肉が食いたくて食いたくて仕方ないっつってんだよ！　肉――っ！　お肉――っ！　肉だ、肉！　肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉にくにくにくにく……っ！』

　すずみの声が、狂ったように「肉」を連呼する。

　おい、これって、肉食衝動の発ほつ作さじゃないのか？

『……え、翼が…………きゃっ…………!?』

　すずみの声に紛れ、かすかに聞こえていた中司さんの声が、迫せまる水音と、




　るぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！




　突然スピーカーを震わせた轟ごう音おんにかき消され――プツリと音声が途切れた。

「おや、盗聴器が壊れたみたいですなぁ」

「そんな！　なんとかしてくださいよ、大竹さん！　これじゃ、あっちで何が起きてるのかわからないじゃないですか！」

「そうよ、なんとかしなさい！　あんた変態ドクターでしょ!?　だったら秘密道具の一つでもポンと出してみせなさいよ！」

「そ、そう言われましても……ワタシはただの紳士的研究者ですので」

「みんな、落ち着いて。今は冷静に」

「なれるわけないでしょ！　すずみんが大変なのに……」




「騒ぐなっ！」




　高山先生の一いつ喝かつで、車内は静まりかえった。

「落ち着けとは言わん。冷静になるのも無理だろ。アタシだって、はらわた煮えくりかえってんだからな。……だが騒ぐな。騒げば呼吸が乱れるだけだ。慌てた時ほど、ゆっくり呼吸を整えな。おまえら竜の口は、無駄口叩くためのもんじゃねぇだろ？」

「呼吸の乱れは力の乱れ、ですか」

「へっ、わかってるじゃねぇか白しら石いし」

　チラリと、ルームミラー越しに高山先生と目が合う。あれ、笑ってる？

「じゃ、みんなで深呼吸しようか。呼吸だけでも落ち着けないとね」

「そうね。今のままじゃ、あたしの力は乱れっぱなしだわ」

「……ん。反はん省せい」

　俺達は小さく頷き合い、同時に大きく息を吐いた。無駄な力が、抜ける。

　こうして意識してみれば、自分の呼吸が浅く、速くなっていたのを実感する。

　すぅっと大きく息を吸い、それ以上に深く、ゆっくりと吐く。それを繰り返す。

　呼吸が整うにつれ、不思議と心まで落ち着いていくように感じた。

「さてみなさん、呼吸が整ったところで目的地は近いですよ。この辺りに横道が……」

「良いタイミングだったな。……おまえら、今度は別の意味で口を閉じてろよ。しゃべってると、舌をかむからなぁっ！」

　どういう意味ですか、なんて聞くまでもなかった。

　車はいきなり右に方向転換し、ガードレールの隙間から森の中へと突っ込んだ。

「「「「うわぁああああああああああああああああああああああああああぁ――っ！」」」」

　せ、せっかく整えた呼吸が――――っ!?




　　　　　◆




　詳細を思い出したくもない恐怖のドライブは終わりを告げ、今俺達の眼前で展開している光景は、それ以上に現実離れしたものだった。

　俺達の車が停車したのは、森がそこだけ切り取られたような、開けた円形の広場。

　広場の中央には巨大な岩盤が鎮ちん座ざし、その周囲には多数の石柱が立ち並ぶ。

　石柱は整然と円状に配置され、まるで岩盤を幾いく重えにも取り囲んでいるようだ。

　そこは『龍神の杯』と名付けられた遺跡。

　岩盤の中央は大きく窪み、名前の通り、本当に巨大な杯のように見えた。

　そして今、巨大な杯は透明な液体で満たされていて……。

　その水面から、二本の水柱が突き出していた。




　ぐるぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉっっ！




　森に、ポッカリと開いた空に、全てを揺るがすような轟音が響き渡る。

　全員が両耳を押さえてうずくまる程の、すさまじい音。

　数秒後、恐る恐る耳から手を離すと、未だ残ざん響きようは迫る山々を震わせていた。

　水の柱が、吠えた。……いや違う、もう認めるしかない。

　――あれ、蛇へびだ。見上げるほどに巨大な、二匹の蛇。

　強い陽光を受けて銀色に輝く二匹の大だい蛇じやは、お互いに絡み合い、身をよじる。

　水面からもたげられた鎌かま首くびの高さは、目算で五メートル以上。首回りが大人が二、三人で手を広げたほどもありそうな、大たい木ぼくみたいなふざけた大きさだ。

　……いやそれも違う。巨大な蛇が二匹いるんじゃない。

　二匹の大蛇に見えたのは、水面下に潜んだ巨大な胴から伸びる、二本の首だった。

「……オロチ」

　霧生さんがポツリと漏らした言葉で、あれが昨日聞かされた魔物なのだとわかった。

　じゃあ、あの昔話が本当だったってことで、つまり、あれは……。

　オロチの表面は脈打つように小さな波を立て、その度に光の反射を変える。何度目かにオロチが色を変えた時、半透明の液体でできた胴の中に、すずみの姿が見えた。

「すずみっ！」

　俺の声にオロチが反応した。二本の首、四つの瞳がこちらに向けられたのだ。

　その瞳は、すずみと同じく鮮あざやかな朱あかに輝いていた。




　……あれれ？　こうちゃんだ～～。




　オロチの口から、地の底から響くような声が……って、かなり低音を効かせただけのすずみの声じゃねーか。口調まで一緒だし。

「噓……あれ、ホントにすずみんなの？」「みてぇだな」「アンビリーバブルです」

　みんな、ポカンとした顔でその巨体を見上げるしかないようだ。




　えへへ、来てくれたんだねぇ、こうちゃ～ん。会いたかったよぉ～～。




　オロチがゆっくりと杯から這はい出す。ズルズルと地を這う重い音、それに混じって聞こえる水音。現実感のある音を響かせ、非現実的な巨体が確実に近づいてくる。

　杯から這い出したことで、オロチの全ぜん貌ぼうが見えた。

　二つの首は三階建ての建物ほどの高さ。すずみが浮かんでるのは、二つの鎌首が合流した少し下、だいたい二階くらいの位置だ。そこから地面に接した胴体が長々続き、尻しつ尾ぽも二ふた叉またに分かれている。全長が何十メートルあるのかわからないけど、あの頭のサイズだと人間なんて一吞みだろう。つまりデカくて怖い。めっちゃくちゃ怖い！

　俺の逃走本能が全力で逃げろと叫んでいる。けど、ダメだ、足がすくむ。




　こうちゃん、そのまま動かないでねぇ～～っ？




　オロチの右鎌首が、その巨大さからは考えられない速さでこちらに伸びた。

　狙いは俺かよっ？　うわわわわっ！　避けられないっ！

「本気っ！」

　常にないほどに鋭く、力強い霧生さんの声が響く。

　ザブンッ！

　声に続いて激しい水音が響き、同時にすさまじい冷気が周囲に広がる。

　霧生さんから伸びた氷の左ひだり前まえ肢あしが、オロチの下した顎あごへと突き入れられていた。

　オロチの攻撃を防いでくれたんだ。助かった、けど。

「……白石くん、早く逃げて。これ……ちょっと、無理め」

　霧生さんの口からは苦く悶もんがもれ、氷の爪が軋きしみを上げる。一度は受け止められたのに、オロチは顎を凍らされながらジリジリと迫っていた。

「すずみん、痛かったらゴメン！」

　ビシャ――ンッ！

　凍りかけたオロチの横っ面に強烈な電光が突き刺さり、首がのけ反る。

「ほい、回収っと」

　閃せん光こうがまだ目を焼いているうちに、俺の体は高山先生にヒョイと抱え上げられた。

　先生は右に俺を、左に霧生さんを軽々と抱え、すぐさま飛とび退のく。

　ズドンッ！

　直後、俺達が立っていた場所にオロチの首が突き立った。……あ、危なかった。

「何をなさっているんですか、みなさん！　早くこちらへっ！」

　不意に響いた中司さんの声。振り向いてみれば、彼女は中心から離れた石柱の陰に隠れていた。部下の三人も一緒みたいだ。

「あ、あんた達っ！　そんなところに隠れてたわけ！　よっくもすずみんを――」

「そんなの後で聞きますから早くなさい！　死にますわよっ！」




　ダメダメ、逃がさないよー。




　今度は左鎌首が一直線に向かってきた。今度こそヤバイ！

「ふん、狙いはこっちか。甘く見られたもんだ」

　声が聞こえた瞬間、俺の体は信じがたい速度で動き、鎌首をあっさり回避した。

　高山先生が、俺と霧生さんを抱えたまま攻撃をかわしたのだ。

　間髪入れず、再度右の鎌首が襲ってきたが、これも俺達にはかすりもしなかった。

　二人も抱えて、この体たい捌さばき……さすがです高山先生。まさに武ぶ道どうの達人ですね！

「へっ、粗い粗い。速度は悪くねぇけど軌道が単調過ぎだ。おい穂村、もっと工夫しろ！　そんなバカ正直な攻撃じゃ、百年続けてもアタシにゃ当てらんねぇぞ！」

「――って、なんであおってるんですか先生！　攻撃が下手な方がいいでしょ？」

　先生の言葉に怒ったのか、カッと口こう腔こうを開いた双頭が左右から突進してくる。

「お……っと」「「――――っ!?」」

　逃げ場なし。そう思った瞬間、オロチの首が俺達の下を通過していった。

　高山先生、今度は石柱の上に飛び乗ったのだ。俺達を抱えたままで！

「おう、今のはまずまずだ！」

　なんでそんなに余裕なんですか、先生!?　今のギリギリでしたよ！　って言うか、いつまでオロチの前にいるんですか？　早く逃げてくださ――いっ！

「高山先生っ！　こっちは退避完了で――すっ！」

　蓮華の声が辺りに響く。あ、もしかして、蓮華達が逃げるための囮おとりだったの？

「おぅ、了解だ。んじゃお二人さん、こっちも逃げるぞ！」

「できるだけ早くお願いしまーす！」「同意見」

　高山先生は軽く頷き、石柱の上をヒョイヒョイと飛び移ってオロチから離れた。




　待～～て～～っ！　って、わわっ!?




　ドォンッ！

　俺達を狙って伸ばされたオロチの首が、まるで見えない壁にぶつかったような激しい音を立て、後方へ跳ね返された。……なんだ、今の？

「ご無事で何よりですわ、みなさん」

　石柱裏に逃げ込んだ俺達に、中司さんの落ち着いた声がかけられた。

「へっ、おかげさまでな」

　高山先生は敵意満載の視線を返しつつも、手を出す気配はなかった。冷静、だね。

「ちょっと、あれはどういうこと!?　すずみんになんてことしてくれたのよ！」

　冷静でないのが一人、オロチを指さしながら中司さんに突っかかっていた。

「わ、わたくしだって、あんなことになるなんて思わなかったのですわ！」

「おまえら、ケンカなら後にしろ。奴が来るぞ」

　全員の視線がオロチに戻される。オロチは四つの目で俺達をにらんでいた。




　ぐるるる……わたしはお腹ペコペコなのに、おあずけはひどいよぉ～～？




　オロチは巨体をくねらせながらも、それ以上こちらに進んではこない。

「……あいつ、なんでこっちに来ないんだ？」

「結界ですわ。この周辺の石柱は、全てオロチを封じるための要かなめ石いしらしいのです。多数の要石を円形に配置することで、ここに強力な結界をいくつも張っているらしくて……おかげで、わたくし達はすずみさんの昼食にならずに済んだのですわ」

　要石？　このでっかいのが、全部？　言われてみれば、俺達の周りに立つ石柱は透明度は低いものの、霧生さんのペンダントに付いていた石に近い質感だった。




　こんのぉ……ここから出しやがれぇええええええええええええええええええぇっ！

　ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！




　三度、森にオロチの咆ほう哮こうが轟とどろく。左右の首からすずみの声と獣のような咆哮が同時に吐き出され、森の木々を震わせ、遠い山々に激しく反響した。

「なるほど、だから奴やつこさんもここを離れなかったってわけだ。……だけどよ、だったらなんでテメェらはさっさと尻尾巻いて逃げなかったんだ？　チャンスはあったろ？」

　高山先生が皮肉るように言うと、中司さんは鋭い目つきで先生をにらんだ。

「バカにしないでいただきたいですわ！　すずみさんをあのままにして、逃げられるはずないじゃありませんか！」

「「へ？」」

　俺と蓮華は、同時に間の抜けた声を出してしまった。

「任務とは言え、わたくしのしでかした不始末ですもの。彼女をお救いするのはわたくしの責務です。……それに、わたくしは誇り高き日本陸軍龍道派の一員ですもの。敵に背を向けるなど、もっての外ですわ！」

　いつもの冷静な様子はどこへやら。頰ほおを紅こう潮ちようさせて熱弁を振るう中司さんに、俺達は言葉を失ってしまった。……あなたって、意外に熱い方だったんですね。

「はっ！　威勢の良いこと言って、コソコソ隠れてんじゃねーか」

「う、うるさいですわね！　これはその……高度に戦術的な行動なのですわ！」

　高山先生、完全にからかってますね。まぁ、人の地が出るのって面白いですけど。

　ズドォオンッ！

　突然の破は砕さい音おんに、全員が息を吞んで音の発信源へと視線を向けた。

「っ!?　ちょっと、すずみんが要石壊してるわよっ！」

　蓮華の叫んだ通り、オロチの足下（？）には砕けた石柱が転がっていた。

「ま、まずいですわ。このまま要石を破壊し尽くされたら……」

「……オロチが、外へ出る」

「今のすずみが街に下りたら、とんでもないことになるぞ」

「もしそうなったら、ちょっとした怪獣映画ね。……ゾッとしないわ」

　ドガン！　ズゴォン！　ドゴーンッ！

　言ってる間にも、荒ぶるオロチは首や尻尾を振り回し、石柱を破壊していく。時折、俺達の隠れている石柱にも破片が当たり、硬い音を響かせた。……こ、怖すぎる。

　気が付けば、広場中央付近の石柱はほとんど立っていなかった。

「あまり時間はなさそうだな。……全員でかかりゃ、どうにかできるか？」

「先生、それは無む謀ぼうだと思いますなぁ。ご覧下さい、すずみさんの現在の竜気力を」

　大竹さんが示した竜気力計には、『七千二百』というおかしな数字が並んでいた。

　……どう考えても、勝ち目がない数値だ。

「おい誘拐犯、テメェらは事態を予測できたはずだろ、何か準備してねぇのかよ？」

「その呼び方は不ふ愉ゆ快かいですわね……申し訳ありませんが、本当に魔物が出るなんて思いませんでしたもの。用意したのはカメラと観測機器だけですわ」

　中司さんの視線を追うと、彼女の部下三人はテレビカメラっぽいものや、アンテナの付いた四角い謎の機器を持っているだけだった。武器らしいものは何もない。

「すでに援軍は要よう請せいいたしました。現状、わたくしに打てる手はもうありませんわ」

「おいおい、おまえ軍人だろ？　自分で戦おうって気はねぇのかよ？」

　高山先生の口から深々とため息が漏れ、中司さんは不満げに顔をしかめた。

「そのため息はなんですの？　仕方ないじゃありませんか！　わたくしは木もく竜りゆうで、竜気力が攻撃向きじゃありませんのよ！　格闘はそれなりに得意ですけれど、オロチには打撃が通じませんでしたし……蓮華さんや雫しずくさんのようには戦えませんわ」

「なんだよ、口ばっかりでとんだ役立たずだな」

「なんですって!?　よくおっしゃいますわね、あなただって逃げてばっかりだったじゃありませんか！　攻撃は生徒任せなんて、教師として恥ずかしいとは思いませんの？」

「しょうがねぇだろ、さっきは生徒二人抱えてたんだからよ！　それに、アタシも打撃が効かねぇ奴とは相あい性しようが悪ぃんだよ！」

「ふん、結局ご自分も役立たずなんじゃありませんか！」

「なんだと～？　もっぺん言ってみろヘタレ誘拐犯！」

　あぁもう！　こんな時に大人おとなげない口こう論ろんはやめてくださいよ。

　再度大きな破壊音が鳴り響く。巨大な石塊が、俺達の横をまるでゴムまりのように跳ね飛んでいった。……ありえねぇ。




　あっはは、こうちゃ～～ん。もうすぐ行くよ？　隠れたって無駄だからね～～？




「……なんで、いつも狙いが俺だけなんだよ」

　すずみが他人を傷つけるよりはマシだけど、こうも執しつ拗ように狙うのは勘弁してほしい。

「そう言えば……そうね」

「たしかに。今まですずみさんが嚙かみついたのは、鋼平さんだけでしたわね」

「でしたね。研究所で暴れた時も、ワタシは助かりましたし」

「うちの寮で暴れた時も、鳴神は投げ捨てて白石だけ狙ったらしいじゃねぇか」

　そして、みんな口を閉ざした。視線だけが俺に集中している。

「穂村さんが、白石くんを狙うのは……たぶん、白石くんが、好きだから」

　そんな中、霧生さんが静かに言葉をつむいだ。

「それって、食事的な意味でだよね？」

「……そうでもある、かな。私の持論だけど、人への好悪と、食べ物の好き嫌いはよく似てる。どっちも理屈じゃなくて、感性から生まれるもの」

　霧生さんはまっすぐ俺を見つめている。目を逸らしちゃいけないと、思った。

「穂村さんが人に向ける食欲は、その人が欲しいっていう、恋に近い感情だと思う。だから白石くんだけに向けられるし、他の人は目に映らない」

　彼女の少し冷たい手が、俺の両手を包み込んだ。

「……穂村さんは、白石くんを求めてる。それは、まだ彼女が無差別に人を喰らう魔物になってない証しよう拠こ。だから今なら、白石くんの声は、穂村さんに届くはず」

「俺の声が、届く？」

「そう。たぶん今、穂村さんの心は、力に飲まれかけてる。穂村さんの心が完全に飲まれたら、おしまい。私達は全員、オロチの餌え食じき」

　そこまで言って、霧生さんはオロチの中にたゆたうすずみを見上げた。

「……でも、まだ間に合う。穂村さんの優しい心を呼び覚ませば、きっと元に戻る。それができるのは、白石くんだけ。あなたの言葉なら、絶対に穂村さんの心に届く」

　俺に向けられた霧生さんの視線は真しん摯しだった。だから、俺は大きく頷いた。

　そうだ。あいつに意識があるなら、俺の言葉が届くかも……いや、届けるんだ。

　俺は石柱の陰から飛び出し、オロチ――すずみの前に立ちはだかった。

「ちょっと、鋼平！　あんた本気なの!?」

　慌てた蓮華の声が後ろから聞こえたけど、俺は大丈夫だと肩越しに頷いた。

「もう止やめろ、すずみっ！」




　こうちゃん……？




「すずみ、元に戻ってくれ。昔から、おまえは虫だって殺せないような優しい奴だったじゃないか。本当は、こんなことなんてしたくないはずだろ？

　いきなり竜になって、力に振り回されていろいろ失敗もしてたし、俺もおまえを何度も怒鳴っちまったけど、おまえすげぇがんばってたじゃないか！　みんなに迷惑かけないようにって、自分が辛いことでも、がんばって克こく服ふくしようとしてただろ？

　寝ぼすけのくせに補習出たし、嫌いな生肉だって克服し……て、ないけど、それでも最初はがんばってたじゃないか！　この前の暴走だって、お腹空かせた動物を放っとけなかったんだよな？　あれだっておまえが優しいからだよ」

　俺の声が周囲に響いていく。オロチは俺を見すえたまま、動かなかった。

「……なぁ、頼むよ。優しいすずみに戻ってくれよ！　俺はおまえの、あのぽや～んとした笑顔が見たいんだ！　俺は、おまえの笑顔が大好きなんだよ！　だからさ……」




　ありがとう、こうちゃん。わたしのこと、そんな風に思ってくれてたんだね。




「……すずみ？」

　見上げると、オロチの中のすずみは、いつものように優しく微笑ほほえんでいた。




　昔から迷惑かけてばっかりで、いつも怒られてたから、こうちゃんはわたしのことあんまり好きじゃないと思ってたよ。……バカだね、わたし。




「そんなこと、ねぇよ。俺がちゃんと言わなかったからな。でも、今言ったことは全部ホントの気持ちだよ。俺は……おまえのことが、ホントに好きだよ、すずみ」




　えへへ、うれしいな。わたしもね、こうちゃんのこと、大好きだよ。




「すずみ……だったら一緒に帰ろうぜ。で、明日からは今まで通り、一緒に学校行って、勉強して、話して、飯食って、一緒に帰って……そんで、一緒に卒業しよう。ほら、昔約束しただろ？　俺達はずっと一緒だって。だから……な？」

　俺が見上げる先、オロチの中で、すずみは満面の笑みを浮かべた。




　うん、わたしも、ずっと一緒がいいよ。だからね、こうちゃん……。

　わ　た　し　の　血　肉　に　な　っ　て　ね　。




「え？」

　俺の頭上で、鎌首をもたげた双頭の大蛇が、巨大な口をいっぱいに開いていた。




　い　っ　た　だ　っ　き　ま　――　す　っ　！




「うわわわわ――――――――っ!?」

　魔物の口腔が俺の眼前に迫って――。

　ズドンと地響きを轟かせ、二つの口が目の前の地面を大きくえぐり取った。

　…………あれ、俺は助かったのか？

「　ど　バ　カ　！　」

　蓮華の大声が右耳にキーンと響く。

「ちょっと蓮華！　耳は止めて、痛いから！」

　俺は蓮華に右耳を引っつかまれ、そのまま石柱の後ろまで引きずり込まれる。

「うるさいバカ！　バカバカバカのどバカ大バカッ！　何考えてんのよ、この青天井バカ！　あんた、今のホントに死ぬとこだったのよ、わかってんの!?」




[image: ]





　怒鳴る蓮華の顔はそりゃもう真っ赤で、怒りすぎたせいか涙目だった。

「いや……だって、霧生さんがね？」

　助けを求めて見上げた霧生さんは、本気で悔しそうな顔をしていた。

「……おかしい。今のシチュエーションで告白が効かないなんて……ありえない。穂村さんは、恋愛物の基本構成が全くわかっていない。まるで、素人しろうと」

　え、今の恋愛物のノリでやらせたの？　……それから、何故霧生さんはカメラを構えてるの？　それって、中司さんの愉快な仲間が持ってた機材だよね？

「霧生……あんたバカじゃないの？　ホントにあれでなんとかできると思ったわけ？」

「……くっ！　次こそは……っ！」

　次はご自分でお願いします。




　こ～うちゃ～ん、またおあずけなのかな～？　土なんて美味しくないよ～。




　石柱からコソッと覗くと、オロチは大分近くまで迫っていた。

　まだ何枚か結界がありそうだけど、そう長くはもちそうもない。




　やっぱり、先に動けないようにしないとダメなのかな～～～～～っ？　あ、そうだ。邪魔な壁なんて、ぜぇ～んぶいっぺんに燃やしちゃえばいっか。




「燃やす？　それって、まさか」

「ちょっと、オロチってブレス使えるの？」

　絶望的な気分で見上げたオロチの表面に波は紋もんが広がり、全身が瞬時に朱色へ変わる。

　次いで、今度は朱色の波紋が二本の鎌首へ収束し、銀色に戻ったオロチの口腔に、巨大なかがり火のような炎が点ともった。ホントに、ブレスを放てるみたいだな……。

　サイズ差を考えれば、あれの威力はすずみんブレスの比じゃないだろう。

「チッ、ヤバそうな雰囲気だな。霧生、あいつの視界をふさげ！」

「了解」

　霧生さんが右手を向けると、オロチの周りに白い霧が広がった。




　あわっ？　なんにも見えないじゃないかよ、こんにゃろ――っ！




「全員走れ！」

　駆け出した高山先生に続き、俺達はちょっと離れた石柱の陰まで走った。

　次の瞬間、すさまじい熱ねつ波ぱが背中を襲った。

　ゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォッ！

　ほんの少し前まで俺達が隠れていた石柱が、無む残ざんになぎ払われていく。

　幅二メートルはある石柱があっけなく吹き飛ばされ、周囲の地面も、石柱の背後に広がっていた森も残らず炎に焼かれ、もうもうと白はく煙えんを上げた。

　全身から冷や汗が吹き出す。……喰らっていたら、ひとたまりもなかった。




　あれ、こうちゃんどこ～？　かくれんぼかな～～？　あはは、昔を思い出すね～～。




　顔を見合わせた俺達に、高山先生が「声を出すな」という合図を出した。

　そっと覗き見る。オロチは二つの首を巡らし、四つの目玉でキョロキョロと見回していた。霧生さんが目くらましに使った霧は、ブレスの一撃で文字通り霧む散さんしたようだ。

　合計九人が隠れるには狭い石柱の陰、俺達は必死で身を縮こまらせた。

　見つかったら終わりだ。今は音を立てず隠れ通し、善後策を練らないと。

　生なま唾つばを飲む音さえ恐ろしいような、張り詰めた緊張感。頼む、気付かないで――。




　プルルルルルルルルルルルッ！　プルルルルルルルルルルルッ！




（！！！！？？？？）

　全員の見開かれた瞳が、俺に向けられていた。え、ちょっと、何、この音？

「ちょっと鋼平、あんたなんでこんな時に！」

「え、知らないよ？　俺は音の出るものなんて何も……あ」

　ズボンのポケットから出てきたのは、けたたましい音を立てる見慣れない機械。

　――衛星電話。緊急連絡用にと、ほんの数時間前に渡された新アイテムだ。

「電源切っとけ、バカ！」

「す、すみませ――んっ！」

　必死で頭を下げつつ、未だ鳴り止まぬ電話の電源ボタンを探したのだが、




　あははっ、こうちゃん、見ぃ～つけたぁ～～～っ♪　今度は逃がさないように、両側からなぎ払うように、いっくよ～～っ！　覚悟してね！




　心底うれしそうな、こっちにとっては全くうれしくない声が響いた。

　オロチは四つの眼でこちらを捉え、二つの口腔へと竜気を収束し始めている。

　逃げるには絶望的な距離。俺の腕は知らずに下がった。

『お、やっと出たな。生きてるか、白石』

　携帯電話から聞き慣れた声が漏れた。はずみで通話ボタンを押していたらしい。

「刀と塚つか野の先生、ですか？　……あはは、実は割と死にそうです」

　電話から漏れた声と俺の呼んだ名前に、みんなの表情が変わった。

『そうか。実はおまえらの近くまでは来てるんだ。到着するのは……おい、あとどのくらいかかる？　…………ふむ、五分でなんとか、だそうだ』

「五分、ですか。ちょっと厳きびしいですね」

　さっきの経験から、オロチモードすずみんブレスを放つのに必要な時間は、一分程度だとわかってる。だから、そう遠くない未来、俺達をあのブレスが襲うはずだ。

『白石、おまえの役職はなんだ？』

　こっちは絶望的状況だってのに、刀塚野先生はいつも通りのゆるい声音だった。

「役職？　え……っと……『すずみんをしつけ隊』の一員です、けど」

『そうだな。……で、その隊内でのおまえの役割は？』

「……………………『壁』、です」

　……そう、だった。最近はすずみがあんまり暴発しなかったから、忘れてたよ。

　俺は、壁だ。すずみのブレスからみんなを守る『防ぼう火か壁へき』だったんだよな。

『わかったようだな。そんじゃ白石、任せたぞ』

　プツリと、刀塚野先生は本当にあっさりと電話を切った。

『任せたぞ』ね。簡単に言ってくれちゃって。

　……けど、任されちゃったし、がんばるしかないよな。

「みんな、俺の後ろに隠れてください」

　俺は石柱の後ろに立ち、両手を要石の表面へつけた。ひんやりと冷たい感触。

　振り向くと、みんな不安げに俺を見ていた。そりゃ不安だよね。……俺もだよ。

『こうちゃんの力って、自分が絶対ケガしないじゃない？　それって、もう一歩進めれば、誰かが傷つかないように出来る力、誰かを守れる力になるんじゃないかな？』

　勝手なこと言いやがって。良いこと言ったつもりかよ、あのバカ。

　あぁ、お望み通り使ってやんよ！　おまえがみんなを傷つけないためにな！

「鋼平、あんたどうするつもり？」

　蓮華の声がかすかに震えていたから、俺は出来るだけ力強く答えた。

「なんとかするよ」

　驚いたように息を吞む音が、蓮華やみんなの口から漏れた。――さて、と。

「すぅ……ふぅ……すぅう……ふぅう…………すぅうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううっっ！」

　人生で、これ以上したことないくらいに、息を吸って吸って、吸いまくる。

　ここは富士に近接した樹海の中……当然、周囲の竜気は世界最高濃度だ。

　俺のそこそこ自慢できる呼吸力、ここで活かさないでどうするよ？

　――充じゆう塡てん完了。今、俺の胸を満たしているのは、間違いなく人生で最大の竜気だ。

　さぁ、来やがれバカすずみ！　教えてやるよ、俺がおまえの壁たりうる所以ゆえんを！

　純粋に硬さだけで登龍門の玉組に入ったバカ耐久の力、今こそ見せてやらぁっ！




　必殺、ダブルすずみんブレス～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ！




　宣言通り、オロチは俺達の左右から挟み込むようにブレスを放ち始めた。

　周囲の森が、残った石柱群が、激しい炎の奔ほん流りゆうに飲まれて消えていく。

　左右から炎の包囲が狭まってくる。もう、どこにも逃げ場はない。

　炎の渦がついに俺達の正面へと迫り、後ろで小さくなっているみんなが、恐怖で息を吞んだのが聞こえて……誰かの手が、俺のシャツをぎゅっと握った。

　そして、オロチの放った猛もう炎えんが、俺達の隠れる石柱へと吹きかけられた。

　ゴオオォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉっ！」

　俺は叫んだ。少しでも竜気力を強めたい、そんな思いを込めて、腹の底から叫んだ。

　俺は自分の鋼こう化かさえ制御出来ない。眼前の石柱を鋼化してブレスを防ぐなんて、ホントに出来るのかわからない。あくまでこれは賭けだ。でも、やらなきゃいけないんだ！

　冷たさを感じていた両手に、激しい熱が伝わってくる。熱い、掌てのひらが焼けそうだ。

　左右、そして頭上。石柱の陰以外は灼熱の炎が埋め尽くしている。

　この陰から一歩でも出たら、竜だってひとたまりもなく黒くろ焦こげだ。

　でも、耐えている。他の石柱は一瞬で吹き飛ばされたのに、眼前の石柱は確かにオロチのブレスに耐えていた。よし！　少なくとも、石柱の鋼化は出来ている！

　一瞬の歓かん喜き。しかし次に襲ってきたのは不測の事態だった。

　……重い。炎の激流が、石柱をこちらに押し倒そうとしていた。非常に、まずい。

　石柱は幅が二メートル、厚みは一メートル、高さが三メートルほどの要石だ。サイズと比重を考えれば、こいつの重量はトン単位のはず。

　熱や衝撃はともかく、こんなもんが倒れてきたら俺にはとても支えられない。

　ぐぐぐ……さらに、傾けい斜しやがきつく……やばい、これじゃ、もう……。

　絶望しかけた時――不意に、俺の両手にかかっていた重みが、軽くなった。

「はぁ、仕方ないわね」

「……加勢」

「お手伝いしますわ」

「ほれ、もう一踏ん張りだ」

　目を上げれば、俺の左右からみんなの手が石柱へ伸びていた。

　おいおい、みんなは俺みたいに鈍どん感かんじゃないんだから、これ触ったら熱いだろ？

　なのに……くそぅ、なんだよ、みんなカッコイイじゃねーかよ。

　これじゃ、みんなに熱いなんて言わせられない。もっと熱を防がねぇとなっ！

「こぉなくそぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉ――――――――っ！」

　たっぷり吸いこんだ竜気、今この一瞬で全部使ってやらぁあああああああぁっ！




　――――そして、炎の渦が去った。




「……はぁーっふぅう、はぁ――っ、ふぅうう――っ、はぁ～～……」

「すごいわ鋼平！　あんた、いつからこんなこと出来るようになったのよ？」

　いえ、今初めてやりました。ただの思いつきです。……って言いたいけど、ごめん蓮華。今はしゃべるの無理。こ、これが全力で竜気力使うってことなのかよ……。

「がんばったな、白石。それが力を制御するってことだ。苦しいもんだろ？」

　高山先生は笑顔で、少し乱暴に俺の頭をなでてくれた。

　はい先生。自分、今まで楽してました。深く反省いたします。




　すごいねー、こうちゃん。……でも、次はどうするのかな？




　見上げれば、オロチの巨体がすぐ近くまで迫っていた。

　石柱越しに見下ろすその姿を、俺達はただ呆然と見上げるしかなかった。

　全開の巨大な口が迫る。それはスローモーションのようにゆっくり見えた。

　ザン！

　反対に、その光景は一瞬だった。

　人を丸吞みできそうな二つの蛇の頭が、瞬時に原形をとどめないほどに寸すん断だんされる。

　切り刻まれた破片は液体になり、焼け焦げた周囲の地面へ飛び散って蒸気を上げた。

　双頭を一度に失ったオロチの胴は、地響きを上げて倒れ込む。

　こちらに向けた首の断面は水面のように波打ち、かすかに水音を鳴らしていた。

「ご苦労だったな、おまえ達。オロチ相手によく生き延びた」

　俺達とオロチの間に立つ石柱の上に、抜き身の直ちよく刀とうを握る一人の男の姿があった。

「「刀塚野先生！」」

　蓮華と霧生さんの歓声に、刀塚野先生は「おう」と手を挙げて応える。

　――破竜の力を持つ男、刀塚野剣つるぎ。最強の援軍が間に合ったのだ。

　俺は今度こそ全身から力が抜け、その場に座り込んでしまった。

「ずいぶんとおいしいタイミングで来るもんだ。狙ってたのか、刀塚野先生？」

　非難含みの視線を向けた高山先生に、刀塚野先生は苦笑を返した。

「そう言わんでくださいよ。これでも急いできたんですから」

「ハァ……えぇ、急ぎましたね……はぁはぁ……ぼ、僕が」

　刀塚野先生の苦笑混じりの言葉を、息を切らして現れた友達が引き継いだ。

「おまえもご苦労だったな、荒あら気き。おかげで命拾いだ」

「はぁはぁ……ありがとう、ございます。はぁ、高山先生。僕、人を乗せて走る馬の大変さが……今、身をもってわかりました」

　息も絶たえ絶だえって感じの荒気の顔には、珍しく全く余裕がない。

　さすがに、人一人を背負っての高速移動、それも長距離となればしんどいのか。




　ひどいなぁ、刀塚野先生。頭が潰れちゃったよ。




　すずみの声と共に、地に伏していたはずのオロチが起き上がった。首はないまま、胴と二つの尾だけの大蛇がグイッと起き上がる様は、子供が見たらトラウマものだ。

「噓、今の効いてないわけ？」

「ま、そうだろうな。今の穂村は思い通りに動く、水のきぐるみを着てるようなもんだ。きぐるみの首が取れたって、中の本人は痛くもかゆくもないだろ。伝承によれば、あの液体がある限り、首もシッポも、どれだけ斬ってもまた生えてくるらしいぞ？」

　先生の解説を証明するように、起き上がったオロチの切断面はゴボゴボと湯が沸わくような音をたてて泡立ち、瞬またたく間に二本の首が再生した。

「「うげぇ」」

　正直、今のはキモイよすずみ。まぁ、ヒュドラみたいに首が増えないだけマシか。

「……ま、逆に言えば、本人を斬ればそれで終わりだ」

　……え？

　さらっと出た言葉の重さに、俺達は凍り付いて刀塚野先生の横顔を見た。

　先生の鋭い視線は、まっすぐにオロチへ……というか、半透明の胴内に浮かぶすずみへと向けられている。ちょ、ちょっと待ってください先生！

「そ、そんなこと許しませんわ！　すずみさんは、わたくし達龍道派の……」

　抗議しかけた中司さんの声は、庇かばおうとした本人によって遮さえぎられる。




　わたしは首を二つも斬られたんだから、一つくらい嚙み千切ってもいいですよね？




「それは困るな。あいにく、私の首は一つしかないんでな」

　軽く答える刀塚野先生に、オロチは返事もせずに襲いかかった。

　刀塚野先生は直刀を下段に構え、オロチを見すえる。

「先生、待って！」

　叫びながら、俺はただ両者が交差する瞬間を見ていることしか出来なかった。

　蓮華や霧生さんが短い悲鳴を上げ、荒気や高山先生が息を吞む。

　すずみが斬られる、そう思った瞬間、想像とはまったく別のことが起こった。

　ジャララララララララララララララララララララララララララッ！

　突とつ如じよ、地中から幾本もの鎖が飛び出し、オロチの首に巻き付いたのだ。




　あわっ!?　なにこれ？




　慌てるオロチを鎖が次々に襲い、瞬く間に巨大な蛇身を縛り上げている。

　オロチはうなり声を上げて激しく身をよじったが、絡み付いた鎖はまるで解けない。

　それどころか鎖はオロチを龍神の杯まで引き戻し、身動きを封じてしまったのだ。

　呆然とその光景を見ていた俺達の周囲に、気付けば多数の黒い人影が立っていた。

　ざっと見た限りでは、二十人くらい。一本の鎖のそばに各二人って感じだ。

「え？　に、忍者？」「みたい、ね」「噓だろ？」「……かっこいい」

　魔物の次は忍者？　次から次に何なんだ、展開について行けないだろ。

「やっと来たか。ずいぶん遅いじゃないか」

　刀塚野先生は構えを解き、近場にいた一人に声をかけた。え、お知り合いですか？

「面目次第もございません、殿でん下か」

　その忍者は、丁寧な口調と態度で先生に応じた。……えっと、今『殿下』って言ってたけど、刀塚野先生って、本当に富士の王子様だったりするの？

「我らは貴き殿でんらの味方、心配無用にござります」

　忍者さんは俺達に向き直り、穏やかな口調でそう言った。

「こいつらは富士の特殊部隊だ。見た目ほど怪しい奴らじゃないから、安心しろ」

　振り返った刀塚野先生がそんなことを言ったので、忍者さんは苦笑したようだ。

　つか、富士の特殊部隊って……また驚くべき情報がさらりと告げられてない？

「遺跡が発動したとの報しらせに馳はせ参じたのですが……よもやオロチに遭そう遇ぐうするとは」

　忍者さんの視線を追うと、中司さんと部下三人、それと大竹さんが縛られていた。

「見てないで、みなさん助けてくださいよ～っ！　ワタシは無実です～」

「ちょっと、触らないでほしいですわ！」

　……まぁ、大竹さんは見た感じあっちサイドだもんね。

「隊長、賊は全て捕らえましてございます」

　寄ってきた一人に報告され、俺達の前にいた忍者さんは「ご苦労」と頷いた。

「あれらの処遇はいかに？」

　部下に問われ、隊長さんは「お放しなさい！」と抵抗している中司さんを一いち瞥べつした。

「捨て置け。オロチへの対処こそ火か急きゆうである」

　報告していた忍者は「承知」と短く返答し、離れていった。

「……オロチへの対処と言ったな。どうするつもりだ？」

　刀塚野先生の問いかけに、隊長さんは厳しい視線をオロチに向けた。その先ではオロチが激しく身をよじり、鎖が軋みを上げ始めている。

「幸いオロチの実体化は不完全です。間に合わせの封印とはいえ、十分程は拘束できましょう。その間に、我らで元を討ちまする」

「はぁっ!?　元って……」

　隊長さんがそう言ったときには、他の忍者達は弓に矢をつがえ、狙いを定めていた。

　狙いの先はオロチの中央、すずみだ！

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　刀塚野先生は隊長さんに突っかかる蓮華を手で制し、口を開いた。

「待て。それは許可できん」

「……何なに故ゆえにござりますか？」

「あいつは私の生徒だ。それ以上の理由がいるか？」

　刀塚野先生は真剣そのものって表情と口調で、俺もその言葉に頷いた。

　すずみを討つなんて、そんなの絶対認められない。

「お心はお察しいたします。しかしながら、今討たねば我らには……いえ、殿下とてオロチを討てなくなりましょう。あれが人里に下りれば、どれほどの被害が出るか……」

「誰も対処しないとは言ってないさ。要はオロチを消しさえすれば問題ないわけだろ。まずは殺す以外の手段を模索すべきだ。……殺すだけなら、すぐできる」

　そこまで言って、刀塚野先生は俺達の方を見た。

「おまえ達もそう思うだろう？　なぁ、『すずみんをしつけ隊』？」

　反射的だったと思う。先生の言ってる方法なんて、みんな思いついちゃいなかっただろうけど、それでも全員が、一瞬の迷いもなく声を上げていた。

「「「「はい！」」」」

　そうとも。すずみを暴発しないようにしつけるのが、俺達の役目なんだからな！




　　　　　◆




「やれる時間は、せいぜい十分だ。さっさと作戦を考えろ」




　はーなーせーっ！　おなかすいたぞー、こらーっ！　飯ーっ！　肉――っ！




　車くるま座ざになった俺達は、暴れるオロチの前で、オロチのすずみを助ける相談をするというシュールなことをするはめになった。オロチを縛っている鎖には、次第に亀き裂れつが走り始めている。やっぱり、あまり時間はなさそうだ。

「お分かりだとは思いますが、拘束が限界になる前に、我らは攻撃を開始いたします。……その時は、たとえ殿下のご命令であっても中止することは出来ませぬ」

　わざわざそんなことを言いに来た隊長さんの手には、怪しげな装飾の付いた長弓が握られていた。他の隊員も攻撃態勢って感じだ。急がないと、まずい。

「では、『すずみんをしつけ隊』の超緊急作戦会議を始めます。じゃあ霧生、進行！」

「作戦目的は、穂村さんを傷つけず、オロチを消すこと。作戦時間は、十分以内。それを超過したら、富士の忍者が攻撃を開始する」

　霧生さんはそこで言葉を切り、全員が頷いた。

「必要なのは、具体的な手段。何か、案のある人？」

　誰も答えない。

「ちょっと！　あんた達、何か意見はないわけ？」

「そういうおまえは何かあんのか？」

「それは……あ、この間みたいに、刀塚野先生に気絶させてもらうってのは？」

「悪いが無理だ。あいにくと、私は穂村を傷つけずにオロチを斬れるほど器用じゃないんでな。斬るとなったら、穂村ごと胴体を輪切りにすることしかできん。ついで言うと、中へ飛び込んで殴れというのもなしだ。私はこの中に入れるほど頑がん丈じようじゃない」

　刀塚野先生は手近な石柱の欠片を拾い上げ、けっこうなスピードでオロチに向けて投げつけた。石は表面に小さな波紋を作り、オロチの中へと飛び込む。

　しかし、表面から数センチで石はピタッと止まり、鈍い音を立てて砕けると、投げ入れた数倍の速度で体外へ放り出された。……入ったら、あぁなるのね？

　というわけで、蓮華の案は却下。

「愛の「「却下！」」……まだ何も言ってない」

　霧生さんの案も却下だ。

「白石くんがオロチの中に入って、穂村さんを助け出すのはどうでしょう？」

　荒気の案に、蓮華と霧生さんが満まん更ざらでもない表情になった。え、やだよ？

「……中に入るのはともかく、助け出すというのは非現実的ですわ。オロチは竜身に近いものだと推定できますから、あれを力ずくで引きはがすのは難しいでしょう」

　思わぬところから助け船を出してくれたのは、縛られたままの中司さんだった。

「ちょっと、部外者は黙ってて……って言うか、そもそもすずみんがあんなになったのは、あんたのせいじゃない！　責任感じてるなら、何か作戦出しなさいよ！」

　黙らせたいのかしゃべらせたいのか、どっちだよ？　呆れた俺と違って、中司さんは痛いところを突かれた、って顔をした。ホントに責任を感じてるみたいだ。

「そ、そうですわね……今まで見ていて気付いたのですが、すずみさんはオロチの中で呼吸しているように見えます。あのオロチという外装は、液化した竜気で構成されたもの。つまり、あれは彼女の竜身であるのと同時に、エネルギー源でもあるのですわ」

「だから何よ？」

「わかりませんか？　竜気力というのはⅠ種であろうと、吸った分の竜気を使うことでしか発揮できません。すずみさんの呼吸力は二千程度です。なのに、今のオロチの竜気力は七千以上……それが何を意味すると思います？」

　その問いかけに、俺と蓮華が同時に「あ」と声を上げた。

「入出力がアンバランスってわけね。それも、アタシと同じ呼吸力不足。それなのに、すずみんはあれだけの力を連続して使い続けてる……ってことは、あの中で呼吸すれば、かなりの効率で竜気を吸収できるってことで……じゃあ、逆にそれを邪魔できれば」

「えぇ、そうです。少しでも呼吸が途切れれば、すぐに竜気不足に陥おちいるはずですわ」

「……つまり、俺があの中に入って、すずみの呼吸を妨ぼう害がいできれば、オロチは形を崩すかも、ってことですか？」

　俺の言葉に、中司さんは深く頷いた。

「誘拐犯の提案ってのがシャクだけど、悪くないわ。時間もないし、あたしはこれに賭けるしかないと思う。だけど、危険なのは間違いないわ。ホントに成功するかだって、わかんない。……鋼平、あんたはどう思う？　それでも、やれる？」

　蓮華が俺の目を見た。他のみんなも、俺の答えをジッと待っている。

「時間ないし、他に良い手も思いつかないんだ。やるしかないだろ！」

　蓮華が、みんなが、静かに頷く。

「でも、どうやって呼吸を止めりゃいいんだ？　手で口をふさぐ？　首をしめる？」

「待ちなさい、首はダメよ。うっかりしめ過ぎて……なんて、シャレにもならないわ」

　じゃあどうしよう？　さっきの石を見ている限り、両手ですずみにつかまっていないと、多分外へ放り出される。そうなると、口をふさぐには文字通り手が足りない。

　何か方法は……と考えていた俺の肩に、霧生さんが静かに手を置いた。

「……大丈夫、私に良い考えがある」




　　　　　◆




「白石、準備はいいか？」

「う、うぃっす！」

　高山先生が俺を肩に担ぎ上げて「よし！」と頷いた。

　作戦名『息もできないほどに抱きしめて』（命名・霧生雫）。

　限りなく緊張感のない名称の、それでいて極めて重要な任務を帯びた作戦だ。

　正直に言おう。作戦内容はメチャクチャな力ちから業わざだ。だけど、やるしかない。

　俺達が失敗したら、忍者部隊が容赦なくすずみを攻撃するんだからな。

　オロチの周りを取り囲んだ彼らは、すでに弓に矢をつがえている。本気、だよな。

　彼らの戦力は不明だけど、オロチを拘束しているところとか、同じ富士人の刀塚野先生の力を考こう慮りよすると、オロチに対処可能な手段を持っている可能性が大きい。

　つまり、失敗はすずみの死を意味しているんだ。そんなもん承知できるか！

　俺が腹をくくって合図すると、蓮華と霧生さんは顔を見合わせて頷き合った。

「いくわよ、霧生。……すぅぅううう……はぁああああああ……すぅうううううううううううううううううううううううううううううううううううう――――っ!!」

「すぅうううう――……っ！　……先手、行く。本気の、本気っ！」

　霧生さんの左肩から氷の爪が伸び上がる。オロチを受け止めた時より、更にでかい！

　オロチの鎌首ほどもある氷の左ひだり前まえ肢あしが、抜き手の要領でオロチの胸に突き入れられた。

　一瞬すずみが串刺しになるかと心配したけど、爪の先端はオロチを貫くことはなく、触れたオロチの胸部周辺をガチガチに凍らせ、霧のように消え去った。

「っでぇええええええええええええええええええええええええええええええええいっ！」

　続いて、凍ったオロチの胸に向かって蓮華が跳んだ。激しい雷光を身にまとい、あいつ自身が稲妻になったような、すさまじい飛び蹴りを放った。

　ズドォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッッ!!

　落雷がいくつも重なったような轟音が鳴り響く。凍った破片をまき散らしながらオロチは苦悶の悲鳴を上げる。その胸は、クレーター状に大きくえぐられていた。

　すずみの前にあるオロチの外装は、多分もう一メートルもない。

　チャンスは、今だっ！　俺は突入に備えて全力で息を吸い込んで、止めた。

「白石ぃっ！　男に、なって、来ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおいっ！」

　助走は一歩。高山先生は俺をボールのように軽々と、ものすごい速度で投げつけた。

「行っけぇ、白石く――んっ！」

　荒気の起こした突風が、さらに俺の速度を増す。たぶん、今の俺は銃弾より速い！

　瞬まばたきする暇もなく、すさまじい勢いで飛んだ俺は凍った表層を突き破り、オロチの体内に飛び込んだ。めっちゃくちゃ痛ってぇよ、こんちくしょお――っ！

　入った瞬間すさまじい水圧が襲い、俺の全身が悲鳴を上げた。

　耳痛い！　目も痛い！　ものすごく痛い！　あとなんか知らんけど熱い！

　全身をさいなむ苦痛に感覚が消えかけた瞬間、俺の体が何かにぶつかった。

　目を開ける。すぐ近くにあったのは、驚いて目を見開いているすずみの顔。

　俺はすずみに抱きつくような格好で止まっていた。

　さすがです高山先生、ナイスコントロール！

『こうちゃんっ？』

　液体を介して伝わる驚きの声は、オロチの放つハウリング含みの声じゃない。いつもと同じ、もう何遍聞いたか数えようもないくらいに聞き慣れたすずみの声だ。

　すずみの肩をつかむと、確かに上下している。やっぱり、この水で呼吸してるんだ。

『あはっ、自分から食べられに来てくれるなんて、うれしいな』

　すずみの唇から物騒な言葉が漏れる。朱に輝く眼と相まって怖い、超怖い！

『……でもね、今は上のお口で食べたい気分なんだ』

　何その問題発言。そんなのどこで覚えたんだすずみ、お兄ちゃんは許さないぞ！

　不意に、俺をグッと押し流そうとする流れを感じた。

　やっぱり、体内に侵入した異物である俺を外へ出そうとしているんだ。

　俺はすずみの体へ両手でしがみつき、なんとか流れに抵抗する。

『そんなにわたしと離れたくないの？　もう、子供なんだから』

　あぁ、離れたくないね。ていうか、もっと近づきたいんだよっ！

　排出の流れは激しく、とてもじゃないが両手を離したりできない。足をすずみの腰に……くそ、流れがきつい、足は無理か。これじゃ、両手で口をふさぐのは無理っぽい。

　――えぇい、作戦通りやるしかないのかよ。あぁもう、やってやんよ！

　俺は利き腕の右をすずみの後頭部に回し、死ぬ気で体をホールドする。そうして空いた左手で、すずみのかわいらしい鼻を思い切りつまみ上げた。

『ふひっ？』

　さぁ、もうおまえの呼吸器官は口だけだ。その口も、ふさがせてもらう！

　すずみの顔が近づく。その瞳は大きく見開かれ、『え？』と開かれた唇くちびるは、

　――――俺の唇でふさがれた。




『！！！！！！！！！！！！！！！！！！？？？？？？？？？？？？？？？？？？』




　すずみは何事か叫んだかもしれないが、当然そんな声など出はしない。代わりにすずみの口の中に入っていたであろう液化竜気が俺の口に、って、ちょっとディープだ。困るな、俺初めてなのに。おー、顔が赤いなすずみ、照れてんのか？　気が合うな、実は俺もだ。い、痛い痛い！　肩に爪を立てるなよ、肉がえぐれる！　てか腕がもげる！　ぐおぉっ！　負けないぞすずみ、俺は決して唇を離しはしない、って変態か俺は!?　いや違う、これは任務だ、正義の戦いだ、決してやましい気持ちじゃないぞ！　役得なんて思ってない！　本当だ、信じてくれすずみ！　俺の目を見ればわかるはずだ。まぁ、近すぎて焦点は合いにくいだろうけど。……おや、だんだん顔色が赤から紫に変わってきたぞ。カラフルだな、おまえは何竜なんだ、すずみ？　おっと、今度は青くなってきたな。肩にかかる腕の力が弱まってるぞ？　ふ、肺活量が足りないな。そうさ、おまえはせいぜい息を一分しか止められないだろう。聞いて驚け、俺の息止め記録は驚異の五分三十秒だ！　ふははは！　今度は朱いお目々が白くなったな。くっくっく、もとより、息止め対決で貴様が俺に勝てる可能性など、ありはしなかったのだ――っ！
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　――そして、すずみの腕から完全に力が抜けた。

　同時に俺を圧迫していた水圧が急速に弱まり、ぐずぐずとオロチの形が崩れていく。

　やがて俺達の体を支えていた力も弱まり、滝のように落ちていく液化竜気ともども、俺とすずみは地面へと落ちていった。

　俺はすずみの体を抱きしめたまま地面に降り、しっかりと大地を踏みしめた。

「ぷはあっ！」

　新鮮な空気を胸一杯に吸い込む。……うん、呼吸が出来るってすばらしい！

　俺との息止め対決に敗れたすずみは、腕の中で白目をむいていた。

　かすかに肩は動いているから、生きてはいるだろう。たぶん。

　オロチを形成していた液化竜気の塊は完全に崩れ、焼け落ちた周囲の森や山道へと流れていった。その液体はかなりの量で、遺跡の周りはちょっとした洪水状態だ。

　でもまぁ、幸い今日は良く晴れている。日当たりも良いし、すぐ乾くことだろう。

「鋼平――――――っ！」

　蓮華を先頭に、みんながジャブジャブと水をかき分けて駆け寄ってくる。

　その姿に、俺は自分の勝利を再確認できた。終わったんだ、これで。

「みんな！　俺やったよ！」

　蓮華の手が上がる。笑顔でハイタッチを交わそうと俺も手を上げ――。

　パチ――ン！　小気味良い音が周囲に響いた。

「やりすぎよ、この痴漢っ！　あんたどんだけ長くキスしてんのよ！」

　スナップの利いた良いビンタだった。痛い。

「な、なんで叩くんだよ、作戦通りだろ？　なに怒ってんだよ！」

「うっさい変態！　あんたがエロいからいけないのよっ！」

　言いたい放題言った後、蓮華は「ふんっ！」とそっぽを向いた。理り不ふ尽じんだ。

「胸を張って、白石くん。あなたは最高の仕事をした」

「霧生さん……」

　さすがは作戦立案者、君だけは俺を賞しよう賛さんしてくれるって信じてた。

　視線を向けると、霧生さんはテレビカメラをこちらに向け、力強くサムズアップしていた。……あなたは、俺の何を賞賛してくれたの？

「いや、すごかったですね白石くん。見てるこっちが照れるようなキスシーンでした」

「若いってなぁいいな、おい」

　ニヤニヤ笑ってくれちゃってさ。フォローしてるつもりなのかな、この人達？

　見回してみれば、少し離れたところで刀塚野先生も苦笑いしていた。

「う……んむ……うぅ……息が……いーきーがー……」

　悪い夢でも見てるんだろうか。俺の腕の中ですずみが苦しげな寝言を漏らした。

　相変わらず白目をむいたままの顔がおかしくて、俺は吹き出してしまった。

　俺の笑いにつられたみたいに、一人二人と笑い出し、いつしか全員が笑っていた。

　まぁ、いいか。結果的にみんな無事だ。すずみも、こうして助かった。

　俺は晴れやかな気分で空を見上げたのだった――。




「みな様、お疲れ様でした」

　気づくと、富士の忍者部隊が俺達を取り囲んでいた。










　　　第七章　ずっと、一緒に







「おいおい、富ふ士じのみなさん。これはいったいどういうつもりだ？」

　高たか山やま先生が鋭い視線を周囲に向ける。

　忍者達は戦闘態勢をすっかり整えていた。弓を構える人もいれば、刀を抜いている人もいる。雰囲気的に冗談って感じじゃなさそうだ。

「そちらの少女を、我らにお渡し願えませんか」

「はぁ？　なんですずみんを、あんたらに渡さないといけないのよ？」

「危険であるが故に、ござります。貴き殿でんらはご存じないかもしれませぬが、我ら富士と日本の間で交わされた約定があるのです。オロチとなる危険の大きな者は、富士にてその身み柄がらを預かる、と。……驚くべきことに彼女は元へ戻りましたが、オロチを発現させたことには変わりがござりませぬ。彼女には我が国にて適切な封印を施ほどこし、同時に力の制御をご教授いたします。ご心配には及びません。彼女は手厚く保護いたします」

　にらみつける蓮れん華げにも、隊長さんは落ち着いた態度を崩さずに答えた。

「約定だぁ？　ケッ、そんなもんは知らねぇな！　ここは富士じゃねぇ、日本国の領土だ！　他ひ人と様さまの家で勝手なことしちゃいけねぇって、親から教わらなかったのかい？」

「高山先生、と申されましたか？　話し合いに応じていただきたいですな。我らとて、富士と日本の和を乱すことは望みませぬ。それ故、貴校の長おさと協議していただきたい。さすれば、我らの求めに応じるようにとおっしゃることでしょう」

「うちの校長がてめぇらに従うってか？　……はっ！　バカも休み休み言え！　かわいい生徒を、そんな怪しい格好した集団に渡せなんて言うもんかよ！」

　俺おれも、たぶん他のみんなも高山先生と同じ気持ちだろう。ふざけるな、って感じだ。

「どうやら……穏おん便びんに済ませてはいただけないようですな」

「あぁ、いかねぇな」

　高山先生と忍者隊長の間で緊張感が増し、周りの忍者からの殺気も高まっていく。

　ホント、なんなんだよこの状況は？　せっかくすずみが元に戻ったのに、この上特殊部隊なんかとケンカしなきゃいけないっての？　冗談はやめてくれよな、もう。

　誰でもいいから、この状況をなんとかしてくれ！

「ぐわっ！」「がはっ！」

　突然、思わぬ方向から苦く悶もんの声が上がり、忍者二人が倒れる音が響いた。

「――やはり、富士の民など信用に値あたいしない、ということですわね」

　倒れた彼らの後ろで、呆れ顔の中なか司つかささんがため息をついていた。

　部下の三人も拘束を解かれていて、手には忍者から奪った武器を持っている。

「……礼れい子こくん、ついでにワタシの縄も解いてはもらえませんかなぁ？」

「あら、よくお似合いですわよ、所長。そのままでも十分にステキですわ」

　中司さんは笑顔でひどいことを言った。……まぁ、味方じゃないしね。

「そんなぁ～～……」

　嘆く大おお竹たけさんを捨て置き、中司さんは忍者隊長さんに向き直った。

「おや、縄なわ抜ぬけとは珍しき手て品じなを使われる。……どうされるおつもりか？」

　彼が鼻で笑うと、中司さんも負けずに笑う。

「どうする、ですって？　ふふん、我ら龍りゆう道どう派の目的は一つ……竜の尊そん厳げんを踏みにじる邪じや悪あくな富士の魔の手から、未来の女王であるすずみさんをお守りすることですわ！」

　……おいおい、中司さんも待ってくれ。これ以上話をややこしくしないでよ。

「ほう？　魔の手とは、また……しかしながら、見たところあなたもご配下の方も、ずいぶんとお疲れのご様子。そのような有あり様さまで、我らに対抗できるとでも？」

「えぇ、もちろんですわ！」

　中司さんの勝ち誇ほこった声に被るように、上から何か大きな音が迫せまって――。




　ずばしゃああああああああああああぁぁ――――――――――んっ！




「うげ、これって昨日と同じ……」

　げんなりした蓮華の言葉通り、大量の泥水を舞い上げて落下したのは、昨日俺達を襲ったのと同じ円えん柱ちゆうだった。数は……げっ、昨日の倍以上だ。

「これは……」

　次々にカカシへと変形する円柱の出現に、忍者隊長さんは軽い動揺を見せた。

「これは『試製人型戦闘歩行機・一いち型がた甲こう』。純国産カカシの先行量産機ですわ」

　傍かたわらに降りたカカシの肩に手を置き、中司さんは誇らしげな笑みを浮かべた。

　よくよく見たら、あのカカシ、昨日と違って腕に機き銃じゆうらしいもんが付いている。

　もう手加減する必要もなくなったってことか。

「形勢逆転ですわね」

　圧倒的優位を確信したのだろう。中司さんの声は弾はずんでいた。




　　　　　◆




「さあ、無駄な抵抗はやめて投降なさいな。大人しくすずみさんを引き渡していただけるなら、一応は同盟国の軍隊ですもの。それ相そう応おうの扱いをお約束しますわ」

「何をおっしゃるかと思えば……此こ度たびの事件を引き起こした方のお言葉とは思えませんな。両国の和のためにも、彼女本人のためにも、そのように不当な要求は吞めませぬ」

「おいコラ、そっちだけで話を進めるんじゃねぇ！　何遍も言うが、穂ほ村むらはうちの生徒だ！　誰がおまえらなんかに渡すかってんだよ！」

　怒ど鳴なり合いの罵ののしり合い、にらみ合いのつばぜり合い。

　すずみの身柄と互いの面メン子ツ、その他諸もろ々もろ重なって、退ひくに退けない押し相撲ずもう。

　それでも実力行使に走らないのは、彼らに自制心がキチンとある証だろう。

　一度手を出してしまえば、敵味方共に無事では済まない。それがわかっているから、威圧で事を済ませられるか探り合っているんじゃなかろうか？

　大人同士のケンカってのも、なかなかどうして面倒くさい。

　結果、俺達は包囲されているのにすっかり蚊か帳やの外そと。いつの間にか幸せそうな寝息を立て始めたすずみを抱え、俺達は二重包囲のど真ん中で立ち尽くすしかなかった。

「……なんなのよ、これ？　さっきまでは一応協力してたのに、なんで終わったとたんに小こ競ぜり合いが起きてるのよ？　バッカみたい！」

「敵の敵は味方、利害の一致、呉ご越えつ同どう舟しゆう。それがさっきの状態。でも、共通の敵が消しよう滅めつして、当面の危機が去った。後に残るのは、お互いの対立」

「そして対立の主な要因が、穂村さんの処しよ遇ぐうってことですか」

　モテモテだな、すずみ。ま、本人は全くうれしくないだろうけど。

「……やれやれ、面倒なことだな」

　そんな中、刀と塚つか野の先生は「我関せず」って顔で俺達の横に立っていた。

「あの、刀塚野先生はどう考えてるんですか？　先生って富士の人ですけど、俺達の先生でもありますよね？　先生の立場を使って解決するとか、出来ません？」

「と、言われてもな。私個人の意見は高山先生と同じだよ。龍道派など話にならんし、相手が富士でも穂村を渡すつもりはない。だが、あいつの言う約定が存在するのも事実なんだよ。とは言え、連中がそれを盾に取ったところで校長も『うん』とは言わんだろうし……国の面子がかかるからな、お互い退くに退けんはずだ。登とう龍りゆう門もんと富士の間を取り持つ立場としては、『さてどうしたものか？』といったところだ」

　刀塚野先生は深くため息を吐いた。お疲れのようですね。

「大人って、大変」「そうですねぇ」

　先生のため息がうつった霧生きりゆうさんと荒あら気きを、蓮華がキッとにらみ付けた。

「ちょっと、何を他人事みたいに言ってんのよ！　いい？　大人が何を考えてるかなんて関係ないわ。すずみんはあたしの大事な友達。だから、あたしはすずみんと離れたくない！　まずはそこでしょ？　鋼こう平へい、霧生、荒気、あんた達はどう思ってるの？」

　こちらに向けられた真剣でまっすぐな眼まな差ざしと言葉に、目を覚まされた思いだ。

　そうだよな、まずは自分の意志だ。……ま、そんなのずっと変わってないけどね。

「俺はすずみと離れたくない。一度は離れて、でも何の偶然かまた一緒の学校に入れたんだ。その時、俺はもう二度と離れないって決めた。だから、すずみは渡さない」

　俺はすずみを抱く腕に力を込めて、蓮華を見つめ返す。

「良い返事じゃない」

　蓮華は満足げに頷いて、ニカッと笑った。

「そうね。私も、穂村さんと一緒がいい」

「もちろん、僕もですよ。……ははっ、なんか照れくさいですねぇ、こういうの」

　二人もそれぞれに頷いた。みんな笑顔だ。たぶん、俺も。

　隣で刀塚野先生も笑っていたし、一瞬振り返った高山先生もニヤッとしてた。

『すずみんをしつけ隊』の意見は決まった。あとは考えろ、この場をどう収めるか。

　すずみを巡めぐるそれぞれの立場、組織の面子、あるいは個人の意見のぶつかり合い。

　対立軸はいろいろあるけど、最大限単純化すると今の問題は一点に尽きる。

　すなわち『すずみの身柄をどこに置くか』という点だ。

　すずみの力が危険なことは、今回俺達が身をもって体験した。だから、富士がすずみを危険視するのは当然だ。その危険性を、俺達の感情だけで看かん過かするのは子供の意見としたってダメだろう。監視というか、暴発しないように見守ることは必要だ。

　同時に、富士を信用できないっていう龍道派の立場も、なんとなくわかる。事情があったとはいえ、富士の人達がすずみを殺そうとしたのは事実だ。彼らを手放しに信用することは出来ない。それに、すずみの検査だってまだ必要かもしれないんだよな。

　そして、かわいい生徒を渡してたまるかっていう先生方の意見はもちろん大歓迎。

　これは俺達の意見とも一致するし、すずみ本人だって同じはずだ。

　以上を踏まえ、俺達や彼らの意見を全部一まとめにすると、

「すずみが俺達と一緒に登龍門へ通い、富士の人達がすずみの暴走を監視しつつ能力の制御法を教えられて、龍道派が未来の女王候補であるすずみの力を研究しつつ、その身柄を富士の手から守ることができる状態」

　となるわけか？　見事にグチャグチャだな。

　……でも、これはあくまで立場の違いからくる対立だ。

　富士の人達も龍道派も、すずみ個人に対して悪意があって行動しているわけじゃない。落とし所はあるはずなんだ。だから考えろ、みんなが目的を達成できる解決法を。

　う～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん………………あ。

「閃ひらめいた。こういうのはどうかな？」

　俺の意見を言うと、しつけ隊のみんなは微妙な顔をして、刀塚野先生は笑い出した。

「白しら石いし、やっぱりおまえは面白いな」




　　　　　◆




「富士など信用に値しませんわ！　すずみさんはわたくし達が守ります」

「それはこちらも同じこと。彼女は我らで手厚く保護いたします」

「ふざけんな！　うちできっちり卒業まで鍛きたえてやるってんだよ！」

　口論というか、もはや各勢力代表者三名による至近での怒鳴り合いになっていた。

　……あそこに声かけるのヤダなぁ。でも、そうしないと始まらないし。

「あの～～、みなさん、ちょっといいですか？」

　ギロリと、突き刺さるように鋭い三人分の視線がこちらに向いた。怖い。

「えっとですね。すずみの処遇に関して、みなさんに提案があるんです」

　俺の言葉に三人が驚いたような顔をした。

「……ほう？　面白そうだな、言ってみろ白石」

　そんな中、高山先生が刀塚野先生と目め配くばせを交わし、先を促してくれた。

「はい。……えっと、みなさんの意見は、詰まるところ、すずみを自分達の手元に置いておきたい、ってことですよね。でもすずみは一人しかいないから、どこまでいっても平行線……と。そういうことじゃないですか？」

　三人はチラッとお互いを見た後、小さく頷いた。まずは正解、と。

「俺の提案は単純なんです。すずみを自分の縄張りに連れて行くんじゃなくて、逆にみなさんの方が登龍門に来て、すずみを監視するなり守るなり、あとは教育ですね。とにかく、みんなまとめて、やりたいことやればいいんじゃないかって」

　こっちを見ていた三人がキョトンとしたのがわかった。

「まとめて……とは、どういう意味ですの？」

「中司さんにとっては、昨日までと同じ状態に戻るって感じです。すずみの研究は登龍門で、ってことですね。今まで特に不都合ありませんでしたよね？　つまり、すずみが登龍門で学生やってても、中司さんの目的は達成できるってことになりませんか？」

「え？　……ま、まぁ、そうですわね」

「富士の方も同じことすればいいんです。そちらの人達ですずみを監視出来るなら、場所が富士でなくてもいいでしょ？　刀塚野先生とは別に、すずみ専門の監視役を登龍門に置けばいいんですよ。教職員としてでもいいし、同じ年頃の人がいるなら生徒としてでもいい。……あ、なんでしたら隊長さん達でやりません？　本物の忍者と接する機会なんて滅多にないですから、きっとみんな歓迎しますよ！」

「はぁ、なるほど…………あ、いえ、我らは忍者ではございませんが……」

「え、違うんですか？　そういう格好してるんで、俺はてっきり忍者だと……」

「くくく……いいじゃないか、忍者で。似たようなもんだ」

　隊長さんは困った様子で、笑う刀塚野先生と俺を見比べるようにした。

「――それで登龍門は、龍道派と富士から誰が、どんな目的で来ているのかをオープンにした上で受け入れるんです。お互いのことを監視してもいいし、協力したっていいじゃないですか。どっちでもいいですけど、できれば平和的に。時々、三者で情報交換するのもいいですよね。近くにいれば、お互いのことがもっとわかると思いますし、協力もしやすいかな、と。……とまぁ、こんな意見なんですけど……どうですか？」

　俺の視線を受けて、高山先生はため息まじりの笑顔を作った。

　三人の顔を改めて見回すと、彼らも俺やお互いの表情を窺うかがっているように見える。

　とりあえず、恐れていたような激しい反発はなさそうだった。

「……どうですか、お三方。私は面白い方法だと思いますけどね？」

　刀塚野先生の問いかけに、しばしの沈黙と、視線だけの探り合いが起こる。

　俺の提案に乗っかっていいものか、利害やらいろいろと思案しているんだろう。

　……ただ、そこにはさっきまでの緊張感はなさそうに見えた。

　そして、数分のにらめっこの後、最初に高山先生が頷き、次いで隊長さん、そして最後に中司さんがため息と一緒に頷いた。

「……殿でん下かが承知されたとあらば、我らに異存はありません」

「我々の研究が今後も担たん保ぽされるのであれば、落とし所としては妥だ当とうですわね」

　やれやれ、って言い方ではあったけど、その表情は柔らかかった。

　……マジで？　賛同得られたってことで、いいのかな？

「ですが、登龍門はいかがですの？　本当に我々を受け入れてくださるのかしら？」

　中司さんの疑問は隊長さんも持っているらしく、二人揃って高山先生を見た。

「アタシ個人は面白いと思うが、ちょいと待ってくれ。校長に確認しねぇとな」

「校長は大おお筋すじでＯＫ、だそうですよ、高山先生？」

　刀塚野先生が携帯電話をひょいと掲げて見せる。

「へん、仕事が早いじゃねーか刀塚野。そういうワケだ、お二人さん。そんじゃ、白石の案で話を進めるってことでいいかい？」

　高山先生の質問に、隊長さんと中司さんは再び首しゆ肯こうした。

　つまりこれは、本当に俺の意見が通ったって事？　……やった、やったじゃん！

　振り返ると、やっぱりみんなも明るい表情。

　そして、俺達は思い切り歓声を上げた。

　やっと終わった。今度こそ、すずみを連れて帰れるんだ！

　俺達は互いに笑い合い、ハイタッチを交かわし、肩を叩き合った。

「う、う～～ん…………あれ？　ここはどこ？」

　――そんな中、やっとすずみが目を覚ました。

「よお、すずみ。目覚めはどうだ？」

　つとめて軽く声をかけると、すずみからポヤンとした視線が返った。

「ん？　う～ん……ちょっと、微妙。わたしね……夢をみてたの」

「夢？　へぇ、どんな夢？」

「なんて言うか、ものすごく息苦しかった。溺おぼれたみたいに、いくらもがいても息ができなくて……あ、笑わないでね、こうちゃんと……その、キ、キス、みたいな……」

「あ、ごめん。それ現実」

「え、あ、そうなんだ。へぇ……って、ええええええええええええええええ――っ？」

　一瞬で真っ赤になったすずみは、口を隠すようにして俺から離れた。

「うそ、うそだよね？」

　助けを求めるように蓮華、荒気、霧生さんと視線を向けていったのだが……。

　蓮華は頰ほおを染めて目をそらし、荒気は苦笑いを返し、霧生さんは力強く頷いた。

「うえーん！　あんなロマンの欠片かけらもないファーストキスなんてヤダよ――っ！」

「待てすずみ。俺も初めてだったから、おあいこだ」

「どういう理屈だよ！　こうちゃんのバカ――ッ！」

　ポカポカと俺を叩くすずみのへなちょこパンチの一発一発が、実はものすごく痛かったりする。でも、それを言うのもなんか野や暮ぼでしょ？

「……あっと、そうだ鋼平。一番大事なことを忘れてたわ」

　不意に、蓮華が少し真面目な顔で俺達を見た。

「なんだよ、一番大事なことって？」

「すずみん本人の意志確認よ。あたし達だけで盛り上がってたけど、これって、すずみん本人の問題なんだから、すずみんの意志を一番尊そん重ちようすべきじゃない？」

「あぁ、それもそうだな」

「えっと、何のお話？　わたし、今ひとつ状況が飲み込めてないんだけど……」

　たくさんの視線にさらされたすずみは、困惑気味に俺を見つめていた。

　まぁ、すずみにしてみれば状況はわかんないよな。混乱するのも無理はない。

　こういう時、細かく事情を説明するよりも、シンプルに聞くのが俺達流だよな？

「な、すずみ。おまえにひとつ質問だ」

「なぁに？」

「俺と……いや、俺達とずっと一緒にいたいって思うか？」

　まっすぐにすずみの朱あかい瞳ひとみを見すえ、俺はゆっくりと言葉を口にする。

　すずみもまた、俺の瞳から一瞬も視線をそらさず、俺の言葉を受け止めた。

　そして――。

「そんなの当たり前だよ。わたし、こうちゃんもみんなも大好きだもん！」

　ニッコリと、お日様みたいな笑顔を見せたのだった。

　そんな俺達を、さっきまでにらみ合っていた大人達も笑いながら見ていた。

　不意にその中の一人、刀塚野先生が俺の肩を叩いた。

「おい、ちょっと代われ白石。校長からおまえに話があるそうだ」

「あ、はい……もしもし、お電話代わりました」

『お取り込み中ごめんなさいね。白石くん、あなたの提案は実に面白いわ。個人的には私も大賛成。……でもね、水を差さすようで申し訳ないけど、あなたの提案は登龍門の総意ではなく、あなた個人の意見でしかないの。……穂村さんの力はとても危険よ。それに、龍道派や富士の人達を怖がる生徒だっているでしょう。生徒や教職員の安全を預かる者として、彼らの同意がないままに提案を受け入れることはできないわ』

　うぐ、まったくもって正論だ。勝手に登龍門の生徒代表みたいに意見してたけど、俺達の意見だけで登龍門の全員を巻き込むわけにはいかない、よな。

『そこでね、あなたの提案の受け入れに、一つ条件を付けさせてほしいの』

「えぇと、条件ですか？　それはいったい、どんな……？」

『あなたの提案について、全校生徒から九割以上の賛同を得ること。それが条件よ』

「……え？」

『今週末、緊急の生徒総会を設けます。そこであなたの案を議題とし、賛否を問いましょう。どうやって生徒から承認を得るかはあなた達に任せるわ。それでは、お願いね』




「九割？　ホントに？」

「うん、ホントに」

　サラリと出された恐ろしい条件に、蓮華がしかめっ面で呻うめいた。

　全校生徒の九割――うちの生徒数は約三千人だから、二千七百人以上の賛成が必要ってことだ。過半数だって厳しいのに、九割だよ？　どうしたらいいんだよ？

　さっきの説明を全校生徒にするか？　……いや、そんなに物分かりが良い生徒ばっかりでもないだろうし、当然オロチの危険を恐れる生徒だっているだろう。

　…………やっぱり、どう考えても厳しい。うぅ……どうしたもんやら。

「こうちゃん、みんな……ごめんね。迷惑ばっかりかけて」

　あぁもうっ！　すずみと一緒にいるためなんだ、やるしかねーだろ！

「……大丈夫、任せて」

　思いがけず、霧生さんから力強い言葉がかかる。

　え？　と全員の視線が集まる中、霧生さんは不敵な笑みを浮かべた。

「とても良い作戦がある」











　　　結







『……だからさ、頼むよ。優しいすずみに戻ってくれよ！　俺おれはおまえの、あのぽや～んとした笑顔が見たいんだ！　おまえの笑顔が大好きなんだよ！』

　魔ま物ものと化した少女に正面から向き合い、少年は堂々と告白した。

　魔物の動きは揺らぎ、その内に閉じ込められた少女は少年をじっと見つめた。

『えへへ、うれしいな。わたしもね、こうちゃんのこと、大好きだよ』

　心を取り戻した少女は必死で魔物に抵抗し、その動きを抑おさえ込もうとした。

　その時、伸び上がった鎖が魔物の動きを封じた。チャンスは今しかない！

『行っけぇ、白しら石いし――っ！』

　友人達の後押しを得て、少年は自らの身をも顧かえりみず、魔物の体内へと飛び込んだ。

　――もう、放さない。

　魔物の体内で抱き合った少年と少女は、長く、熱い口づけを交かわした。

　そして、愛の奇跡が起こった。

　見上げる仲間達の目の前で、魔物は崩れ落ちていったのだ。

　少女は少年の腕の中で、安心して眠りについた……しかし。

『そちらの少女を、我らにお渡し願えませんか』

　現れた悪の忍者軍団が彼らを取り囲む。

『さあ、無駄な抵抗はやめて投降なさいな』

　さらに、悪の科学者が凶悪なカカシをけしかける。

　少女を渡せと、たくさんの悪者達が少年に迫せまる。

『俺はすずみと離れたくない。だから、すずみは渡さない』

　愛の決意を込め、少年は腕の中で眠る少女を見つめた。

　少年の想いに応えるように、少女はその瞳を開いた。

　少年は問う。

『な、すずみ。おまえにひとつ質問だ。俺と、ずっと一緒にいたいって思うか？』

　少女は答える。

『そんなの当たり前だよ。わたし、こうちゃん、大好きだもん！』

　果たして、少年と少女の愛は引き裂かれてしまうのだろうか？




　――スクリーンが暗転すると、体育館に詰めかけた生徒達からため息が漏もれた。

　客席がざわつき始めた時、ステージ上の霧生きりゆうさんにスポットライトが当てられた。

「……二人の行く末は、あなた達の投票にかかってる。私の大切な友達、白石鋼こう平へいくんと穂ほ村むらすずみさん、二人の絆きずなを守ってほしい。……お願い」

　深々と頭を下げる霧生さんに、会場中から割れんばかりの拍手と歓声が上がった。

　霧生さんは驚いたように口元へ手をやり、拍手を送り続ける生徒達を見渡す。

「ありがとう……ありがとう！」と、何度も何度も、深く頭を下げ続けた。

　彼女がステージから去るまで拍手と歓声、そして応援の声が止むことはなかった。




『――それでは、これより投票に移ります。お手元の投票用紙に、霧生さんの提出した案件についての賛否を記入し、各出口付近へ設置された投票箱へ入れてください』




「手応え十分」

　戻ってきた霧生さんは、俺達に向かって力強くサムズアップして見せた。

「そうみたいね。……みんな単純だわ」

　蓮れん華げが大げさにため息を吐き、荒あら気きは「そうですね」と笑った。

　俺とすずみはと言えば、あまりの恥ずかしさにステージ袖の隅すみっこにうずくまり、ただ顔を隠して震えるしかなかった。
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「映画を作ろう」

　霧生さんの説明は明快だった。

　すずみの力や危険性、あと中なか司つかささんのグループや富ふ士じのことなんて、学校のみんなにいちいち説明してたら切りがないし、当事者でない人にとっては無用の面倒だ。

　まかり間違えば、俺達の提案は真っ向から反対される危険もある。

「――だから、理じゃなくて、感情や感性に訴える。それには映像が一番。……大丈夫。素材はたっぷり撮れてる。任せて」

　自信満々の様子で、霧生さんはずっと抱えていたカメラをポンと叩いた。




　そして生徒総会を迎えた今日、満を持して作戦は決行された。

　生徒会役員の指示に従い、記入を終えた生徒達はゾロゾロと移動を開始する。

「賛成に決まってんじゃん」「これ投票するまでもないだろ？」「私、感動しちゃった」「うん、私もちょっと泣いちゃった」「いいなぁ、私もあんな告白されてみたい」

　霧生さんが数日徹夜で編集し、大おお竹たけさんがノリノリで特殊効果を加えたという渾こん身しんの力作は、ちょっと……いや、かなり演出過か剰じようだったけど、今の反応を見る限りでは生徒の評価は上々だったらしい。




　集会が終わり、人ひと気けが少なくなったところで俺達も体育館を出た。

　あとは戻ってＳＨＲだけ。しかし、あれを見た後のクラスメートがどんな顔で俺達を迎えるのか、想像するだに恐ろしい。

「それどころじゃないよ、こうちゃん。全校生徒にあんなの見られたんだよ！　うぅ、わたしもう学校の中歩けないよ。……ちょっと転校したくなってきたかも」

「奇遇だな、すずみ。俺も同じ気分だ」

　恥ずかしいってレベルじゃないもんな。いや、テレビ出てる俳優さんとかってすごいんだね。こんなん全国にさらされるとか、俺は絶対無理だわ。

「なーにバカなこと言ってるのよ？　すずみんが登とう龍りゆう門もんにいられるように、ってやったんじゃない！　ちょっとくらい我慢しなさいよね！」

　蓮華が俺達をにらみながら怒ど鳴なる。

「そうそう、気にしない気にしない。それに、お互い好き合ってるのは本当ですし」

　ニコニコ楽しそうに笑いながら、荒気は軽い口調で言ってくれた。

「……人の噂うわさも七十五日。夏休みが明ける頃には、みんな忘れてる」

　悪びれた様子もなく、霧生さんは薄く笑った。

「夏休みって、気が早いな。まだ二ヶ月近くあるよ」

「でも、楽しみだね。夏休み！　みんなでいっぱい遊べるといいね！」

　ころっと表情が明るくなったすずみの顔を見て、俺もついつい笑ってしまう。

「そうだな。もう山は見飽きたし、海だな、海」

「お、いいねーこうちゃん。海行こう海！　打ち寄せる波、白い砂浜、焦げた焼きイカ、焼きすぎ焼きトウモロコシ、まずい焼きそばのびたラーメン！」

「バカ野郎、粉っぽいカレーが抜けてるぞ！」

「そうだったね、こうちゃん。そして忘れちゃいけない、かき氷――っ！」

　高々と腕を突き上げたすずみの顔は、本当に楽しそうだった。

　この先に待っているはずの、楽しい夏を想像しているんだろう。

　まぁ、その前に考えるべき事は色々ある。

　富士と中司さんのグループがどんな人物を送ってくるのか、すずみの力は安定するのか、期末テストは大丈夫か……いや、そもそもホントに賛成は九割超えたのか？

「うおっしゃーっ！　なんかテンション上がってきたよ――っ！」

　一声上げて、すずみがタタッと走り出した。

　その遠ざかっていく背中を見つめて、俺はふと思う。

　この先、俺はいつまでこの背中を見守っていられるだろうか。

　卒業までだろうか？　それとも……。

「こうちゃん！」

　すずみが不意に振り返る。まっすぐに俺を見て、すっと手を差し出した。

「なにしてんの、一緒に行こうよ！」

　こちらに向けられた屈くつ託たくのない笑顔に、俺は笑ってすずみを追いかけた。

　そうだよな、いつまでかなんてわからないけど、わざわざ難しく考えることもない。

　行けるところまで一緒に歩けばいい、それでいいじゃないか。

　隣に立って、手をつないで。すずみの防ぼう火か壁へきとして、ずっと近くに立ってなきゃ。

「よーし、教室まで競争だ、すずみ！　負けたらジュース一本だ！」

「えぇっ？　ちょっと待ってよ、こうちゃん！　一緒に行くんじゃないの――？」

　ま、時には先を走るのも、ありでしょ？
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　あとがき




　――王道ラブコメを、書くつもりだったんだけどなぁ。




　こんにちは、西せい野の吾ご郎ろうと申します。「にしの」ではありません、「せいの」です。

　この度は『すずみんは肉食系火竜』をお手に取っていただきまして、誠にありがとうございます。まずはこの場を借りまして、心より御礼申し上げます。サンキュー。

　デビュー作である前作『SUSHI-BU!』の完結からちょうど一年、こうして再び自作が出版され、みな様のお目に触れていることは幸せの一語に尽つきます。……尽きるんですけど、ここで終わると予定ページ数に達しませんので、あえて続けますよ？

　さて、本作『すずみんは肉食系火竜』は、僕の第二作となります。

　前作終了後、「次はどんなの書こう？」という段階でまず決めたのが、「王道でいこう！」ということでした。このへんは、前作が変わりダネだった反動ですね。

　ともあれ、王道は決定。で、ラノベの王道といえば「バトル」か「ラブコメ」です。

　で、この二者択一問題を「バトルは戦闘シーン書くの大変そうだからラブコメにしよう！」という安直な理由で決定し、新企画「ラブコメ（仮）」はスタートしました。

　まず、担当さんに四つほど企画書を提出、その中から選ばれたのが本作でした。

　企画書時点でのタイトルは『すずみんは肉食系（火竜）』、掲かかげたコンセプトは「いかにもバトル物っぽい設定を用意し、敢あえてバトルしないラブコメ」でした。

　楽をしようと掲げた指針が、むしろ面白いと選ばれるから世の中わかりません。

　そして、「バトルしない」をモットーに動き出した本作でしたが、結局ガッツリ戦闘シーンを書くはめになったのですが……まぁ、そのへんの経けい緯いはお察し下さい。

　大変でしたけど、結果的に当初想定したものよりずっと面白くなったと思います。

　…………ホントに大変でしたけど。

　さて、気を取り直しまして謝辞をば。

　まずは素晴らしくかわいいイラストをくださいました、あなぽんさん。ありがとうございます！　こちらのイメージを超えたステキなキャラクターに感動しました。

　続いて担当のＧさんにも感謝を。いただいた猫画像、癒いやし効果抜バツ群グンです。また下さい。あと、体に悪いので肉だけじゃなく野菜も食べて下さい。

　そして、本作の出版に携わって下さった全ての方、ありがとうございます。

　最後にもう一度、読者のみな様に心から感謝を。本当にありがとうございました。

　では、またの機会にお目にかかれることを楽しみにしております。


二〇一三年五月　西野吾郎　
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